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和
田
氏
領
有
時

代

の
高
槻

城

今
日
の
高
槻
市
域
に
は
、
近
世
を
通
じ
て
、
高
槻
藩

の
城
下
町
で
あ

っ
た
高
槻
を

は

じ

め
、
西
国
街
道
沿

い
の
宿
場
町
と
し
て
機
能
し
て
い
た
芥
川
、
お
よ
び
戦
国
時
代

の
寺
内
町
を
母
胎
と
し
て
発

達

し
た
富
田

の
三
ヵ
所
が
都
市
的
集
落
を
形
成
し
て
い
た
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
城
下
町
高
槻
に
つ
い
て
概
観
し
、
富
田
は
第
三
節

で
、
芥
川
に
つ
い
て
は
第
三
章
第

一
節
で
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

高
槻
城
は
正
暦

（九
九
〇
～
九
四
年
)
頃
阿
刀
連
忠
範
が
久
米
路
山
を
開
発
し
て
築
き
、
そ
の
子
孫
に
あ
た

る
近
藤
宗
光
が
元

弘
の
変

（
一
三
三
一
年
)
で
討
死
し
た
と
伝
え
る
が
、
そ
の
真
偽

の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な
い
。
室
町
時
代
に
は
駿
河
国
入
江
庄
の

地
頭
で
あ

っ
た
入
江
氏
が
足
利
氏
の
命
を
受
け
て
入
城
し
、
永
禄
十
二

（
一
五
六
九
)
年
ま
で
居
城

し
た
。
入
江
氏
時
代

の
高

槻
城
が
ど
の
程
度
の
規
模
を
有
し
て
い
た
の
か
は
ま

っ
た
く
不
明
で
あ
る
が
、
当
初
は
お
そ
ら
く
、
豪
族
屋
敷
程
度
の
小
さ
な

も

の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
の
、
戦
国
期
を
通
じ
て
次
第
に
拡
張
さ
れ
た
結
果
、
同
氏
の
滅
亡
時
に
は
か
な
り
の
規
模
を
有
す

る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
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入
江
氏
の
滅
亡
後
は
、
そ
の
前
年
信
長
に
従

っ
て
近
江
か
ら
上
洛
し
、
摂
津
支
配
の
要
と
し
て
芥
川
城
に
配
さ
れ
て
い
た
和

田
惟
政
が
高
槻
城
を
も
領
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
年
七
月
十
二
日
付
で
発
信
さ
れ
た
パ
ー
ド
レ

・
ル
イ
ス

・
フ
ロ
イ
ス
の

書
簡
中
世

五
二
一

は

、
和

田
惟

政

が

フ

ロ
イ

ス

の
弟

子

ロ

レ

ン

ソ
を
伴

っ
て
高

槻

に
帰

り

「
広

大

な

る
城

内

に
入

り

て

ロ

レ

ン

ソ

よ

を
招
き
甚
だ
好
き
御
所
を
示
し
、
パ
ー
ド

レ
の
為
め
同
所
に
会
堂
を
建
て
」
る
こ
と
を
表
明
し
、

槻
を
訪
れ
た
際
、
和
田
氏
は
多
数

の
武
士
の
面
前
で

「
予
が
城
内
に
会
堂
を

造
る
こ
と
に
決
し
た
り
。
而
し
て
之
が
為
め
城
外
少
し
く
距
り
た
る
地
に
在

る
神
の
大
な
る
宮
を
破
壊
し
て
会
堂
を
建
築
し
、
パ
ー
ド

レ
堺
に
赴
き
、
又

は
都
に
到
る
時
、
当
所
に
宿
泊
す
る
の
用
に
供
し
、
パ
ー
ド

レ
当
地
を
通
過

し
、
又
は
数
日
間
滞
在
す
る
時
は
予
が
家
よ
り
其
費
用
を
出
す
べ
し
」
と
述

べ
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。

こ
の
二
年
後
、
元
亀
二

（
一
五
七
一
)
年
八
月
に
は
和
田
惟
政
が
白

井

河

原
の
合
戦
で
討
死
し
、
高
槻
城
は
惟
政
の
子
惟
長

（愛
菊
)
が
継

い
だ
。
高

山
飛
騨
守
と
そ
の
子
彦
五
郎

（
の
ち
右
近
)
は
和
田
氏
の
家
臣
の
中

で
も

重

き
を
な
し
て
い
た
が
、
元
亀
四

（
一
五
七
三
)
年
に
は
和
田
氏
と
高

山

氏

と

の
間
に
対
立
が
生
じ
、
城
主
惟
長
は
彦
五
郎
に
よ

っ
て
城
を
追
わ
れ
た
。
こ

の
模
様
を
伝
え
る
フ
ロ
イ
ス
の
書
簡

中
世

五
六
〇

は
、

「
和
田
殿
の
子

は
大

に

負
傷
し
其
母
が
約
三
十
人

の
兵
士
と
共
に
在
り
し
塔
に
遁
れ
た
り
。
戦
は
長

そ
の
後
再

び
ロ
レ
ン
ソ
が
高写４９　野 見 神 社 （市内野見町)
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第二章　町と村の形成と展開

く
継
続
し
、
双
方
共
相
当
に
死
者
及
び
負
傷
者
を
出
し
た
り
。
此
時
民
家
及
び
和
田
殿
の
家
に
火
を
放
ち
、

一
時
間
内
に
子
息

の
相
続
し
た
る

一
切
の
富
並
に
高
価
な
る
品
々
及
び
米
二
千
包
を
蔵
し
た
る

一
軒

の
家
焼
失
せ
り
。

（中
略
)
高
山
殿
は

守

将

と
し
て
城
に
留
ま
れ
る
が
、
城
に
は
門
の
上
に
在
る
稜
堡
二

ケ
所
及
び
小
塔

一
ケ
所
の
外
存
せ
ず
」

と
記
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
書
簡
は
、
和
田
氏
時
代
の
高
槻
城
が
当
時
の
城
と
し
て
は
規
模
が
大
き
く
、
城
内
に
は
塔

（天
守
ま
た
は
櫓
)
や
民

家
、
城
主
の
館
や
米
蔵
な
ど
が
あ

っ
た
こ
と
、
城
外
近
く
に
は
大
き
な
神
社
が
あ
り
、
こ
れ
を
破
壊
し
て
会
堂
を
建
て
よ
う
と

し
た
こ
と
な
ど
を
物
語

っ
て
い
る
。
こ
の
城
外
の
神
社
が
今
日
の
ど
こ
に
あ

っ
た
も
の
か
は
必
ず
し
も
定
か
で
は
な
い
が
、
お

そ
ら
く
は
現
在
の
野
見
神
社
お
よ
び
市
民
会
館
を
含
む
地
区
に
あ

っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
地
区
は
江
戸
時
代
に
は
北

大
手
を
入

っ
た
高
槻
城
内
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
和
田
氏
の
時
代
に
は

「城
外
少
し
く
距
り
た
る
地
」
に
当
た

っ
て

い
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
当
時
の
高
槻
城
は
後
世
の
本
丸
を
中
心
に
二
の
丸
と
三
の
丸
の

一
部
を
含
む
三
町
四
方
程
度

の
規
模

を
有
す
る
に
す
ぎ
な
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

高
山
右
近
時
代

の
高
槻
城
下

元
亀
四
年
三
月
、
和
田
惟
長
を
追

っ
て
高
山
氏
が
高
槻
城
主
に
な

っ
た
と
き
、
こ
の
争
い
の
た
め
城
内

の
民

家
や
城
主
の
居
館
、
米
蔵
な
ど
は
焼
失
し
て
、

城
に
は
城
門
上
の
稜
堡
二

ヵ
所
と
小
塔

一
ヵ
所
が
残
さ
れ

た

の
み

で

あ

っ
た

。

し

か

し

、

三
年

後

の
天

正

四

（
一
五
七
六
)
年

に

発
信

さ

れ

た

フ

ロ
イ

ス

の

書

簡

中
世

五
六
九

は
、高
槻
城
に

つ
い
て

「
城
内
に
多
数
の
住
民
あ
り
、
三
階
級

の
人
即
ち
武
士

・
兵
士
、
及
び
附
近
に
米
田
を
有
す
る
農
夫
並
に
職
工
居
住
」

と
記
し
、
ま
た

「
同
所
に
在
り
し

一
層
便
利
に
し
て
広
き
場
所
を
選
び
、
元
神
の
堂
あ
り
し
場
所
に
木
造
の
大
な
る
会
堂
を
建

築
せ
し
」
と
も
述
べ
て
、
こ
の
三
年
間
に
高
槻
城
の
整
備
が
大
幅
に
進
捗
し
、
会
堂
も
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
天
正
六
年
、
荒
木
村
重
が
石
山
本
願
寺
や
毛
利
氏
と
結
ん
で
信
長
に
反
逆
し
た
際
、
当
初
村
重
と
同
盟
関
係
に
あ

っ
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

た
高

山

右

近

が

信

長

に
攻

め

ら

れ

た

様

子

を

記

し
た

パ

ー

ド

レ

・
ジ

ョ
ア

ン

・
フ
ラ

ン

シ

ス

コ

の
書

簡

中
世

五
七
七

に

は
、

「

（
信

長
が
)
敵
方
に
属
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
一
城

（高
槻
城
)
を
占
領
す
る
の
外
な
き
を
認
め
、
先
ず
武
力
を
以
て
之
を
陥
落
せ
し
め

ん
と
試
み
た
る
が
、
水
の
充
ち
た
る
広
大
な
る
堀
と
周
囲
の
城
壁
に
依
り
陥
る
ゝ
こ
と
能
は
ざ
る
を
見
て
、
我
等
の
為
め
は
な

図 ８　城下町 プラン類型 の変容 （矢守一彦による)

は
だ
苦
痛
な
り
し
他

の
策
を
用
ひ
た
り
」
と
記
さ
れ
て
、
高
槻
城
が

信
長
の
軍
勢
を
も

っ
て
し
て
も
容
易
に
攻
め
落
し
が
た
い
広
大
な
堀

と
堅
固
な
城
壁
に
囲
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
両
書
簡
の
記
述
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
想
定
さ

れ
る
右
近
時
代
の
高
槻
は
、
堀
と
城
壁
に
囲
郭
さ
れ
た
城
内
に
武
士

や
兵
士
、農
夫
や
職
工
な
ど
多
数
の
住
民
が
居
住
し
て
い
た
わ
け
で
、

い
わ
ゆ
る

「
総
郭
型
」
城
下
町
に
相
当
す
る
。
こ
の

「総
郭
型
」
と

い
う
の
は
、
土
塁
や
石
垣
、
水
濠
や
河
川
分
流
、空
濠
な
ど
、囲
郭
と

し
て
の
構
築
物
や
意
識
的
に
利
用
さ
れ
た
地
形
地
物

の
う
ち
、
も

っ

と
も
外
側
に
あ
る

「
外
郭
」
が
城
下
町
全
域
を
囲
繞
し
た
タ
イ
プ
の

城
下
町

（図
八
)

で
、

戦
国
～
安
土
桃
山
時
代

の
城
下
町
の
特
色
と

さ
れ
て
い
る
矢

守

一
彦

『城
下
町
』

学
生
社
、

昭
和

四
七
年

矢
守

一
彦
に
よ
れ
ば
、
こ
の
タ
イ
プ
は
、
城
と
城
下
、
侍
屋
敷
と

町
屋
が
接
合
せ
ず
、
城
下
町
の
構
成
要
素
相
互
間

の
垂
直
的
水
平
的

113



第二章　町と村の形成と展開

へ
だ
た
り
が
大
き
か

っ
た

「
戦
国
期
型
」
城
下
町
か
ら
、
そ
の
へ
だ
た
り
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
次

の
段
階
に
進
化
し
て

き
た
も
の
で
、
侍
屋
敷
と
町
屋
と
が
近
接
、
あ
る
い
は
混
在
す
る
。
こ
の
混
在
か
否
か
に
よ

っ
て
総
郭
第

一
・
第
二
と
い
う
サ

ブ
タ
イ
プ
が
設
定
さ
れ
、
両
者
の
間
に
は
第

一
か
ら
第
二
へ
と
い
う
前
後
関
係

が

あ

る
。
前
者
で
は
総
郭

（惣
構
え
)
の
な
か

に
田
地
を
も
包
含
す
る
こ
と
が
多

い
が
、
後
者
に
な
る
と
前
者
で
は
混
在
し
て
い
た
侍
屋
敷
と
町
屋
と
が
地
域
的

に

分

け

ら

れ
、
道
路
計
画
で
は
直
角
に
交
わ
る
道
が
ふ
え
て
く
る
こ
と
を
特
色
と
し
て
指
摘
で
き
る
と
い
う
。

右
近
時
代
の
高
槻
で
、
総
郭
に
囲
ま
れ
た
城
内
が
ど
の
よ
う
に
区
画
さ
れ
て
い
た
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、
城
内
に

「
附
近

に
米
田
を
有
す
る
農
夫
」
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う
記
述
か
ら
考
え
る
と
、
当
時
の
高
槻
が
総
郭
第

一
か
ら
第
二
へ
の
過
渡
的

な
段
階
に
あ

っ
た
も
の
と
も
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
和
田
氏
の
時
代
に
城
外
の
神
社
を
破
壊
し
て
建
設
す
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
会
堂
は
、
右
近

時
代
の
天
正
四

（
一
五
七
六
)
年
に
は
す
で
に
完
成
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
城
内
に
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の

こ
と

は
、
高

山
氏
が
戦
闘
で
破
壊
さ
れ
た
高
槻
城
を
整
備
す
る
に
当
た

っ
て
、
単
に
和
田
氏
時
代
の
城
郭
を
復
旧
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
城

域
そ
の
も

の
を
か
な
り
大
幅
に
、
少
な
く
と
も
現
在

の
野
見
神
社
や
市
民
会
館
の
地
区
を
も
城
内
に
含
め
る
程
度
に
ま
で
拡
張

し
た
こ
と
を
示
し
、
こ
の
城
域
拡
張
に
よ

っ
て
建
設
さ
れ
た
の
が

「
総
郭
型
」
の
城
下
町
で
あ

っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。

こ
の
高
槻
城
下
に
ど
の
程
度
の
人
口
が
集
中
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
正
十

（
一
五
八
二
)
年
の
パ

ー

ド

レ
・
ガ

ス
パ

ル

・
ク

エ
リ
ヨ

の
書

簡

中
世

五
八
七

は
、
「
こ
の
領
主

（右
近
)
は
主
城
の
ほ
か
に
周
囲
に
多
数

の
町
村
を
領

し
、
こ
こ
に
約
二

万
五
千
人
の
人
が
住
み
、
内

一
万
八
千
人
は
す
で
に
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
り
、
そ
の
中
に
は
貴
族
及
び
武
士
が
悉
く
含
ま
れ
る
」

と
記
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
藩
領
人
口
に
対
す
る
城
下
町
人

口
の
比
率
が
五
万
石
以
上
の
藩
で

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
を
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

表４　高槻村の地目構成

注)文 禄３年および元和４年の 『高槻村検地帳』 （市役所文書)に より集計。

△は減少を示す。

占

め
、

一
〇

万

石

以

上

の
大
藩

に

な

る

と

こ

の
比

率

は

一
〇

パ

ー

セ

ン
ト
付

近

に

一
層

安

定
す
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い
る

西
村
睦
男
「
藩
領

人
口
と
城
下
町
人
口
」

『
歴
史
地
理
学
』
一
一
一
号
、
昭
和
五

五
年

こ
の
比

率

を
そ

の
ま
ま
安
土
桃
山
時
代
の
高
槻
に
適
用
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
残
る
が
、
領
内
人
口
約
二

万
五
千
人
を
数
え
た
右
近
時
代
の
高
槻
城
下
に
は
、
約
二
～
三
千
人
の
住
民
が
居
住
し
て

い
た
と
考
え
て
大
き
な
支
障
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

文
禄
検
地
帳
に

み
る
高
槻
城
下

天
正
十
三

（
一
五
八
五
)
年
高
山
右
近
は
、
大
坂
城

を
拠
点
と

し

て
積

極
的
な
近
畿
経
営
を
進
め
て
い
た
豊
臣
秀
吉
に
よ

っ
て
播
州
明
石

へ
転

封
さ
れ
、
足
か
け
一
三

年
続
い
た
高
山
氏
の
高
槻
支
配
は
終
わ

っ
た
。
高
槻
城
は
豊
臣
氏

の
直
轄
領
に
編
入
さ
れ
、
秀
次

の
実
弟
羽
柴
小
吉
秀
勝
が
入

っ
た
が
、秀
勝
は
ま
も
な
く
丹

波
亀
山

（現
亀
岡
市
)

へ
移
り
、

以
後
高
槻

へ
は
誰
が
派
遣
さ
れ
て
き
た
か
未
詳
で
あ
る
。

　おと
ぎ
し
ゆ
う

文
禄
四

（
一
五
九
五
)
年
か
ら
関
ケ
原
合
戦
（
一
六
〇
〇
年
)
ま
で
の
間
は
秀
吉
御
伽
衆
の

一

人
で
あ

っ
た
新
庄
駿
河
守
直
頼
が
高
槻
城
主
で
あ

っ
た
。

こ
の
間
、
文
禄
三
年
に
は
高
槻
地
域
で
大
閤
検
地
が
実
施
さ
れ
、
高
槻
村
の
検
地
帳
が

高
槻
市
役
所
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
検
地
帳
に
登
録
さ
れ
た
田
畠
屋
敷
の
総
面
積

は

六
四
町
六
畝
三
歩
で
、
そ
の
内
訳
は
表
四
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
文
禄
検
地
当
時
の
高

槻
村
が
具
体
的
に
ど
れ
だ
け
の
境
域
を
有
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
般
に
は
太

閤
検
地
に
伴
う
村
切
り
に
よ

っ
て
確
定
さ
れ
た
境
域
が
江
戸
時
代
の
村
域
と
な
り
、
明
治
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以
降
の
大
字
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
と
さ
れ
て
お
り
、
高
槻
村
に
つ
い
て
も
こ
の

一
般
論
を
適
用
で
き
る
と
す
れ
ば
、

『大
阪

府
全
誌
』
に
記
載
さ
れ
た

一
八
八
九

（明
治
二
二
)
年
の
町
村
制
施
行
時
に
お
け
る
高
槻
村
の
総
面
積
が
八
八
町
六
畝
一
三

歩

で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
の
面
積
か
ら
文
禄
検
地

の
登
録
総
面
積
を
差
し
引

い
た
面
積
、
す
な
わ
ち
二
四
町

一
〇
歩
が
文
禄
検
地
に

当
た

っ
て
検
地
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
面
積
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
中
に
は
道
路
や
水
路
を
は
じ
め
、
免
租

地
と
な
っ
て
い
た
社
寺
な
ど
の
面
積
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
の
大
部
分
を
占
め
た
の
は
高
槻
城
お
よ
び
武
家
屋
敷

の
面
積
で

あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
禄
検
地
当
時

の
高
槻
城
と
そ
れ
に
付
属
す
る
武
家
屋
敷
は
、
お
よ
そ
二
〇
町
歩

（二

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
前
後
の
敷
地
面
積
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
高
槻
城
と
武
家
屋
敷
は
、
現
在

の
ど
の
地
区
に
ど
の
程
度
の
ひ
ろ
が
り
を
も

っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

図９　高槻村文禄検地帳に記された

小字と検地順

こ
の
問
題
を
考
え
る
手
が
か
り
は
、
検
地
帳
に

登
録
さ
れ
た
田
畑
屋
敷
の

一
筆

一
筆
に
付
さ
れ

た
小
字
名
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
る
。
文
禄
検
地

帳
に
記
さ
れ
た
小
字
の
名
称

は
合
計
六
七
種
類

に
も
の
ぼ
り
、
同
じ
小
字
名
を
有
す
る
土
地
の

面
積
は
、

「志
者
わ
ら
」
の
三
町
三
反
四
畝
二

五
歩
を
最
大
と
し
て
、
最
小

は
わ
ず
か
二
〇
歩

の

「
や
わ
た
の
宮
」
ま
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
今
日
ま
で
そ
の
名
称
を
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

図１０　高槻村 の小字分布 と近世前期城下町の

範囲

伝
え
て
い
る
小
字
は
二
九
を
数
え
、
そ
れ

ら
は
図
九
に
示
し
た
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど

が
高
槻
村

の
縁
辺
部
、
換
言
す
れ
ば
江
戸

時
代

の
高
槻
城
下
の
周

辺
部
に
分
布
し
て

い
る
。
唯

一
の
例
外

は

小

字

「
ふ
な
か

た
」
で
、
こ
の
小
字

の
み
は
江
戸
時
代
の

町
屋
地
区
に
包
含
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
遺
存
小
字
名
と
文
禄
検
地
帳

の
登
録
順
序
と
を
照
合
す
る
と
、
文
禄
検

地
が
ど
の
よ
う
な
順
序
で
実
施
さ
れ
た
か

を
お
お
よ
そ
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
検
地
帳
に
は
今
日
ま
で
そ
の
名
称
を
残
し
て
い
な
い
小
字
が
数
多
く
記
載
さ
れ
て
お

り
、
今
で
は
も
は
や
そ
れ
ら
の
所
在
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
前
記
の
方
法
に
よ

っ
て
推
測
さ
れ
た
検

地
の
順
序
を
も
と
に
、
検
地
帳
に
登
録
さ
れ
た
各
小
字
の
面
積
と
現
在
の
各
地
区
の
面
積
と
を
照
合
す
れ
ば

、
こ
れ
ら
の
小
字

の
所
在
も
お
お
よ
そ
は
推
定
で
き
る
。
図
九
に
示
し
た
矢
印
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
推
定
し
た
文
禄
検
地

の
検
地
順
序
を
示

し
て
お
り
、
こ
の
矢
印
で
カ
バ
ー
さ
れ
た
地
区
に
は
田
畑
や
屋
敷
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
と
は
逆
に
、
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
た
地
区
は
文
禄
検
地
の
対
象
に
さ
れ
な
か
っ
た
所
、
す
な
わ
ち
高

槻
城
お
よ
び
武
家

屋
敷
の
敷
地
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
、
現
在

の
小
字
で
い
え
ば
、
本
丸

・
二
ノ
丸

・
厩
曲
輪

・
桜
之
馬
場

・
元
会
所

・
椋
樹

・
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表５　文禄３年高槻村検地帳に登録された屋敷

注)市 役所文 書による。

宮
ノ
裏

・
不
明
ノ
門

・
帯
曲
輪
北
半
部

な
ど

が

含

ま

れ

る
。
こ
れ
ら
の
小
字
に
、
柴
屋
町

・
魚
屋
町

・
東
大
手
の

三
小
字
を
加
え
る
と
、
そ
の
境
域
は
東

西
約
五
町
、
南
北

約
四
町
を
測
り
、
面
積
は
二
〇
町
歩

（約
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

あ
ま
り
と
な
る
。

こ
こ
で
追
加
し
た
三
小
字
の
う
ち
、
柴
屋
町
と
魚
屋
町

の
地
区
は
、
幕
末
期

の
高
槻
城
下
図

（
一
二九
ペ
ー
ジ
、
図

一
三
)
か
ら
容
易
に
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、

小
規
模
な
が

ら
も
直
交
状
街
路
で
長
方
形
に
区

画

さ

れ

た

「
短
冊
型

（京
型
)
」
の
町
割
と
屋
敷
割
を
有
し
、
近
世
高
槻
城
下
の

主
要
な
町
屋
地
区
で
あ

っ
た
川
之
町

・
新

川

之

町

・
馬

町

・
本
町

・
八
幡
町
が
い
ず
れ
も
、

一
本
の
街
路
に
面
し

た
町
屋
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
る

「
市
人
町
型
」
の
町
割
を

示
す
の
と
は
異
な

っ
た
プ
ラ
ン
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
町
割
の
相
違
を
生
み
出
し
た
背

景
を
物
語
る
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
は
こ
の

点
に

つ
い
て
、
柴
屋
町
と
魚
屋
町
の
地
区
は
、
高
山
右
近
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

が
高
槻
を

「
総
郭
型
」
の
城
下
町

へ
と
拡
張
整
備
し
た
際
、
総
郭
内
部
の
町
屋
地
区
と
し
て
設
定
し
た
町
割

の
名
残
り
を
と
ど

め
る
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。

表
五
は
文
禄
検
地
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
高
槻
村
の
屋
敷
を
小
字
ご
と
に
集
計
し
た
も
の
で
、
総
数
二
六
八
筆
の
屋
敷
が
五

町

一
反
四
畝
八
歩
の
面
積
を
占
め
、
そ
の
総
石
高
は
六
〇
石
五
斗

一
升
五
合
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
屋
敷
は
そ
の
所
在
小
字
名

と
検
地
帳

へ
の
登
録
順
序
に
よ

っ
て
Ａ
～
Ｄ

の
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
前
述
の
検
地
順
序
と
照
合
す
る
と
、
そ
の
所
在
地

は
お
お
よ
そ
次

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ

の

一
五
五
筆
は
現
在

の
小
字
裏
三
之
丸

・
三
之
丸
付
近
に
位
置
し
て

八
幡
神
社
を
氏
神
と
す
る
集
落
を
形
成
し
て
お
り
、
Ｂ

の
う
ち
小
字

「
か
ち
い
」
は
現
在
の

「
梶
井
」
に
相

当
し
、
こ
れ
に
続

く

「
か
い
と
」

「
里
内
」

「
や
し
き
ま
わ
り
」
は
そ
の
隣
接
地
に
あ

っ
て
、
の
ち
の
土
橋
村
の
前
身
を
な
し
て
い
た
。
Ｃ
は
高

図１１　天正 ・文禄期の高槻城下町 の模式

図

槻
村
域
の
南
端
に
あ
た
る
小
字
足
崎
の
水
田
の
中
に
一
戸

だ

け
孤
立
し
て
い
た
農
家
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
Ｄ
は

検
地
帳
の
末
尾
に
登
録
さ
れ
て
い
る

一
群

の
屋
敷
で
、
城
内

に
居
住
し
た
町
人
や
百
姓
の
屋
敷
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。以

上

の
推
論
か
ら
想
定
さ
れ
る
文
禄
年
間
の
高
槻
城
下
を

模
式
的
に
描

い
て
み
る
と
図

一
一
の
よ
う

に
な
り
、
そ
れ
は

高
山
右
近
時
代

（天
正
期
)
の
プ
ラ
ン
と
大
差
の
な

い
も

の

で
あ

っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
最
大

の
特
色
は
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東
西
約
五
町
、
南
北
約
四
町
と
い
う
方
形
に
近
い
範
囲
が
幅

の
広
い
堀

と
そ
の
内
側
を
取
り
巻
く
土
塁
で
囲
ま
れ
た

「
総
郭
型
」
を
示
し
て
い

う
ち

た
こ
と
で
、
総
郭
の
南
西
部
に
は
本
丸

・
二
ノ
丸

の
城
郭
中
枢
部

（内

さ
ん
げ

山
下
)
が
築
か
れ
て
い
た
。
内
山
下
の
東
方
は
武
家
屋
敷
、
北
方

は

キ

リ
ス
ト
教
会
堂
を
中
心
と
す
る
地
区
に
あ
て
ら
れ
、
城
内
に
居
住
す
る

商
工
業
者
や
農
民
な
ど
の
庶
民
は
総
郭
の
北
東
部
に
配
置
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
庶
民
居
住
区
に
相
当
す
る
の
が
文
禄
検
地
帳
の

小
字

「東
ノ
口
」
と

「
志
ろ
下
」
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
の
検
地
帳
は
、
前
述
し
た
屋
敷
地
の
ほ
か
に
、
「
東
ノ
口
」
に

二
反
二
〇
歩
の
田
地
と

一
町
八
畝

一
二
歩

の
畠
地
を
、

「志
ろ
下
」
に

は
二
反

一
六
歩
の
畠
地
を
登
録
し
て
、
当
時
な
お
総
郭
内
に
若
干
の
田

畑
が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。

一
方
総

郭
の
外
縁
部
で
は
、
南
東
角
に
接
す
る
八
幡
神
社
の
西
方
に

「
ほ

っ
か

写５０　大坂 口付近 （市内出丸町)

 

い
」

「
西
ほ
っ
か
い
」

の
大
集
落
が
ひ
ろ
が
り
、
南
西
方
に
は

「
か
ち

い
」
以
下
の
村
落
が
立
地
し
て
い
た
。

か

つ
て
中
部
よ
し
子
は
、

「
文
禄
三
年
に
も

っ
と
も
多

い
職

種

は
、
か
う
じ
や
、
か
じ
や
で
あ
り
之
に
ゆ
や
が
次
い
で
」

お
り
、
当
時
は

「
か
ぢ
や
が
多
く
、
武
備
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た
反
面
、
集
住
し
来

っ
た
武
士
の
享
楽
的
機
関
と
し
て
の
ゆ
や
が
繁

栄
し
て
い
た
」
と
述

べ
ら
れ
た

中
部
よ
し
子
「
城
下
町
高
槻
の
成
立
」
魚
澄
惣
五
郎
編

『
大
名
領
国
と
城
下
町
』
柳
原
書
店
、
昭
和
三
二
年

が
、
ゆ
や
と

い
う
肩
書
を
記
さ
れ
た
五
人
の
名

請
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人
は
、
い
ず
れ
も
文
禄
検
地
帳
に
屋
敷
を
登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
高
槻
村
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。
文
禄
検
地

帳
に
屋
敷
を
登
録
さ
れ
て
商
工
業
関
係

の
肩
書
を
注
記
さ
れ
た
名
請
人
は
か
ぢ
や
三
人
、
か
う
じ
や
二
人
の
ほ
か
、
と
ぎ
や

・
す

み
や
・
か
う
や
・
か
み
ゆ
い
各

一
人
の
合
計
九
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
中
部
も
指
摘
し
た
よ
う
に

「商
工
業
従
事
者
で
あ

っ

や
す

て
も
、
名
前
が
他

の
者
と
区
別
さ
れ
易

い
登
録
人
や
、
農
業
と
兼
業
の
も
の
は
肩
書
を
附
さ
れ
な
か

っ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る

か
ら
、
実
際

の
商
工
業
者
は
よ
り
多

い
も
の
と
思
わ
れ
る
」
。商
工
業
関
係
の
肩
書
を
有
す
る
者
の
屋
敷
が
す
べ
て
小
字

「
西
ほ

っ
か
い
」
と

「
東
ノ
口
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
城
南
大
坂
口
に
近
い
総
郭
の
外
部
と
総
郭
内
の

一
画
に
商
工
業
者

が
比
較
的
多
く
集
中
し
て
い
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。

高
槻
城
の
拡
張

と
城
下
町
建
設

関
ケ
原
合
戦
後
の
高
槻
は
、
そ
れ
ま
で
の
城
主
新
庄
直
頼
が
こ
の
合
戦
で
豊
臣
方
の
西
軍

に
応
じ

た

た
め

所
領
を
没
収
さ
れ
、
身
柄
を
会
津

の
蒲
生
秀
行
に
預
け
ら
れ
て
、
徳
川
氏
の
直
轄
地
に
な

っ
た
。
当

初
、

徳
川
氏
は
特
定
の
城
主
を
置
か
ず
、
直
臣
を
代
官
と
し
て
入
れ
か
わ
り
赴
任
さ
せ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

慶
長
十
九

（
一
六

一
四
)
年
十

一
月
の
大
坂
冬
の
陣
、
翌
年
四
月
の
大
坂
夏
の
陣
で
は
、
高
槻
城
が
徳
川
方
の
補
給
基
地
と
し
て
重
要
な
役
割

を

果
し
た
。

う
る
う

大
坂
夏

の
陣
で
豊
臣
氏
が
滅
亡
し
た
直
後
の
同
年
閏
六
月
、
徳
川
幕
府
は
内
藤
紀
伊
守
信
正
を
四
万
石
の
大
名
と
し
て
近
江

長
浜
か
ら
高
槻
に
入
府
さ
せ
る

一
方
、

「
二
万
石
御
蔵
」
と
呼
ば
れ
た
幕
府
直
轄

の
倉
庫
を
本
丸

の
南
方
に
造
営
し
た
。
二
年

後

の
元
和
三

（
一
六
一
七
)
年
内
藤
信
正
は
伏
見
城
代
と
な

っ
て
転
出
し
、
そ
の
後
に
は
土
岐
山
城
守
定
義
が
下
総

守

屋

か
ら

は
な
ぶ
さ
も
と
の
り

二
万
石
を
領
し
て
入
府
し
た
。
こ
の
年
十
二
月
、
幕
府
は
花
房
職
則

・
増
島
左
内
重
国

・
長
野
内
蔵
亟
某

・
多
羅
尾
光
雅
等
を

奉
行
と
し
て
高
槻
城
本
丸

・
二
の
丸
の
修
築
に
着
手
し
た

『
徳
川

実
記
』

こ
れ
ら
の
工
事
と
並
行
し
て
高
槻
城
の
拡
張
整
備
が
行
わ
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図１２　高槻村元和検地帳に記された小字
の遺存状況と検地順

れ
、
敷
地
高
二
二
〇
石

一
斗
五
升
六
合
の
地
が

新
た
に
城
内
に
繰
り
入
れ
ら

れ
、
そ
の
地
に
居

住
し
て
い
た
百
姓

一
五
〇
余
戸
が
他
所
に
移
転

さ
せ
ら
れ
た

「
近
藤
家

記
録
」

こ
れ
ら

一
連

の
工
事

の
具
体
的
内
容
や
そ
の

模
様
を
直
接
伝
え
て
く
れ
る
史
料
が
残
さ
れ
て

い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
元
和
四
年
に
は

再
び
高
槻
村
の
検
地
が
行
わ
れ
、
そ
の
検
地
帳

が
前
述
の
文
禄
検
地
帳
と
と
も
に
高
槻
市
役
所

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
検
地
の
時
点
で
は
城
地
の
拡
張
や
そ
れ
に
伴
う
諸
事
業
が

一
段
落
し
、
工
事
の
結

果
を
確
定
す
る
た
め
に
こ
の
検
地
が
実
施
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
工
事
は
足
か
け
四
年
の
年

月
を
費
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
間
の
高
槻
は
大
変
な
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
混
雑
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

元
和
四
年
の
高
槻
村
検
地
帳
は
、
表
四
に
示
し
た
よ
う
に
、
合
計
四
八
町

一
反
八
畝

一
七
歩
勺
の
田
畠
屋
敷
を
登
録
し
て
お

り
、
こ
の
面
積
は
文
禄
検
地
帳
の
登
録
総
面
積
よ
り

一
五
町
八
反
七
畝

一
五
歩
勺
少
な
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
元
和

年
間
に
実
施
さ
れ
た

一
連

の
高
槻
城
拡
張
工
事
に
よ

っ
て
、
お
よ
そ

一
五
町
余
の
面
積
を
有
す
る
土
地
が
あ
ら
た
に
城
郭
や
武

家
屋
敷
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

図

一
二
は
、
前
掲
の
図
九
と
同
じ
手
法
で
、
元
和
検
地
帳
に
記
さ
れ
た
小
字
名
の
遺
存
状
況
と
元
和
検
地

の
検
地
順
序
を
示
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

し
た
も
の
で
、
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
た
地
区
が
高
槻
城
と
武
家
屋
敷
、
お
よ
び
町
屋
地
区
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
図
九
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
文
禄
年
間
の
高
槻
城
に
南
接
す
る
地
区
、
す
な
わ
ち
現
在

の
小
字
で

い
え
ば
帯
曲
輪
の

南
半
部
・

蔵
屋
敷
・
練
兵
場
・

三
の
丸

・
裏
三
の
丸
な
ど

へ
の
拡
張
が
著
し
か

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
城
地
お
よ
び
武
家
屋
敷
の
拡
張
は
必
然
的
に
田
畠
の
潰
廃
や
町
屋
の
移
転
を
も
伴

っ
た

わ

け

で
、
前
述
し
た

『
近
藤
家
記
録
』
の
記
事
は
そ
の

一
端
を
示
し
て
い
る
。
検
地
帳
の
内
容
も
ま
た
そ
の
状
況
を
反
映
し
、
文
禄
検
地
帳
と
元
和

検
地
帳
を
比
較
し
て
地
目
別
に
面
積
の
増
減
を
見
る
と
、
田
地
は

一
四
町
二
畝
二
〇
歩
、
畠
地
は
五
町
五
反

一
畝

一
五
歩
減
少

し
て
、
合
計

一
九
町
五
反
四
畝
五
歩
も
の
田
畠
が
潰
廃
さ
れ
た
の
に
対
し
、
屋
敷
は
三
町
六
反
六
畝

一
九
歩

勺
だ
け
面
積
を
増

大
さ
せ
、
そ
の
増
加
率
は
七

一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達
し
た

（表
四
参
照
)
。

元
和
検
地
帳

の
屋
敷
地
は
、
文
禄
検
地
帳
の
よ
う
に
そ
の
所
在
小
字
ご
と
に
は
登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
す

べ
て
の
屋
敷
地
が

巻
末
に

一
括
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
合
計
は
二
八
五
筆
で
、
文
禄
検
地
帳
よ
り

一
七
筆
多

い
。
こ
れ
ら
の
屋
敷
地

の
中

に
は

「
ま

へ
志
ま
口
」

「
右
ノ
内
に
し
川
」

「
う
お
や
町
ノ
う
ら
」

「右

の
内
に
し
か
わ
」

「市
町
」
な
ど
と
注
記
さ
れ
た
屋

敷
地
が
み
ら
れ
、
ま
た
屋
敷
地
名
請
人
の
中
に
は

「
八
ま
ん
ノ
ま
え
」

「
大
手
口
」

「
本
町
」

「本
丁
」

「
馬
丁
」

「
馬
町
」

と
い
っ
た
城
下
町
の
町
名
を
肩
書
き
さ
れ
て
い
る
者
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
元
和
検
地
当
時
の
高
槻
城
下
に
こ
れ
ら
の

名
称
で
呼
ば
れ
る
町
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
受
け
継
い
だ
馬
町

・
魚
屋
町

・
前
島

口

・
本
町

・
八
幡
町

と
い
う
町
名
が
高
槻
城
下
町
東
辺
の
南
北
街
路

（本
町
通
り
)
沿

い
に
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。

文
禄
検
地
帳
に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
こ
れ
ら
の
町
名
が
、
元
和
検
地
帳
に
な

っ
て
あ
ら
た
に
出
現
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き

現
象
で
あ
り
、そ
の
意
義
を
解
き
明
か
す
糸

口
は
両
検
地
帳
を
比
較
対
比
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
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畠 面 積 の 増 減

そ

こ
で
、
文
禄

・
元

和
の
両
検
地
帳
が
共
に

同

一
の
小
字
名
を
記
録

し
て

い
る
三
六
小
字
の

う
ち
、
現
在
も
同
じ
小

字
名
が
残
さ
れ
て
い
て

そ
の
所
在
を
確
認
で
き

る
二
六
小

字

に

つ

い

て
、
小
字
ご
と
の
田
畠

面
積
を
集
計
し
て
み
る

と
表
六
の
よ

う

に

な

る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ

る
の
は
、
小
字
飛
田
森

と
飛
飼
田
の
よ
う
に
文

禄
～
元
和
間
に
田
畠
面

積

の
増
減
を
示
さ
な
か

っ
た
小
字
は
例
外
的
な
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表 ６　小 字 別 田

125
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存
在

で
、
ほ
と
ん
ど
の
小
字
が
田
畠
の
面
積
を
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
高
槻
村
域
南
西
部
の
水
田
地
帯
に
位
置
す
る
大
網

・
芝

原

・
大
料

・
下
伏
戸

・
足
崎
や
、
高
槻
村
域
北
部
の
木
ノ
内

・
木

ノ
前

・
飯

森

・
見
滝
田

・
八
ノ
坪

・
馬
塚

・
溝
添
、
そ
れ
に
村
域
西
辺
の
清
水

・
中
田

部
な
ど
、
江
戸
時
代

の
城
下
町
に
含
ま
れ
な
か

っ
た
小
字

（図

一
〇
)
に
は

田
畠
面
積
を
増
加
さ
せ
た
小
字
と
減
少
さ
せ
た
小
字
と
が
混
在
し
て
い
て
、

当
時
な
お
小
字
の
境
域
が
確
定
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
高
槻
村
域
の
東
辺
に
位
置
し
、
そ
の

一
部
に
江
戸
時
代

の

城
下
町
屋
地
区
を
も
含
む
小
字
宛
ケ
本

・
坪
井

・
一
町
田

・
大
田

・
五
戸

・

竹
殿
や
城
下
町
南
部

の
油
新
開

・
発
開
田
と
梶
井
、
お
よ
び
町
屋
地
区
に
全

域
が
包
含
さ
れ
て
い
る
舟
形
と
い
っ
た
小
字
で
は
、
五
戸
を
除
い
て
ど
の
小

字
と
も
田
畠
面
積
を
減
少
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
城
下
の
町
屋
地
区

を
含
む
小
字
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
文
禄
～
元
和
間
に
田
畠
面
積
を
減
少
さ
せ

写５１　新川之町界隈 （市内京口町付近)

 

て
い
る
こ
と
は
、
単
に
小
字
の
境
域
が
未
確
定
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
文
禄
検
地
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
た
田
畠
の

一
部
が
町
屋
地
区
の
拡
張
整
備
に
よ

っ
て
宅
地
化
さ
れ
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

検
地
帳
に
示
さ
れ
た
以
上
の
よ
う
な
変
化
を
総
合
す
る
と
、
高
槻
で
は
元
和
年
間
の
城
地
拡
張
に
伴

っ
て
町
屋
地
区
も
ま
た

大
幅
に
改
変
さ
れ
、
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
和
元
年
に
本
丸
の
南
側
に
幕
府
直
轄

の

「
二
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

万
石
御
蔵
」
が
建
設
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
そ
の
東
側
に
接
す
る
小
字
練
兵
場

・
三
之
丸

・
裏
三
之
丸

の
地

区
が
城
内
の
武
家

屋
敷
に
編
入
さ
れ
、
天
正

・
文
禄
期
に
は

一
五
五
筆
の
屋
敷
地
を
有
し
て
こ
の
地
区
に
位
置
し
て
い
た
城
外

の
集
落

「
ほ
つ
か

い
」
が
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
移
転
屋
敷
を
収
容
し
、
城
下
の
町
屋
地
区
を
整
備
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
の
が
城

東
を
南
北
に
走
る
本
町
～
八
幡
町
間
の
南
北
街
路
と
、
城
北
の
川
之
町
か
ら
新
川
之
町
を
経
て
京
口
に
至
る
東
西
街
路
で
あ

っ

た
。
こ
の
東
西
街
路
沿
い
の
町
屋
が
元
和
検
地
帳
に

「
市
町
」
と
注
記
さ
れ
た
屋
敷

で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

城
下
町
高
槻
は
こ
の
元
和
期
の
大
改
造
に
よ

っ
て
そ
の
城
下
町
プ
ラ
ン
を
大
幅
に
変
更
さ
せ
、
外
堀
に
囲

ま
れ
た
城
内
は
武

家
屋
敷

の
み
に
よ

っ
て
占
領
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
外
郭
内
に
は
も

っ
ぱ
ら
武
家
屋
敷
だ
け
し
か
と
ど
め
な
い

型
の
城
下
町
を
矢
守

一
彦
は

「
郭
内
専
士
型
」
と
呼
び
、
こ
の
タ
イ
プ
は
小
大
名
の
城
下
町
で
、
中
世
末
に
あ
る
程
度
発
達
し

て
い
た
都
市
的
集
落
を
幕
藩
体
制
の
成
立
期
に
改
編
し
た
城
下
町
に
多
く
み
ら
れ
、
そ
こ
で
は
近
世
城
下
町

の
顕
著
な
特
色
と

さ
れ
て
い
る
軍
事
的
都
市
と
し
て
の
配
慮
や
、
階
層
的
身
分
制
を
反
映
し
た
城
下
町
の
地
域
制
が
も

っ
と
も
見
事
に
顕
現
し
て

い
る
と
い
う
。

江
戸
時
代
の
高
槻
城
下
の
プ
ラ
ン
は
、
矢
守
が

「
郭
内
専
士
型
」
の
特
色
と
し
て
指
摘
し
た
事
項
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
典

型
的
な
近
世
城
下
町
の
様
相
を
示
し
て
い
た
。
前
述
し
た
元
和
期
の
大
改
造
は
、
天
正

・
文
禄
期
の

「
総
郭
型
」
プ
ラ
ン
か
ら

江
戸
時
代
の

「
郭
内
専
士
型
」
プ
ラ
ン
へ
の
改
変
を
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
過
程
で
、
か
つ
て
は
総
郭
内
に
組
み
込
ま

れ
て
い
た
柴
屋
町
と
魚
屋
町
の
地
区
を
郭
内
と
区
別
す
る
高
槻
城
東
北
辺
の
屈
曲
し
た
外
濠
が
掘
削
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。高

槻
城
下
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
城
下
町
プ
ラ
ン
の
改
変
は
、
織
豊
政
権
下
の
城
下
町
か
ら
徳
川
政
権
下

の
城
下
町

へ
と
い
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う
高
槻
の
歴
史
的
位
置
の
変
化
を
体
現
し
た
も
の
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
槻
城
は
そ
の
後
、
寛
永
十
二

（
一
六
三
五
)
年
に
播
州
竜
野
か
ら
五
万
二
千
石
を
領
し
て
入
府
し
、
五
年
間
在
城

し

て

泉

州
岸
和
田

へ
転
封
し
た
岡
部
美
濃
守
宣
勝
の
時
代
に
城
西
の
出
丸
が
増
築
さ
れ
、
城
地

の
拡
張
整
備
を
完
了
し
た
。

江

戸

時

代

の

高

槻

城

出
丸
を
増
築
し
て
高
槻
城
の
拡
張
整
備
を
完
了
さ
せ
た
岡
部
宣
勝
は
寛
永
十
七

（
一
六四
〇
)
年
泉
州

岸

和

田
へ
転
封
に
な
り
、
代
わ

っ
て
下
総
佐
倉
か
ら
松
平
若
狭
守
康
信
が
三
万
六
千
石
の
大
名

と
し
て

入

部

し

た
。
し
か
し
、
九
年
後
の
慶
安
二

（
一
六
四
九
)
年
に
は
丹
波
篠
山

へ
移
封
さ
れ
、
そ
の
跡
を
受
け
て
高
槻
城

に
入

っ
た
の
が
山

こ
う
た
り

城
神
足
か
ら
入
部
し
た
永
井
日
向
守
直
清
で
あ

っ
た
。
永
井
氏
は
そ
の
後
幕
末
ま
で
、
一
三
代
二
二
〇
余
年
間
に
わ
た

っ
て
三

万
六
千
石
の
高
槻
藩
を
支
配
し
続
け
た
。

こ
の
永
井
氏
時
代
の
高
槻
城
と
城
下
町
に
つ
い
て
は
数
種
類
の
絵
図
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
比
較
的
初
期
の
状

況
を
示
す
二
枚

（仏
日
寺
所
蔵
)
は

『高
槻
市
史
第
四
巻
（
二
）
史
料
編
Ⅲ
』
に
付
図
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
幕

末

期

の
様
子
を
描

い
た
も

の
と
し
て
は
万
延
元

（
一
八
六
〇
)
年
に
作
成
さ
れ
た

「
久
米
路
山
龍
ケ
城
高
槻
城
内
外

ノ
図
」

（藩
士
和

久
光
徳
翁
所
蔵
図
の
写
本
、
北
本
好
武
氏
所
蔵
)
が
あ
り
、
図
一
三

は
こ
の
絵
図
を
も
と
に
明
治
前
期
の
地
籍
図
を
参
考
に
し
て

正

し
い
縮
尺
で
描

い
た
も
の
で
、
慶
応
三

（
一
八
六
七
)
年
の

「
家
並
図
」

（高
槻
市
役
所
所
蔵
)
が
残
さ
れ
て
い
る
町

に

つ
い

て

は
、
こ
れ
ら
の
家
並
図
に
示
さ
れ
て
い
る
町
屋
の
屋
敷
割
を
も
記
入
し
た
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
城
下
絵
図
を
中
心
に
江
戸
時
代

の
高
槻
城
と
城
下
町
の
様
子
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

ひ
ら
じ
ろ

高
槻
城
は
芥
川
扇
状
地
の
扇
端
部
、沖
積
低
地
と
の
境
界
付
近
に
位
置
す
る
典
型
的
な
平
城
で
、外
堀
に
よ

っ
て
囲
ま
れ
た
城

地
の
平
面
形
は
全
体
と
し
て
北
に
突
き
出
し
た
凸
形
を
呈
し
て
い
た
。
こ
の
城
地
の
中
央
部
に
は
内
堀
を
め
ぐ
ら
し
た
本
丸
と
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図13　 幕末期 の高槻 城下
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う
ま
や
く
る
わ
　
　
　
 

二
の
丸
が
南
北
に
並
び
、
そ
の
東
側
と
南

側

を
厩
廓

（
「町
間
入
高
槻
絵
図
」

　
　

べ
ん
ざ
い
て
ん
く
る
わ

は
三
之
丸
と
記
す
)
と
弁
財
天
廓
が
逆
Ｌ
字
形
に
囲

っ
て
、
高
槻
城
の
中
核
部

に
あ
た
る
内
廓
を
構
成
し
て
い
た
。

一
方
、
内
廓
の
北
側
と
東
側
に
広
い
敷

地
を
占
め
て
い
た
三
の
丸
は
、
南
側
の
蔵
屋
敷
や
西
側
の
帯
曲
輪

・
出
丸
と

と
も
に
外
廓
と
し
て
据
え
ら
れ
た
も
の
で
、
全
体
と
し
て
は
連
廓
式
の
縄
張

り
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
丸
は
東
西
五
〇
間

（九
八
メ
ー
ト
ル
)
、
南
北
三

〇

間

半

（六
〇
メ
ー
ト

ル
)
の
規
模
を
有
し
、
周
囲
を
石
垣
と
土
居
で
囲
ま
れ
て
い
た
が
、
石
垣

が

築
か
れ
て
い
た
の
は
南
辺
と
西
辺
の
み
で
あ

っ
た
。

本
丸
の
囲
郭
の
内
部
は
建
造
物
を
有
し
な
い
広
場
に
な

っ
て
お
り
、
石
垣

の
交
点
に
あ
た
る
南
西
隅
に
は
高
さ
三
間

（五
・
九
メ
ー
ト
ル
)
の
桝
形

の
上

に
三
層
の
天
守
閣
が
そ
び
え
て
い
た
。
本
丸
の
北
西
隅
と
南
東
隅
に
は
二
層

の
矢
蔵

（櫓
)
が
配
さ
れ
、
南
東
隅
の
櫓
か
ら
北
方

へ
向
か
っ
て

は
、
本
丸

ま
す
が
た

写５２　城下 の武家屋敷 （市内出丸町)

 

の
東

辺

を
限

る
土

居

の
上

に

、
延

長

一
七
間

（
三
三
・
五

メ
ー
ト

ル
)
、
幅

二
間

（
三

・
九
メ
ー

ト
ル
)
の
長

櫓

が
続

い
て

い

た
。

本

丸

北

辺

の
東
寄

り

に

は
桝

形

門

が

あ

っ
て

二

の
丸

へ
渡

る
橋

が

架

け

ら

れ

て

い
た

が

、
こ

の
桝

形

は
東

西

一

一
間

（
二

一
・
七
メ

ー
ト

ル
)

に
対

し

て
南

北

が

三
間

（
五
・
九

メ
ー
ト

ル
)

に
す

ぎ

ず

、

異

常

に
偏

平

な
平

面

形

を

有

し

て

い
た

の

は
、

東

西

に

細

長

い
本

丸

広

場

の
南

北

幅

を

圧

迫

し

な

い
た

め

の
配

慮

で
あ

っ
た

と

考

え

ら

れ

る
。
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本
丸
の
北
側
に
は
幅

一
三
問

（二
六
メ
ー
ト
ル
)
の
堀
を
隔
て
て
二
の
丸
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
五
棟

の
建
物

か
ら
構

成

さ

れ

る
城
主
御
殿
が
あ

っ
た
。
城
主
御
殿

の
内
部
が
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
万
延
元
年

の
「
高
槻
城
内
外

つ
き
や
ま

ノ
図
」
は
二
の
丸
の
南
東
隅
に
築
山
を
描

い
て
お
り
、
こ
の

一
画
に
は
庭
園
が
築
か
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
の

丸
の

東
・

北
・
西
の
三
辺
は
高
さ
四
間
五
尺

（九
・
五
メ
ー
ト
ル
)
の
土
居
で
囲
ま
れ
、
そ
の
上
に
は
築
地
塀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た

が
、
本
丸
に
あ
い
対
す
る
南
辺
の
土
居
は
高
さ

一
間

（
二メ
ー
ト
ル
)
に
す
ぎ
ず
、
築
地
塀
は
欠
如
し
て
い
た
。
二
の
丸
の
北
西

隅
に
は
二
層
の
櫓
が
あ
り
、
北
辺
中
央
に
は
簡
略
な
桝
形
を
伴

っ
た
不
明
門
が
あ

っ
た
が
、
こ
こ
に
は
橋
は
な
く
、
東
辺
南
半

部
の
桝
形
門
か
ら
三
の
丸
に
通
じ
て
い
た
橋
が
二
の
丸

へ
の
唯

一
の
出
入
口
に
な

っ
て
い
た
。
こ
の
桝
形
は
東
西

一
〇

間

（
一

九
・
七
メ
ー
ト
ル
)
、
南
北
九
間

（
一
七
・
七
メ
ー
ト
ル
)
の
規
模
を
も
ち
、
本
丸

の
桝
形
よ
り
大
き
か

っ
た
。

本
丸
と
二
の
丸
を
囲
む
堀
は
、
本
丸
の
東
側
、
厩
廓
と
の
間
が
二
三
間

（四
五
メ
ー
ト
ル
)
と
も

っ
と
も
広
く
、
深
さ
も
二
間

半

（五
メ
ー
ト
ル
)
と
最
大
で
あ

っ
た
。
そ
の
他
の
部
分
の
深
さ
は
い
ず
れ
も

一
間
半

（三
メ
ー
ト
ル
)
と
記
さ
れ

て

お

り
、
幅

は
本
丸

の
南
側
が
一
三

間

（二
六
メ
ー
ト
ル
)
、
本
丸
と
二
の
丸
の
西
側
が

一
四
間

（二
八
メ
ー
ト
ル
)
、

二
の
丸
の
東
側
が

一
二

間

（二
四
メ
ー
ト
ル
)
で
あ

っ
た
。

厩
廓
は
東
西
二
〇
間

（
三
九
メ
ー
ト
ル
)
に
対
し
て
南
北
は

一
〇
四
間

（
二
〇
五
メ
ー
ト
ル
)
と
細
長
く
、
北
端
西
側
と
東
側
中

央
部
に
桝
形
門
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
三
の
丸
に
通
じ
る
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
。
永
井
氏
の
入
部
後
そ
れ
ほ
ど
年
代
を
経

過
し
な
い
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る

「
高
槻
城
絵
図
」
は
、
こ
の
廓
に
九
軒
の
武
家
屋
敷
と
厩
を
描
い
て
い
る

が
、
そ
の
後
数
十
年
を
経
過
し
た

一
八
世
紀
前
半
頃
の
状
況
を
示
す
と
思
わ
れ
る

「
町
間
入
高
槻
絵
図
」
や
そ
の
後

の
絵
図
は

い
ず
れ
も
こ
れ
ら
の
建
物
を
記
入
し
て
は
お
ら
ず
、
北
東
部
の

一
画
に
役
所
風
の
建
物
を
図
示
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
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こ
と
は
、
こ
の
廓
が

一
七
世
紀
後
期
に
公
用
地
化
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

弁
財
天
廓
は
本
丸
の
南
側
を
東
西
に
細
長
く
伸
び
る
帯
曲
輪
で
、
東
西

の
長
さ
七
六
間

（
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
)
に
対
し
、

南
北
の
幅
は
二
二
間

（四

三
メ
ー
ト
ル
)
に
す
ぎ
ず
、
南
面
中
央
部
に
不
明
門
が
あ

っ
た
ほ
か
は
、
ま

っ
た
く
建
築
物
を
有
し
な
か

っ
た
。
弁
財
天
廓
と

い
う
名
称
は
、
こ
の
廓

と
厩
廓
と
の
接
点

の
北
側
、
本
丸
東
方
の
堀
の
中
に
作
ら
れ
た
小
島
に
弁

財
天
の
祠
が
祀
ら
れ
、
参
詣
の
た
め
の
小
さ
な
橋
が
こ
の
廓
か
ら
架
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

厩
廓
も
弁
財
天
廓
も
、
と
も
に
外
側
に
面
し
た
東
側
と
南
側
に
の
み
土

居
を
め
ぐ
ら
し
、
本
丸
や
二
の
丸
に
面
す
る
内
側
に
は
土
居
が
築
か
れ
て

い
な
か

っ
た
。

厩
廓

の
東
方
、

三
の
丸
と
の
間

の
堀
は
幅
入
間

（
一
六
メ

ー
ト
ル
)
深
さ

一
間
半

（三
メ
ー
ト
ル
)
、

弁
財
天
廓
と
蔵
屋
敷
の
間
を
画

写５３ 高槻城 内にあった弁財 天社

（現在は野見神社境内・市内野見町)

 

す
る
堀
は
幅
六
間

（
一
二
メ
ー
ト
ル
)
深
さ

一
間

（
二メ
ー
ト
ル
)
で
、
高
槻
城

の
堀
の
中
で
は

一
番
小
さ
な
も

の
で
あ

っ
た
。

三
の
丸
は
厩
廓
の
東
側
と
二
の
丸
の
北
側
、
す
な
わ
ち
凸
形
の
突
出
部
と
に
分
か
れ
、
整
然
と
区
画
さ
れ
た
武
家
屋
敷
が
そ

の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。
こ
の
う
ち
厩
廓
東
方
の
地
区
が
三
の
丸
の
中
核
部
を
な
し
、
東
西
三
三
間

（
六
五
メ
ー
ト
ル
)
南
北

五
〇
間

（九
八
メ
ー
ト
ル
)
と
本
丸
よ
り
も
や
や
広
い
敷
地
を
有
し
て
い
た
三
之
丸
御
殿
を
は
じ
め
、
三
嶋
・

田
中
の
両
家
老
屋
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敷
や
郡
奉
行
・
足
軽
大
将

・
普
請
奉
行
な
ど
と
注
記
さ
れ
た
重
臣
ク
ラ
ス
の
武
家
屋
敷
が
並
び
、
藩
政
の
中
枢
地
区
で
も
あ

っ

た
。
こ
の
地
区
の
西
端
、
厩
廓
に
面
す
る
堀
端
に
は
桜
の
並
木
が
植
え
ら
れ
て
風
情
を
そ
え
、
並
木
沿
い
に
は
延
長
三
町
八
間

（三
七
〇
メ
ー
ト
ル
)
の
桜
馬
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

一
方
、
東
辺
中
央
に
は
東
大
手
の
桝
形

門

（
一
三
間
×
一
一
間
)
が
あ

っ

て
城
下
の
本
町

へ
通
じ
る
通
路
が
開
か
れ
、
桜
馬
場

の
南
端
か
ら
は
南
大
手
の
桝
形
門

（
一
四
間
四
方
)
を
経

て
城

南

の
侍
町

や
土
橋
町
に
通
じ
て
い
た
。

二
の
丸
北
方
の
三
の
丸
に
は
牛
頭
天
王

（現
野
見
神
社
)
の
境
内
が
大
き
な
敷
地
を
占
め
、
そ
の
北
方
に
は
街
区
状

の
武

家

屋
敷
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

「
高
槻
城
絵
図
」
は
こ
の
地
区
に
も
足
軽
大
将
や
郡
奉
行

・
使
役
と
い
っ
た
職
務
を
注
記
さ
れ
た

武
士
の
居
住
を
示
し
、
北
端
に
は
中
間
大
部
屋

・
鷹
部
屋
と
い
っ
た
施
設
を
描

い
て
い
る
。
ま
た
北
辺
東
寄

り
に
は
北
大
手
の

桝
形
門

（
一
二
間
×
九
間
)
が
あ

っ
た
。

弁
財
天
廓
の
南
方
に
位
置
し
た
蔵
屋
敷

は
、
大
坂
夏
の
陣

の
直
後
に
幕
府
直
轄

の

「
二
万
石
御
蔵
」
を
建
設
す
る
た
め
に
造

成
さ
れ
た
廓
で
、

「
高
槻
城
絵
図
」
は
四
棟

の
蔵
屋
舗
と
二
棟
の
エ
ン
シ
ャ
ウ
ク
ラ

（焔
硝
蔵
＝
火
薬
庫
)
お
よ
び
会
所
を
描

い

て
い
る
が
、

「
町
間
入
高
槻
絵
図
」
は
幕
府
を
は
ば
か

っ
て
か
、
こ
の
地
区
に
つ
い
て
は
記
載
を
欠
い
て
い
る
。
幕
末
期
の
絵

図
は
こ
の
地
区
に
梅
林
と
的
場
を
記
し
て
お
り
、

「
二
万
石
御
蔵
」
廃
止
後
の
状
況
を
伝
え
て
く
れ
る
。

本
丸
・

二
の
丸
の
西
側
を
南
北
に
細
長
く
伸
び
る
帯
曲
輪
は
、
西
方
の
出
丸
に
向
か

っ
て
不
明
門
が
作
ら
れ
て
い
た
以
外
、

特
別
な
施
設
を
ま

っ
た
く
有
し
な
い
廓
で
、

「
高
槻
城
絵
図
」
に
描
か
れ
て
い
た
二
棟
の
材
木
蔵
も
、
そ
の
後
の
絵
図
で
は
す

べ
て
消
滅
し
て
い
る
。

以
上
の
三
の
丸
・
蔵
屋
敷
・
帯
曲
輪
ま
で
が
元
和
年
間
の
高
槻
城
拡
張
工
事
に
よ

っ
て
整
備
さ
れ
た
城
域
で
、
こ
れ
ら
の
廓
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の
外

周

は

い
ず

れ

も
高

さ

四
間

一
尺

～

五
尺

の
土

居

で
防

備

さ

れ

、
土

居

の
上

に

は
築

地

塀

が

め
ぐ

ら

さ

れ

て

い
た

。

城

門

と

し

て

は
北

・
東

・
南

の
各

大

手
門

が

開

か

れ
、

要

所

に

は

三

カ

所

の
櫓

が
建

設

さ

れ

て

い
た
。

外

周

を

取

り

巻

く

堀

は

、

北

辺

と

東

辺

で

は
幅
一
三

間

（
二
六
メ
ー
ト

ル
)
深

さ

一
間

半

（
三
メ

ー
ト

ル
)
で
あ

っ
た
が

、

南

辺

で

は
蔵

屋

敷

の
南

部

で
幅

一

四

間

（
二
八
メ
ー
ト
ル
)
、

三

の
丸

南

東

部

で

は
幅

一
八

間

（
三
五

メ
ー
ト

ル
)
と
広

く

な

り
、

深

さ

も

二

間

（
四

メ
ー
ト

ル
)
に

な

っ
て

い
た
。

こ

れ
ら

に
比

べ

る
と

、
寛

永
年

間

、

岡

部

氏

の
時

代

に
増

築

写 ５４　エ ン シヤ ウグ ラ の図

（「高槻城絵図」よ り)

さ

れ

た
出

丸

は
防

備

も

手

薄

で

、

西

辺

と
南

辺

に
高

さ

三
間

半

（
七
メ
ー
ト

ル
)

の
土

居

を

め

ぐ

ら

す

の
み

で

、

櫓

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と
土

居

上

の
築

地

塀

す

ら

作

ら

れ

て

お

ら

ず

、
外

周

の
堀

も

幅

一
〇

間

（
二
〇

メ
ー
ト

ル
)
、
深

さ

一
間

半

（
三
メ
ー
ト

ル
)

に

す
ぎ

な

か

っ
た
。

出

丸

の
規

模

は
東

西

三

〇

間

（
五
九

メ
ー
ト

ル
)
、

南

北

三
町

四

〇
間

（
四
三
三

メ
ー
ト

ル
)

で
、

南

北

両

端

に
通

路

が

開

か

れ

て

い
た

。

内
部

の
土

地

利

用

は
時

代

に

よ

っ
て

か
な

り
変

遷

し
た

模

様

で
あ

る

が

、

中

級

武

士

の

屋
敷

や
下

＊　

 級
武

士

の
長

屋

が

建

て
ら

れ

て

い
た

。

＊
以
上
、
城
郭

の
規
模
は
す
べ
て

「
町
間
入
高
槻
絵
図
」

（仏
日
寺
所
蔵
)
に
よ

っ
て
表
示
し
た
。
ま
た
、

メ
ー
ト

ル
法
に
換
算

し
た

注

記

に

つ
い
て
は
、
こ
の
絵
図
に
記
載
さ
れ
た
街
区
の
長
さ
と
、
現
在
も
遺
存
す
る
街
区
の
長
さ
と
が
、

一
間
＝

六
尺
五
寸
＝

一
・
九
六
九

五
メ
ー
ト
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ル
と
し
た
場
合

に
も

っ
と
も

よ
く
符
合
し
、
ま
た
慶
応
三
年

の

「
家
並

図
」
が
町
屋
の
規
模
を

「
六
尺
五
寸
間
」

で
記
し
て

い
る
こ
と

か
ら
、

こ
の
換
算

値
に
よ

っ
て
計

算
し
た
値
を
も
と
に
、
土
地

の
場
合

は
メ
ー
ト

ル
未
満

を
四
捨

五
入
し
、
建
物

の
場
合
は

セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
台
を

四

捨
五
入
し
て
、

メ
ー
ト

ル
単
位

で
注
記
す
る
こ
と

に
し
た
。

高
槻
城
本
丸

石
垣

の
発
掘

こ
の
よ
う
な
規
模
と
構
造
を
有
し
て
い
た
高
槻
城
も
、

一
八
七
四

（明
治
七
)
年
か
ら
開
始

さ
れ
た
大
阪

・

京
都
間

の
鉄
道

（現
在
の
東
海
道
本
線
)
建
設
に
要
す
る
石
材
調
達
の
た
め
、
本
丸
を
は
じ

め

二

の
丸

・
三

の
丸
の
石
垣
や
土
居
が
破
壊
さ
れ
、

一
九
〇
九

（明
治
四
二
)
年
か
ら
は
残
さ
れ
た
城
跡
に
工
兵
大
隊
が
駐
屯
し
て
城

地

の
開

平
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
城
内
の
各
廓
は
ま

っ
た
く
そ
の
面
影
す
ら
と
ど
め
な
く
な
り
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
出
丸
と

外
堀
の
輪
郭
の
み
が

一
九

四

八

（昭
和
二
三
)
年

撮
影
の
空
中
写
真

（写
五
五
)
に
写
し
出

さ

れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
も
ま
た
、
そ
の
後
の
学
校

建
設
や
公
園
整
備
、
急
激
な
宅
地
化
に
よ

っ
て
次

第
に
失
わ
れ
、
今
日
で
は
往
時
の
痕
跡
を
見
出
す

こ
と
す
ら
困
難
に
な

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が

一
九
七

五

（昭
和
五
〇
)
年

五
月
、

府
立
島
上
高
校
正
門
前
で
行
わ
れ
た
下
水
道
工
事

の
際
、
数
十
点
の
瓦
片
と
と
も
に
、

一
辺
が

一
メ

ー
ト
ル
以
上
も
あ
る
花
崗
岩

の
切
石
が
七
個
掘
り

写５５　高 槻 城 の痕 跡 を とど め る出 丸 と外 濠

（空中写真 ：10000分 の１,1948年)
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図１４　高槻城本丸石垣実測 図 （教育委員会提供)

出
さ
れ
た
。
こ
の
地
点
は
本
丸
の
桝
形
門
に
比
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
石
材
は
桝
形
門
に
付
随
し
た
石
垣

の

一
部
を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
高
槻
城

の

遺
構
が
地
下
深
く
に
は
今
日
も
な
お
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
折
し
も
同
年
一
二

月
、
今
度
は
同
校
体
育

館
の
改
築
工
事
現
場
か
ら
高
槻
城
の
石
垣
と
考
え
ら
れ
る

石
列
が
発
見
さ
れ
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
と
高
槻
市
教
育

委
員
会
に
よ

っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

調
査
地
区
は
本
丸
の
南
西
隅
に
あ
た
り
、
図

一
四
に
み

る
よ
う
に
、
Ｌ
字
形
に
交
差
し
て
い
る
東
西
方
向
と
南
北

方
向

の
石
積
み
が
検
出
さ
れ
た
。
石
積

み
は
二
重
に
な

っ

こ
ぐ
ち
　

て

お

り

、

内

側

の
石
積

み

は
小

口

（
切
断
面
、
切

り
口
)

の

ひ
か
え

一
辺
約

○

・
六

メ
ー

ト

ル
、
控

（奥
行
き
)

約

一

・
二

メ

ー
ト
ル
の
切
石
を
並
べ
て
築
か
れ
、
こ
の
上
に
石
垣
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
積
み
方
は
、
横
目
地
が
比
較
的
通

っ
た
打
ち

は

込
み
接
ぎ
に
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
外
側
の
石
積
み
に
用
い
ら
れ
た
石
は
内
側
の
石
よ
り
や
や
小
さ
く
、
自
然
面
を
多
く
残
す

割
石

（
い
わ
ゆ
る
ソ
ゲ
石
)
で
、
整
然
と
積
み
上
げ
ら
れ
た
石
組
み
と
い
う
よ
り
、

石
垣
の
基
礎
を
固
め
る
た
め
に
落
し
込
ま
れ

た
石
が
重
な

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
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こ
れ
ら
の
石
積
み
は
、
明
治
前
期

の
鉄
道
建
設
で
上
部

の
石
垣
が
破
壊
さ
れ
た
際
に
も
、
地
中
深
く
埋
も
れ
て
い
た
た
め
破

損
を
ま
ぬ
が
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
丸
石
垣

の
基
底
部
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
発
掘
さ
れ
た
の
は

最
下
層
の
切
石
か
ら
五
段
目
ま
で
に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
こ
の
調
査
に
よ

っ
て
石
垣
基
底
部
の
構
造
が
解
明
さ
れ
、
高
槻
城
本

丸
の
石
垣
が
現
在
の
地
表
下
約
五
メ
ー
ト
ル
と
い
う
深
い
所
に
作
ら
れ
た
き
わ
め
て
周
到
な
基
礎
土
台
の
上
に
築
か
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
存
す
る
多
く
の
城
郭
の
石
垣

の
土
台
が
地
下
深
く
埋
も
れ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
調
査
で

き
な
い
実
情
に
あ
る
今
日
、
大
き
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
こ
の
調
査
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
項
は
少
な
く
な
い
が
、
明
治

・
大
正
期
の
地
表
開
平
に
よ

っ
て

そ
の
正
確
な
位
置
す
ら
不
明
に
な

っ
て
い
た
本
丸
の
所
在
地
を
確
定
で
き
た
こ
と
、
ま
た
石
垣

の
構
築
法
な
ど
か
ら
発
掘
さ
れ

た
石
積
み
の
構
築
年
代
が
元
和
年
間
と
推
定
さ
れ
、
前
述
し
た
元
和
期

の
高
槻
城
整
備
が
本
丸
の
修
築
に
ま

で
及
ん
で
い
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
貴
重
な
成
果
で
あ

っ
た
。

な
お
、
検
出
さ
れ
た
石
積
み
は
調
査
後
再
び
埋
め
戻
さ
れ
て
地
下
で
保
存
さ
れ
、
調
査
中
に
移
動
し
た
若
干
の
石
材
は
島
上

高
校
の

一
画
に
石
垣
の

一
部
を
復
元
し
て

一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

高
槻
城
外
堀
の
外
側
に
続
く
城
下
町
は
、
東
西
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
九
〇
〇

メ
ー
ト
ル
と
い
う

城
下
町
の
景
観

小
規
模
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
構
成
は
か
な
り
複
雑
で
、
必
ず
し
も
整
然
と
整

っ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
全
体
と
し
て
は
城
北
と
城
東
に
城
下
町
の
主
要
部
分
が
配
置
さ
れ
、
城
南
に
は
土
橋
町
の
武
家
屋
敷
と
町
屋
が
形
成
さ

れ
て
い
た
。

一
方
、
出
丸
西
方
の
城
西
地
区
は
、
少
な
く
と
も

一
八
世
紀
前
半
ま
で
は
田
畑
の
ま
ま
残
さ
れ

て
い
た
が
、
幕
末

期
の
城
下
絵
図
は
こ
の
地
区
に
も
足
軽
屋
敷
を
描
い
て
お
り
、
江
戸
時
代

の
後
半
に
こ
の
地
区
の
宅
地
化
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
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を
示
し
て
い
る
。

以
下
、
城
下
の
主
要
な
構
成
要
素
で
あ

っ
た
武
家
屋
敷

・
町
屋

・
社

寺

・
足
軽
屋
敷
等
に
つ
い
て
順
次
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

高
槻
城
下
が
元
和
期
の
大
改
造
に
よ
っ
て

「
郭
内
専
士
型
」
の
プ
ラ

ン
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、

「
郭
内
専
士

型
」
と
い
っ
て
も
、
す
べ
て
の
武
家
屋
敷
が
郭
内
＝
城
内
に
収
容
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
く
、約
半
数

の
武
士
は
城
下
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
。城

下
の
武
家
屋
敷
は
大
き
く
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の

一

は
城
北
か
ら
城
東
に
か
け
て
、
外
堀
の
外
側
に
沿

っ
て
続
く
道
路
に
面

し
て
配
列
す
る
武
家
屋
敷
で
、
い
ず
れ
も

一
〇
〇
～
二
〇
〇
石
ク
ラ
ス

の
武
士
が
居
住
し
て
い
た
。
そ
の
二
は
城
下
の
北
西
部
、
出
丸
の
北
方

に
配
置
さ
れ
た

一
群
で
、
五
〇
～

一
〇
〇
石
ク
ラ
ス
の
中
級
武
士
が
多

か

っ
た
。
こ
の
地
区
は
伊
賀
町
と
呼
ば
れ
、
遠
見
遮
断
の
た
め
鍵
形
に

写５６　八 幡 神 社 （市内八幡町)

 

屈
曲
し
た
街
路
が
高
槻
城
下
で
は
も

っ
と
も
典
型
的
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
三
は
城
南

の
外
堀
と
土
橋
町
の
町
屋
と
の
間
に
見
ら

れ
る
武
家
屋
敷
で
、
大
は
四
〇
〇
石
の
足
軽
大
将
か
ら
小
は
五
〇
石
の
中
級
武
士
ま
で
、
各
階
層
の
武
士
が
混
在
し
て
い
た
。

高
槻
城
下
の
経
済
活
動
を
支
え
る
商
工
業
者
の
居
住
地
で
あ

っ
た
町
屋
は
、
城
東
か
ら
城
北
に
か
け
て
集
中
的

に

配

置

さ

れ
、
こ
れ
ら
の
地
区
が
城
下
町
の
中
心
市
街
を
形
成
し
て
い
た
。
城
東
で
は
、
城
下
町
北
東
隅
の
馬
町
か
ら
南

へ
、
本
町

・
新

138



Ⅵ　近 世 の 高 槻

本
町

・
八
幡
町
の
各
町
屋
が
南
北
に
連
な
り
、
途
中
、
高
槻
城
の
東
大
手
口
正
面
に
当
た
る
新
本
町
と
八
幡

町
と
の
間
に
は
、

御
使
者
屋
敷
と
武
家
屋
敷
が
挿
入
さ
れ
て
町
並
み
が
切
断
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
本
町
か
ら
東
方

へ
向
か

っ
て
は
、
当
時
淀
川

の
河
港
と
し
て
淀
川
水
運
と
高
槻
城
下
を
結
ぶ
役
割
を
担

っ
て
い
た
前
島
に
通
じ
る
街
道

（前
島
道
)
が
派
出

し

（
こ
の
分
岐
点

に
は
今
日
も
な
お
文
政
八
（
一
八
二
五
)
年
に
立
て
ら
れ
た
道
標
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
面
に

「右
八
は
た
淀
前
島
舟
の
り
場
」
と
記
さ
れ

て
い
る
)
、そ
の
両
側
に
も
二
〇
軒
あ
ま
り
の
町
屋
が
並
ん
で
い
た
。
こ
の
町

屋
は

「
元
和
検
地
帳
」
に

「
ま

へ
志
ま
口
」
と
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

「
町
間
入
高
槻
絵
図
」
で
は

「
壱
町
田
」
に
な

っ
て
お
り
、
壱
町
田

口

（前

嶋
口
)
の
木
戸
が
あ

っ
た
。

一
方
、
八
幡
町
の
南
端
で
東
に
折
れ
た
街
路

は

枚
方

へ
の
渡
船
場
で
あ

っ
た
大
塚
町

へ
通
じ
て
お
り
、
こ
こ
に
は

「
大
塚
田

町
」
と
呼
ば
れ
た
町
並
み
が
形
成
さ
れ
、
大
塚
口
の
木
戸
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。城

北

の
中
心
街
路
は
川
之
町
か
ら
新
川
之
町

・
馬
町
の
北
端
を
経
て
京
口

に
至
る
東
西
街
路
で
、

「高
槻
城
絵
図
」
と

「
町
間
入
高
槻
絵
図
」
が
と
も

に
、
こ
の
街
路

の
中
央
を
流
れ
る
水
路
を
描

い
て
い
る
こ
と
が

注

目

さ

れ

る
。
こ
の
水
路
は
、
幕
末
期

の
城
下
絵
図
や

「
家
並
図
」
で
は
す
で
に
、
現

在
と
同
じ
よ
う
に
、川
之
町
で
は
街
路
の
両
側
に
、新
川
之
町
で
は
街
路
の
北

側
に
寄
せ
ら
れ
た
側
溝
と
し
て
示
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
江

写５７　川之町 の風景 （市内城北町一丁目)
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戸
時
代
の
前
期
に
は

水
路
が
街
路
の
中
央

を
東
流
し
て
い
た
の

で
あ
り
、
現
在
も
な

お
川
之
町
の
部
分
の

街
路
幅
が
、
そ
の
延

長
部
に
当
た
る
北
大

手
交
差
点
か
ら
東
行

す
る
街
路

（
「
高槻
城

写５８　京 口の道 標 （市内京口町)

 

絵
図
」
は
こ
の
部
分
だ
け
道
幅
が
狭
く
、
水
路
は
街
路
の
南
側
に
沿
っ
た
側
溝
と
し
て
描
い
て
い
る
)
の
二
倍
以
上
も
広
く
、
ま
た
こ

の
狭

隘
部
を
す
ぎ
る
と
新
川
之
町
の
街
路
幅
が
再
び
広
く
な
り
、
狭
隘
部
南
側
側
溝
の
延
長
が
街
路
の
中
央
部
を
と
お
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め
る
も
の
で
あ
る
。
「
元
和
検
地
帳
」
で
は
単
に

「
市
町
」
と
記
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か

っ

た
こ
の
地
区
が
、
そ
の
後
川
之
町

・
新
川
之
町
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、江
戸
時
代
前
期
の
こ
の
地
区
が
、街
路
の
中

央
を
流
れ
る
水
路
を
有
す
る

「
川

の
あ
る
町
」
だ

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
川
之
町
の
東
端

（現
在
の
北
大
手
交
差
点
)

か
ら
は
北

へ
向
か

っ
て
、
今
日
の
城
北
通
商
店
街
の
前
身
に
あ
た
る
町
屋
が
派
出
し
て
い
た
。
こ
の
部
分
に

つ
い
て

「
町
間
入

高
槻
絵
図
」
は
北

口
町
、
「
高

槻
城
内
外
ノ
図
」
は
田
町
と
記
し
て
い
る
が
、
行
政
区
画
上
は
川
之
町
に
含

ま
れ
て
い
た
。

城
北
中
心
街
路

の
東
端
は
北
に
折
れ
て
八
丁
松
原
に
続
き
、
西
国
街
道
か
ら
高
槻
城
下
に
入
る
場
合
の
表
玄
関
に
あ
た

っ
て
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い
た
。
逆
に
い
え
ば
、
高
槻
城
下
か
ら
京
都

へ
向
か
う
場
合
の
出
入
口
に
当
た

っ
て
い
た
わ
け
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
京

口
と
通

称
さ
れ
、
京
口
木
戸
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
明
治
初
年
に
描
か
れ
た
高
槻
城
の
鳥
瞰
図

（三
忠
旅
館
所
蔵
)
は
、
八
丁
松
原
を
進

ん
で
き
た
大
名
行
列
が
京
口
の
水
路
に
架
け
ら
れ
た
木
橋
を
渡

っ
て
、
今
ま
さ
に
城
下
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
様
子
を
描
写
し

て
い
る
。
そ
こ
に
は
瓦
葺
き
の
京
口
木
戸
も
見
ら
れ
、
木
戸
外

の
茶
店
が
わ
ら
葺
き
の
寄
棟
造
り
で
描
か
れ

て
、
店
先
で
は
鶏

が
餌
を
つ
つ
い
て
い
る
の
ど
か
な
風
景
を
伝
え
て
く
れ
る
。
京

口
に
残
さ
れ
て
い
る
二
本
の
道
標

（写
真
五
八
)
も
ま
た
、
こ
の

地
区
の
交
通
上
の
重
要
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

本
町
の
西
、
高
槻
城
北
東
部
の
外
堀
と
の
間
に
は
魚
屋
町
と
柴
屋
町
が
東
西
に
並
び
、
そ
の
北
辺
を
限
る
街
路
沿

い
は
横
町

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
魚
屋
町
と
柴
屋
町
は
直
交
状
街
路
で
区
画
さ
れ
、
「
短
冊
型

（京
型
)
」

の
屋
敷
割
を
示
す

高
槻
城
下
唯

一
の
地
区
で
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
高
山
右
近
時
代
の
町
屋
地
区
の
名
残
り
を
伝
え
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ

な

慶
応
三

（
一
八
六
七
)
年
の

「
家
並
図
」
は
柴
屋
町
を
小
名
と
し
て
横
町
に
含
め
て
い
る
。

一
方
、
川
之
町
の
西
端
か
ら
屈
折
し
て
芥
川
に
通
じ
る
街
道
沿
い
に
も
町
屋
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

「高
槻
城
絵
図
」
は
川

之
町
西
端
の
北
西
側
に
接
す
る

一
画
に

「
大
工
町
」
と
注
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
呼
称
は

「
町
間
入
高
槻
絵
図
」
に
は

記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
代
わ

っ
て
そ
の
北
端
か
ら
西
北
西

へ
伸
び
る
街
路
に

「
紺
屋
町
弐
町
十
四
間
」
と
記
入
し
、
そ
の
西
端
に

芥
川
口
の
木
戸
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
木
戸
を
出
た
後
、
天
神
道
を
北
上
し
、
ま
も
な
く
西
に
折
れ
て
北

西
方
に
進
む
と
芥

川
に
達
す
る
わ
け
で
、
こ
の
道
は
高
槻
城
下
と
西
国
を
結
ぶ
役
割
を
有
し
て
い
た
。

城
東

・
城
北
の
町
屋
地
区
に
比
べ
る
と
城
南

の
そ
れ
は
極
め
て
貧
弱
で
、
わ
ず
か
に
土
橋
町
と
高
西
町
の
家
並
み
が
見
ら
れ

た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
そ
れ
も
土
橋
町
は
東
西
に
伸
び
る
街
路
の
北
側
を
武
家
屋
敷
に
占
拠
さ
れ
て
、
南
側
だ
け
に
町
屋
が
続
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く
片
側
町
で
あ
り
、
そ
の
西
に
続
く
高
西
町
は
町
屋
地
区
の
延
長
が

一
町
二

五
間
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
と
は
い
え
こ
の
地
区
の
交
通
上
の
位

置

は
重

要

で
、
土
橋
町
の
中
央
付
近
に
設
け
ら
れ
て
い
た
大
坂
口
の
木
戸
を
出
て
南
に

伸
び
る
道
は
、
下
田
辺
村
を
経
た
後
芥
川
を
渡
り
、
芝
生
か
ら
唐
崎

・
三
島

江

・
柱
本
と
淀
川
右
岸
の
堤
防
を
た
ど

っ
て
大
坂
に
通
じ
て
い
た
。
ま
た
、高

西
町
の
西
端
に
は
富
田
口
の
木
戸
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
西

へ
向
か
う
道

は
富
田

・
茨
木
の
町
場
を
通

っ
て
、
こ
れ
ま
た
大
坂
に
つ
な
が

っ
て
い
た
。

次
に
城
下
の
社
寺
に
つ
い
て
み
る
と
、
神
社
と
し
て
は
牛
頭
天

王

（現
在

の
野
見
神
社
)
と
弁
財
天
が
城
内
に
鎮
座
し
て
い
た
ほ
か
、
城
下
で

は

八
幡

町
に
八
幡
社
が
あ

っ
た
の
み
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
寺
院
は
、
「
高

槻

城
絵
図
」
に
理
安
寺

・
光
松
寺

・
本
行
寺

・
御
堂

・
円
成
寺
の
五
カ
寺
が
描

か
れ
て
お
り
、

「
町
間
入
高
槻
絵
図
」
で
は
さ
ら
に
是
三
寺
と
浄
因
寺
が
追

加
さ
れ
、
本
行
寺
と
光
松
寺
の
前

の
小
路
に
は

「
寺
町
筋
壱
町
廿

六
間
」
と

写５９　足軽屋敷 あと （市内城北町二丁目)

 

記
入
さ
れ
て
い
る
。
幕
末

の
「
高
槻
城
内
外
ノ
図
」

は
こ
の
小
路
に
寺
ノ
前
町
と
注
記
し
て
、
こ
の
地
区
が
高
槻
城
下
唯

一
の

寺
町
地
区
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
理
安
寺
も
含
め
て
三
カ
寺
が
並
ぶ
に
す
ぎ
な
い
小
規
模
な
も

の
で

あ

っ
た
。
こ
の
図
は
ま
た
、
御
堂

の
位
置
に
本
照
寺
と
久
宝
寺
と
い
う
寺
院
名
を
記
入
し
て
い
る
。

城
下
町
の
最
外
郭
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
を
常
と
す
る
足
軽
屋
敷
は
、

「
高
槻
城
下
絵
図
」
で
は
城
下
町
の
最
北
端
に
描
か
れ
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

表７　高槻藩家臣団の階層別構成

注)「 高槻城下絵図」 （１７世紀後半，仏 日寺所蔵)お よび 「高槻御家 中名寄」 （延享

２年，中部 ：前掲書所収)に よる。

て
お
り
、
片
岡
組

・
高
津
組

・
大
嶋
組

・
和
田
組

・
山
田

組

・
内
藤
組
・坪
井
組
・長
田
組
の
八
組
に
編
成
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
地
区
は
今
日
の
阪
急
高
槻
市
駅
の
南
部
か
ら
西

方

へ
続
く

一
画
で
、
城
北
町
二
丁
目
の
南
西
部
と
同

一
丁

目

の
北
東
部
に
ま
た
が
り
、
幅
の
狭
い
路
地
に
囲
ま
れ
た

狭
長
な
街
区
が
往
時

の
面
影
を
伝
え
て

い
る

（写
五
九
)。

こ
の
絵
図
は
ま
た
、
出
丸

の
北
西
方
か
ら
紺
屋
町
の
南
端

ま
で
、
城
下
の
西
辺
北
半
部
に
歩
行
長
屋
が
続
い
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
町
間
入
高
槻

絵

図
」
に

な

る

と
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
城
下
町
の
南
東
隅
に
あ
た
る
八
幡

町
の
東
方
、
大
塚
田
町
の
北
方
に
五
列

の

「
足
軽
小
屋
」

を
描
い
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
東
組
足
軽
屋
敷
で
、
永
井
氏

の
入
部
後
寛
文
十

（
一
六
七
〇
)
年
頃
ま
で
に
形
成
さ

れ
、

そ
の
東
端
に
は
鉄
砲
場
が
設
置
さ
れ
て
、
射
撃
練
習
の
銃

声
が
ひ
び
い
て
い
た
。
「
高

槻
城
内
外

ノ

図
」
は

さ

ら

に
、
出
丸
西
方
の
外
堀

の
外
側
に
も
足
軽
屋
敷
が
形
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ

の
詳
細
に
つ
い
て
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は
不
明
で
あ
る
。

高
槻
城
下
の

人

口

城
下
町
の
住
民
は
大

部
分
が
武
士
と
町
人

で
あ
り
、
そ
の
他
に
若
干
の
神
官
や
僧

侶
が
含
ま
れ
て
い
た
。

一
般
に
、
城
下

町
に
お
け
る
武
家
人
口
と
町
方
人
口
の

比
は
両
者
が
ほ
ぼ
等
し
い
か
、
ま
た
は

武
家
人
口
が
町
方
人
口
の
七
～
八
割
と

や
や
少
な
い
か
で
あ
り
、
武
家
人
口
が

町
方
人
口
を
は
る
か
に
上
回
る
城
下
町

は
例
外
的
な
存
在
で
あ

っ
た
。

高
槻
藩
の
場
合
、
家
臣
団
の
人
数
が

判
明
す
る
史
料
は
必
ず
し
も
多
く
な
い

が
、
慶
安
二

（
一
六
四
九
)
年
に
永
井
直

清
が
高
槻

へ
入
部
し
た
際
、
御
供
を
し

た
者
と
し
て
氏
名
を
列
挙
さ
れ
た
家
臣

は
一
三

六
名
で
あ

っ
た

ま

表 ８　城下町高槻 の石高 ・戸口の変遷
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た
、

「高
槻
城
下
絵
図
」
に
は
総
数

一
三
〇
名
の
武
家
が
姓
名
を
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
中
部
よ

し

子

前
掲

書

に

よ

る

と

、

延
享
二

（
一
七
四
五
)
年
の
「
高
槻
御
家
中
名
寄
」

に
登
録
さ
れ
た
家
臣
団
は
、
侍
と
足
軽
を
合
わ
せ
て
三
五
六
人
で

あ

っ
た

（表
七
)。
こ
の
う
ち
二
三
五
名

（
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
)
が
足
軽
級
で
あ
り
、
五
〇
石
以
上
の
知
行
高
を
有
す
る
平

士
級
以
上
は
一
一

九
名
で
、
そ
の
知
行
高
別
階
層
構
成
は
「
高
槻
城
下
絵
図
」
に
記
さ
れ
た
も
の
と
よ
く
似
た
構
成
を
示
し
て

い
る
。

か
つ
て
、
彦
根
城
下
の
人
口
構
成
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
た
矢
守

一
彦
は
、
武
家
の
場
合
、
同

一
屋
敷
内
に
居
住
す

る
人
口
が
平
士
級
以
上
で
平
均
八
人
弱
、
足
軽
級
で
は
五
人
前
後
で
あ

っ
た
と
述
べ
て
お
り

『
幕
藩
社
会
の
地
域
構
造
』

大
明
堂
、
昭
和
四
五
年

こ
の
数

字
を
前
述
の
高
槻
藩
家
臣
団
構
成
に
適
用
す
る
と
、
高
槻
城
下
の
武
家
人
口
は
平
士
級
以
上
で

一
、
○
○
○
人
弱
、
足
軽
級
で

一
、
二
〇
〇
人
弱
、
合
計
二
、
二
〇
〇
人
足
ら
ず
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
町
方
人

口
は
、

貞
享
～
元
禄
期

（
一
六
八
四
～

一
七
〇
四
年
)
の
状
況
を
記
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る

「
領
内

総
名
寄
」
に
よ
れ
ば
、
表
八
に
示
し
た
よ
う
に
、
借
屋
人
を
も
含
め
た
総
人
口
が
二
、

四

一
八
人
で
あ
り
、

享
保
元

（
一
七
一

六
)
年
の

「
巡
見
ニ
付
改
」
で
は
二
、
四
四
八
人
と
な

っ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、

一
八
世
紀
前
半
に
お
け
る
城
下
町
高
槻
の
人
口
総
数
は
四
、
六
〇
〇
人
前
後
で
、
町
方
人

口
の
方
が
武
家
人

口
よ
り
若
干
多

い
と
い
う
、
城
下
町

一
般
の
人
口
構
成
と
類
似
し
た
様
相
を
示
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、

一
八
世
紀
後
期
の
天
明
元

（
一
七
八
一
)
年
に
は
町
方
人
口
が

一
、

八
六
五
人
に
ま
で
減
少

し
、

相
対
的
な
城
下

町
の
衰
退
を
暗
示
し
て
い
る
。

い
さ
さ
か
年
代
は
と
ぶ
が
、

廃
藩
か
ら
八
年
を
経
過
し
た

一
八
七
九

（明
治
一
二
)
年
に
作

成

さ
れ
た
「
高
槻
村
村
誌
」
は
、
同
年
の
高
槻
村

の
総
人
口
三
、

一
四
六
人
の
う
ち
、
士
族
は

一
、
四
八
八
人
、
平
民
は

一
、
六

五
八
人
で
あ

っ
た
と
記
録
し
て
い
る
。
士
族

の
場
合
は
廃
藩
に
伴

っ
て
転
出
し
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
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江
戸
時
代
の
町
方
人
口
を
継
承
し
た
平
民
の
人
口
が

一
段
と
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

城

下

町

の

社

会

構

成

高
槻
城
下
の
町
方
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
八
幡
町

・
新
本
町

・
本
町
・
横
町
・
魚

屋

町
・
馬
町
・
新

川

之

町

・
川
之
町

・
紺
屋
町

・
土
橋
町

・
高
西
町
の

一
一
町
に
分
け
ら
れ
て
い
た
が
、
全
体
と
し
て
は
行
政
上
高

槻
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
町
方
の
行
政

・
司
法

・
警
察
を
担
当
す
る
藩

の
役
人
と
し
て
は
町
奉

行

が

あ
り
、

「
高
槻
城
下
絵

図
」
は
東
大
手
の
八
幡
町
と
新
本
町
の
間
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
小
瀧
源
兵
衛

（二
〇
〇
石
)
に
町
奉
行
と
注
記
し
て
い
る
。
町

奉
行
の
も
と
で
直
接
町
政
を
運
用
し
た
の
は
町
方
の
有
力
商
人
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
惣
年
寄
と
惣
年
寄
心
添
の
二
人
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
に
は
年
寄
が

一
人
ず

つ
置
か
れ
て
い
た
。

「
高
槻
城
内
外
ノ
図
」
は
本
町
と
横
町
の
交
差
点
南
側
に
あ

っ
た
高
札

場
を
ひ
か
え
た

一
区
画
に

「
惣
年
寄
紙
屋
八
郎
治
」

と
記
し
て
お
り
、

万
延
元

（
一
八
六
〇
)
年
に
は
本
町
に
住

む
有
力
商
人

紙
屋
八
郎
治
が
惣
年
寄
を
勤
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
慶
応
三

（
一
八
六
七
)
年
の
各
町
家

並
図
に

は
、
い
ず

れ
も
惣
年
寄
治
郎
兵
衛
と
同
心
添
堀
六
左
衛
門
が
署
名
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
堀
六
左
衛
門
は
横
町
家
並
図

の
魚
屋
町
と
の
交

点
北
側
に
そ
の
名
を
記
さ
れ
て
い
る
が
、
治
郎
兵
衛
の
名
は
残
さ
れ
て
い
る
限
り
の
家
並
図
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

高
槻
城
下
の
町
方
が
ど
の
よ
う
な
社
会
構
成
を
有
し
て
い
た
か
を
物
語
る
史
料
は
今
日
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず

か
に
慶
応
三
年
の
各
町
家
並
図
に
よ

っ
て
、
そ
の
片
鱗
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
そ

の
家
並
図
も
原
本

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
八
幡
町

・
横
町

・
魚
屋
町

・
馬
町

・
川
之
町
の
五
町
の
み
で
、
本
町
と
紺
屋
町
に

つ
い
て
は
写
本
で

あ
る
た
め
原
本
に
比
べ
て
記
載
内
容
の

一
部
が
変
更
さ
れ
た
り
、
簡
略
化
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
新
本
町

・
新
川
之
町

・
土
橋

町

・
高
西
町
に
つ
い
て
は
家
並
図
が
残
存
し
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
家
並
図

の
一
例
と
し
て
川
之
町
の
も
の
を
示
し
た
の
が
図

一
五
で
、
そ
こ
に
は
今
日
の
北
大
手
交
差
点
か
ら
東
西

1 46



Ⅵ　近 世 の 高 槻

図１５　川 之 町 家 並 図
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第二章　 町 と村の形成 と展開

図は明治初 年の写本 で、全戸に 屋号記載がな く、その代 わり姓が記 され てい る。

西町に つい ては家並図が残存 していない。
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

表９　高槻城下の町別町屋構成

注)１．　慶応３ 年 の各町家並図 （高槻市役所 ・横 山家所蔵)に よる。ただし、本町 の家 並

　八幡町 と馬町の家並図 は全戸に屋号記載が ない。新本町 ・新川之町 ・土橋町 ・高

２．　()内 の数字は同 じ屋号 を有す る家持人 の数。()の 無いものは各１ 軒。
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第二章　町と村の形成と展開

南
北
に
連
な
る
家
並
み
が

一
軒
ず

つ
詳
細
に
描
か
れ
、
各
屋
敷
に
は
名
請
人

の
名
前
と
間

口
の
長
さ
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
街

路
を
横
切
る
水
路
は
石
板
で
覆

っ
て
通
行
の
安
全
を
確
保
し
、
北
大
手
交
差
点

の
南
東
隅
と
町
の
西
端
に
は
番
所
が
あ

っ
た
こ

と
、
西
端

の
番
所
の
南
隣
に
は
小
さ
な
地
蔵
堂
が
あ
り
、
そ
の
南

の
角
に
は
御
家
中

の
家
屋
舗
も
町
屋
に
接

し
て
並
ん
で
い
た

こ
と
、
さ
ら
に
は
田
町
北
部
の
街
路
上
に
は
井
戸
が
あ

っ
た
こ
と
な
ど
も
読
み
取
れ
る
。

川
之
町
の
家
数
は
、
番
屋
を
含
め
て

「
合
六
拾
四
軒
」
と
集
計
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
図
示
さ
れ
て
い
る
家
数
は
、
町
役

を
勤
め
な
か

っ
た
御
家
中

の
家
屋
舗
を
除
く
と
六
三
軒
し
か
な
く
、

一
軒
不
足
し
て
い
る
。
こ
れ
は

「
二
軒
役
」
を
勤
め
る
家

が

一
軒
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
集
計
さ
れ
た
家
数
は
町
役
を
勤
め
る
軒
数
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
町
屋
を
名
請
し
て
い

る
家
持
人
は
四
〇
人
を
数
え
る
が
、

い
ず
れ
も
屋
号
を
注
記
さ
れ
て
お
り
、

名
字

（姓
)
を
有
す
る
者
お
よ
び
名
字
も
屋
号
も

有
し
な
い
者
は
皆
無
で
あ

っ
た
。
町
内
居
住
者
の
持
家
と
な

っ
て
い
た
家
は

一
九
軒
で
、
こ
の
ほ
か
に
町
支
配
家
二
軒
を
含
む

支
配
家
が
三
軒
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
持
家
や
支
配
家
に
誰
が
住
ん
で
居
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
居
住
者

が
い
た
と
す
れ
ば

借
家
人
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

表
九
は
各
町
の
家
並
図
を
も
と
に
町
ご
と
の
町
家
構
成
を
示
し
た
も
の
で
、
町
別
の
家
数
は
八
幡
町
の
六
九
軒
を
筆
頭
に
、

以
下
川
之
町

・
紺
屋
町

・
馬
町
・本
町
・横
町
の
順
に
次
第
に
少
な
く
な
り
、
最
少
の
魚
屋
町
は
二
六
軒

（二
軒
役
を
勤
め
る
家
が

六
軒
あ
っ
た
の
で
、
実
際
の
屋
敷
数
は
二
〇
軒
)
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

町
屋
の
名
請
人
で
姓
を
有
す
る
者
は
極
め
て
少
な
く
、

か
れ

ら
は
有
力
町
人
ま
た
は
町
医
者
な
ど
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
姓
も
家
号
も
記
さ
れ
ず
、
名
前
だ
け
で
登
録
さ
れ
て

い
る
名
請
人
は
八
幡
町
と
馬
町
に
圧
倒
的
に
多
か

っ
た
。

屋
号
を
有
す
る
名
請
人
は
、
紺
屋
町
の
五

一
人
以
下
、
川
之
町
四
〇
人
、
横
町

一
四
人
、
魚
屋
町
一
三

人
と
、
合
計

一
一
八
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

表１０　高槻城下 におけ る町屋の間口規模別構成 （慶応３年)

注)各 町家並図 （慶応３ 年、高槻市役所所蔵)に よる。

人
を
数
え
た
が
、
八
幡
町
と
馬
町
に
は

一
人
も
存
在
し
な
か

っ
た
。

本
町
の
家
並
図
は
明
治
初
年
の
写
本
で
、
屋
号
の
記
載
が
な
い
代
わ

り
全
戸
に
姓
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
姓
は
写
本
作
製
時
の

姓
を
記
入
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
一
一

八
人

の
屋
号
は
表
九
に

示
し
た
よ
う
に
、
地
名
に
由
来
す
る
も
の
と
業
種
を
反

映

し

た

も

の
、
お
よ
び
そ
の
他

の
屋
号
に
大
別
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
町
人
の
出
身
地
や
取
引
先
と
関
連
す
る
こ
と
の

多
い
地
名
を
冠
し
た
屋
号
の
地
名
を
分
類
す
る
と
、
唐
崎

・
服
部

・

清
水

・
古
曽
部

・
安
威

・
三
島
江
と
い
っ
た
高
槻
近
郷

の
村

落

名

と
、平
野

・
池
田

・
灘

・
堺

・
八
幡

・
茨
木
な
ど
高
槻
近
郊
の
町
場
、

さ
ら
に
天
王
寺
や
天
満
な
ど
大
坂
の
地
区
名
、
京

・
大
津

・
明
石

・

高
砂

・
奈
良

・
桜
井

・
吉
野
な
ど
や
や
遠
隔
の
町

場
、
お

よ

び

武

蔵

・
伊
勢

・
大
和

・
近
江

・
河
内

・
山
城

・
丹
波

・
若
狭

・
筑
前
・

肥
前
と
い
っ
た
国
名
そ
の
他
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
分
布
が
単
に
畿
内

近
国
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
国
や
九
州
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。

一
方
、
業
種
に
関
す
る
屋
号
も
ま
た
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
業
種
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よ
ろ
ず
や
　

数
は
二
五
業
種
に
も
の
ぼ
る
。
同

一
屋
号
が
最
も
多

い
の
は
万
屋
で
、
横
町
に

一
軒
、
魚
屋
町
に
三
軒
、
川
之
町
に
四
軒
、
紺
屋

町
に

一
軒
と
、
四
町
で
九
軒
を
数
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
ぐ
の
は
紺
屋
の
四
軒
、
大
工
の
三
軒
、
魚
屋

・
油
屋

・
紙
屋

・
煙
草

屋
の
各
二
軒
で
、
ほ
か
は
い
ず
れ
も

一
軒
ず
つ
で
あ

っ
た
。
高
槻
城
下
の
中
心
的
街
区
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
新
本
町
と
新

川
之
町
の
家
並
図
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、本
町
の
家
並
図
も
屋
号
を
ま

っ
た
く
記
し
て
い
な
い
こ
と
は
残
念

で
あ
る
が
、上
記
四

か
ざ
り

町
の
中
で
は
莚
屋
・
油
屋
・
柿
屋

・
足
袋
屋

・
臼
屋

・
茶
碗
屋

・
錺
屋

・
大
工

・
万
屋

・
布
屋

・
更
紗
屋
と

い
っ
た
多
様
な
屋

号
を
有
し
て
い
た
川
之
町
が
、
地
域
の
日
常
的
な
需
要
に
応
じ
る
商
工
業
地
区
と
し
て
賑
わ

っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
家
並
図
」
は
ま
た
、
紺
屋
町
の
写
本
を
除

い
て
、
い
ず
れ
も
町
屋
の
間
口
の
長
さ
を
記
入
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
も
と
に

町
屋
の
間
口
規
模
別
構
成
を
表
示
し
た
の
が
表

一
〇
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
町
屋
の
場
合
、

一
般
に
間

口
の
大
小
が
そ
の
家
の

格
式
や
営
業
の
程
度
を
反
映
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

「
家
並
図
」
で
も
、
惣
年
寄
心
添
と
し
て
署
名
し
て

い
る
堀
六
左
衛
門

の
屋
敷
は

一
五
間
四
寸
と
最
大
級
の
間
口
を
有
し
、

「
高
槻
城
内
外
ノ
図
」
に

「
惣
年
寄
紙
屋
八
郎
治
」
と
記
さ
れ
て
い
た
本

町
の
屋
敷
は
間

口
一
二
間
半
と
な

っ
て
い
る
。

表

一
〇
に
示
し
た
六
町
全
体
で
は
、
間
口
三
間
台
の
も
の
が
四
分
の

一
強
を
占
め
て
最
も
多
く
、
以
下
四
～
六
間
台
の
も
の

が
こ
れ
に
続

い
て
お
り
、
一
〇
間
以
上
と
大
規
模
な
も

の
は
八
軒
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
こ
れ
を
町
別
に
み
る
と
、本
町

・
横
町

・

魚
屋
町
と
い
っ
た
城
下
の
中
心
的
街
区
で
は
五
間
台

の
間

口
を
有
す
る
町
屋
が
最
も
多
く
、

一
〇
間
以
上
の
町
屋
も
五
軒
ま
で

が
こ
の
三
町
に
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、
八
幡
町
と
馬
町
で
は
間

口
三
間
台
の
町
屋
が
多

い
と
い
う
対
照
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
庶
民
的
な
商
工
業
地
区
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
川
之
町
の
場
合
、
間
口
三
間
台
の
町
屋
が

一
八
軒
と
最
も
多
か

っ
た

と
は
い
う
も
の
の
、
六
間
台

一
四
軒
、
四
間
台
一
一

軒
、
五
問
台

一
〇
軒
と
続
き
、
町
屋
規
模
の
格
差
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

表１１　八幡町住民の家族構成と家族人数 （明治２年)

注） １．明治２ （1869)年 の八幡町人別取調帳 （樋 口家文書)に よる。２．

（ ）内は借家人 の戸数で ある。　　　　　　　

か

っ
た

。

八
幡
町
の
住

民

構

成

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な

町

屋

に

は
ど
の
よ
う
な
人
達
が

住

ん

で

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
く

れ
る
の
は
宗
門
改
帳
や
五
人
組
帳
な
ど
の
戸
籍
関
係

史
料
で
あ
る
が
、
高
槻
城
下
の
町
方
に

つ
い
て
は
全

く
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
明

治

二

（
一
八
六

九
)
年
の

「
八
幡
町
人
別
取
調
帳
」

が
樋
口
家
文
書

中
に
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
以
下
こ
の
史
料

を
も
と
に
若
干
の
検
討
を
加
え
て
お
こ
う
。

こ
の
史
料
は
末
尾
に

「
家
数
合

六
三
軒
」
と
集
計

し
て
い
る
が
、
実
際
に
登
録
さ
れ
て
い
る
戸
数
は
五

一
戸
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
他
に

「
借
屋
人
別
覚
」
と
し

て
六
軒
を
記
載
し
て
い
る
。
集
計
欄
の
家
数
六
三
軒

と
借
屋
六
軒
を
合
わ
せ
る
と
、前
述

の
「家
並
図
」
に

集
計
さ
れ
て
い
た
八
幡
町
の
家
数

六
九
軒
と

一
致
す

る
こ
と
か
ら
、
六
三
軒
と
い
う
の
は
現
実
の
居
住
戸
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図１６　八 幡町住民 の人口 ピラ ミッド

数
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
町
役
を
勤
め
る
家
数
が
六
三
軒
分
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。

登
録
さ
れ
た
人
数
は
、
持
家
層
が
男
八
八
人
、
女
九
七
人
の
合
計

一
八
五
人
、
借
家
層

が
男
五
人
、
女
七
人
、
合
計

一
二
人
で
、
両
者
を
合
計
し
た
男
九
三
人
、
女

一
〇
四
人
、

合
計

一
九
七
人
が
明
治
二
年
当
時
の
八
幡
町
住
民
で
あ

っ
た
。
そ
の
性

別
年
令
別
人
口
構

成
は
図

一
六
に
示
し
た
と
お
り
で
、
○
～
九
歳
の
男
が
二
六
人
と
ず
ば

ぬ
け
て
多
く
、
二

〇
人
を
数
え
る
二
〇
～
二
九
歳
の
女
が
や
や
突
出
し
、
五
〇
～
五
九
歳

の
男
が
三
人
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
凹
凸
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
釣
鐘
型
の
比
較
的
安
定
し
た

状
況
に
あ

っ
た
。
最
高
齢
者
は
七
七
歳
の
女
で
、
七
二
歳
の
男
が
こ
れ
に
続

い
て
い
た
。

八
幡
町
住
民
の

一
戸
平
均
家
族
数
は
持
家
層
で
三

・
六
三
人
、
借
家

層
で
二

・
○
人
で

あ

っ
た
が
、
家
族
構
成
と
家
族
人
数
と
の
関
係
を
集
計
す
る
と
表

一
一
の
よ
う
に
な
る
。

家
族
人
数
別
戸
数
が
最
も
多

い
の
は
三
人
家
族
の

一
五
戸
で
、
以
下
四

人

家

族

の
一
一

戸
、
五
人
家
族
と

一
人
家
族

の
一
〇
戸
が
こ
れ
に
続

い
て
い
る
。
最
大
は

一
〇
人
の
家
族
を
有
す
る

一
戸
で
あ
る
が
、
こ
の
家

は
戸
主
夫
婦
と
五
男

一
女

の
子
供
六
人
、
そ
れ
に
戸
主
の
母
親
と
姪

一
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
子
沢
山

の
賑
や
か
な
家
族

で
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
構
成
は
比
較
的
単
純
で
あ

っ
た
。

家
族
構
成
で
は
戸
主
夫
婦
と
そ
の
子
の
み
の
三
～
五
人
家
族
と

い
う
核
家
族
が
一

三
戸
と
最
も
多
か

っ
た
が
、

一
方
で
は
戸

主
夫
婦
と
息
子
夫
婦
が
同
居
し
、
そ
れ
に
息
子
夫
婦
の
子
供
達
が
加
わ

っ
た
二
世
代
家
族
や
、
戸
主
の
兄
弟
姉
妹
や
夫
を
失

っ
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

表１２　明治２年 における八幡町の屋号

注)１． 明治２年八幡町 人別 取調帳 （樋 口家文書)に よる。

２．( )内 の数字は同 じ屋 号を有す る家数。

た
母
親
、
伯
父
や
姪
と
い
っ
た
親
族
を
擁
す
る
家
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
こ
う

し
た
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
戸
主
の
み
の
単
身
家
族
が

一
〇
戸
を
数
え
、
全
体

の
一
七

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
意
外
に
多

い
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
う
ち
九

戸
ま
で
が
女

一
人

の
単
身
家
族
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
配
偶
者
を
有
し
な
い
単
身

戸
主
の
家
も

一
八
戸
を
数
え
、
こ
の
う
ち
八
戸
は
夫
を
失

っ
た
妻
が
戸
主
に
な

っ
て
い
る
も
の
で
あ

っ
た
。
残
り
の
一
〇
戸
は
妻
を
な
く
し
た
夫
と
そ
の
子
と

い
う
家
二
戸
と
、
未
亡
人
に
な

っ
た
母
親
が
若
年

の
た
め
未
婚
の
息
子
を
戸
主

に
し
て
い
る
家
八
戸
で
あ
り
、
後
者

の
中
に
は
六
歳
、
一
一

歳
と
い
う
未
成
年

の
戸
主
も
二
戸
含
ま
れ
て
い
る
が
、
他
は
い
ず
れ
も
二
〇
歳
代

の
青
年
が
戸
主

に
な

っ
て
い
る
。

先
に
表
九
で
示
し
た

「
家
並
図
」
で
は
、
八
幡
町
に

つ
い
て
は
全
く
屋
号
が

記
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、

「
八
幡
町
人
別
取
調
帳
」
で
は
借
屋
人
を
も
含
め

て
全
戸
に
屋
号
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
表

一
二
は
こ
れ
ら
の
屋
号
を
表
九
と
同

じ
規
準
で
分
類
し
た

一
覧
表
で
、
地
名
に
関
す
る
屋
号
が

一
九
種
二
三
軒
、
業

種
に
関
す
る
屋
号
が

一
六
種
二
八
軒
、
そ
の
他

の
屋
号
が
四
種
四
軒
、
不
明
二

軒
と
な

っ
た
。
地
名
に
関
す
る
屋
号
の
構
成
は
前
述
し
た
こ
と
と

大
差

な

い

が
、
業
種
に
関
す
る
屋
号
に
は
表
九
で
見
ら
れ
な
か

っ
た
肴

屋

・
筆
屋
・
按
摩
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屋

・
糀
屋

・
扇
屋

・
枡
屋

・
硫
黄
屋

・
犂
屋

・
家
根
屋

・
鍋
屋
と
い
っ
た
業
種
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
万
屋
が
九
軒
、
米
屋
が

四
軒
を
数
え
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
近
郷
農
村

の
顧
客
を
主
要
な
対
象
と
す
る
業
種
構
成
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
興
味
を
引
か

れ
る
。

藩
の
職
制
と

村

落

支

配

第
二
節
　
高
槻
藩

の
農
民
支
配

譜
代
小
藩

の
高
槻
藩
は
、
幕
藩
領
主
制
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
上
方
筋
な
か
ん
ず
く

京

の

「
御

用
所
」

と
し
て
、
軍
事
上
の
要
請
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
家
中
は
比
較
的

少

数

で
、

延

享

二

（
一
七

四
五
)
年

の
「
高

槻

御

家

中

名

寄

」

に

よ

る

と

、

侍

・
足
軽

あ

わ

せ

て

三

五

六
人

で
あ

り

、

こ

の
う

ち

三

分

の

二
に
相
当
す
る
二
三
五
人
は
足
軽
級
で
あ

っ
た

中
部
よ
し
子
『
近
世
都

市
の
成
立
と
構
造
』

幕
末
期
に
は
、

「
永
井
直
諒
家
記
」

永
井
家

文
書

に
家
老
か

ら
小
役
の
も
の
ま
で
含
め
て
ほ
ぼ
四
〇
〇
人
で
あ

っ
た
と
記
さ
れ
、
そ
の
間
に
若
干
増
加
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

藩
の
職
制
に
つ
い
て
は
、
そ
の
支
配
関
係
と
と
も
に
、
明
確
で
な
い
部
分
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
図

一
七
は
、
天
坊
幸
彦

『
高
槻
通
史
』
に
掲
げ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
出
典
が
記
さ
れ
ず
、
い
つ
ご
ろ
の
職
制
を
示
す
の
か
明
ら
か
で
な
い
う
え
、
国

元
と
江
戸
詰
と
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
難
点
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
在

の
と
こ
ろ
上
記
の
難
点
を
解
消
す
る

に
足
る
史
料
に
恵
ま
れ
な
い
た
め
、
職
制
の
年
次
的
変
化
を
捨
象
し
て
、
し
ば
ら
く
は
こ
の
図
に
し
た
が
う

こ
と
と
す
る
。

家
老
は
諸
職
を
統
裁
し
、
国
元
家
老

・
江
戸
家
老
に
わ
か
れ
た
が
、
そ
の
次
席
に
相
談
役
と
し
て
中
老
が
置
か
れ
る
こ
と
も

あ

っ
た
。
そ
の
下
の
諸
職
は
勝
手
方
と
表
方
と
に
区
分
さ
れ
る
。
前
者

の
う
ち
、
用
人
は
藩
主
の
庶
務

一
般

を

つ
か

さ

ど

っ
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注)　 天坊 幸彦 『高槻 通史』100ペ ージ。

図 １７　高 槻 藩 の 職 制

て
、
近
習
以
下

の
支
配
に
あ
た
り
、
奥
老
は
文
字

ど
お
り
奥
向
き
の

事
務
を
担
当
し
た
。
表
方
の
う
ち
で
は
、
旗
奉
行

・
物
頭

・
鎗
奉
行

・
使
番
な
ど
が
戦
時
に
お
い
て
重
要
な
職
務
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

平
時
は
ほ
と
ん
ど
実
務
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
大
目
附
は
家
中
の
風

紀
取
締
、
勘
定
奉
行
は
藩

の
財
政
、
寺
社
奉
行
は
寺
社
に
か
ん
す
る

雑
務

・
訴
訟
、
町
奉
行
は
町
方

の
支
配
を
そ
れ
ぞ
れ
分
掌
し
た
。

四
代
永
井
直
達
が
藩
主

の
地
位
に
あ

っ
た

元

禄

八

（
一
六
九
五
)

年
か
ら
宝
永
三

（
一
七
〇
六
)
年
ま
で
の
あ
い
だ
に
作
成

さ

れ
た
と

推
定
さ
れ
る

「
当
家
古
分
限
帳
」

横
山
家

文
書

に

よ

る

と
、

家

老

は

七

人
で
、
禄
高
に
は
三
〇
〇
石
か
ら
七
〇
〇
石
ま
で
の
開

き

が

あ

っ

た
。
用
人
は

一
三
〇
石
か
ら
二
五
〇
石
ま
で
の
も

の
が
五
人
、
旗
奉

行
は
三
〇
〇
石
の
も
の
が

一
人
、
物
頭
は

一
二
〇
石
か
ら
二
五
〇
石

ま
で
の
も
の
が

一
三
人
、
鎗
奉
行
は

一
五
〇
石
の
も
の
が
二
人
、
郡

奉
行
は

一
五
〇
石

・
一
七
〇
石
の
も
の
が
二
人
、

町
奉
行
は

一
二
〇

石
の
も
の
が

一
人
、
大
目
附
は

一
〇
〇
石
か
ら

一
五
〇
石
ま
で
の
も

の
が
五
人
、
使
番
は

一
〇
〇
石
か
ら

一
五
〇
石
ま
で
の
も
の
が
四
人

と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
京
都
留
守
居

一
四
人
、
江
戸
留
守
居
二

157



第二章　 町 と村 の形成 と展開

人

の
存
在
も
知
ら
れ
る
。

じ

か
た

こ
れ
ら
の
諸
職
の
う
ち
、
地
方
統
治
の
責
任
者
は
二
人
の
郡
奉
行
で
あ

っ
た
。
そ
の
下
に
は
代
官
が
配
置
さ
れ
、
貢
租

・
水

利

・
土
木
そ
の
ほ
か
の
民
政

一
般
を
担
当
し
た
。
慶
安
二

（
一
六四
九
)
年
永
井
直
清
に
宛
行
わ
れ

た

所

領

は
、
摂
津
国
島
上

郡
・島
下
郡
・川
辺
郡

・
能
勢
郡

・
住
吉
郡
に
散
在
す
る
三
万
六
、○
○
○
石
で
あ

っ
た
。
こ
の
所
領
高
は
、
寛
文
二

（
一
六六
二
)

年
川
辺

・
能
勢
両
郡
の
領
知
が
丹
波
国
桑
田
郡
の
う
ち
に
移
さ
れ
た
と
き
の
増
高
二
、
五
七

一
石
あ
ま
り
、
同
九
年
島
下
郡
粟

生
村

（現
茨
木
市
・
箕
面
市
)
の
検
地
改
出
高

一
八
五
石
あ
ま
り
を
そ
れ
ぞ
れ
加
え
て
、
三
万
八
、
七
五
六
石
あ

ま

り

に

増

加

し
、
以
後
幕
末
ま
で
固
定
し
た
。
同
藩
の
所
領
に
含
ま
れ
た
村
々
は
、
高
槻

・
上
郷

・
冠

・
鳥
飼

・
五
箇
庄

・
丹
波

の
六
組

の

行
政
組
織
に
区
分
さ
れ
、
支
配
を
受
け
た
。

表
一
三

は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
各
組
の
村
数

・
高

・
田
畑
反
別
な
ど
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る

横
山
家

文
書

こ

の

う

ち

高

槻

・
上
郷

・
冠
の
三
組
は
島
上
郡
の
村

々
か
ら
な
り
、高
槻
城
下
を
中
心
と
し
て
、高
槻
村
か
ら
東
南
部
淀
川
沿
い
ま
で
が
高
槻

組
、
上
手
の
北
摂
山
地
山
麓
部
が
上
郷
、
下
手
の
淀
川
低
地
が
冠
組
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
島
下
郡
の
村

々
は
、
安
威
川
・淀
川
・

神
崎
川
沿
い
の
鳥
飼
組
と
山
間
部

の
五
箇
庄
組
と
に
わ

か

れ

た

が
、
住
吉
郡
の
苅
田

・
七
道
二

カ
村
は
便
宜
上
鳥
飼
組
に
属

し
て
い
た

（後
掲
表
一
四
参
照
)。
こ
れ
ら
の
六
組

の
村
々
を
対
象
と
す
る
民
政
は
、
六
人
前
後
の
代
官
に
よ

っ
て
分
担
さ
れ
た
。

各
代
官
が
担
当
す
る
組
は
、
毎
年

「
組
替
」
の
う
え
決
め
ら
れ
た

池
上
家

文
書

各
組
で
は
、
村
々
の
庄
屋
の
う
ち
か
ら

惣

代

役

が
選
ば
れ
、
貢
租
の
受
け
払

い
、
触
書

・
達
し
の
伝
達
、
そ
の
ほ
か
諸
事
の
取
り
次
ぎ
な
ど
に
あ
た

っ
て
い
た
。

高
槻
藩
領
の
村
々
は
、
寛
文
四

（
一
六
六
四
)
年

の
朱
印
状

『
寛
文
朱

印
留
』
上

で
は
七
五
カ
村

で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
分
村
な
ど
に
よ

っ
て
、
表
一
三

の
よ
う
に
八
九
カ
村
に
ま
で
増
加
し
た
。
そ
の
中
核
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
城
下
の
高
槻
村

で
あ

っ
た
。
同
村

15 8



Ⅵ　近 世 の 高 槻

は
、
文
禄
三

（
一
五
九
四
)
年
木
下
与
右
衛
門

の
奉
行
の
も
と
に
検
地
が
実
施
さ
れ
た
と
き
に
は
、
城

が

「破

地
」
と

な

っ
て

お
り
、
純
然
た
る
農
村
と
し
て

一
、
〇
二
〇
石

一
升
が
村
高
に
結
ば
れ
た
。
こ
の
村
高
は
、
元

和
元

（
一
六
一
五
)
年

城

が
築

か
れ
、
本
丸

・
二
の
丸

・
二
万
石
蔵
な
ど
の
敷
地
高
が
控
除
さ
れ
た
た
め
、
九
六
三
石
九
斗
八
升
五
合
に
減
少
し
た
。
前
節
に

お
い
て
述
べ
た
と
お
り
、
そ
の
後
、
城
地
が
拡
張
さ
れ
、
町
割
り
が
実
施
さ
れ
た
が
、
元
和
年
間
町
割
り
が
行
わ
れ
た
時
点
で

表１３　高槻藩所領 の概要

注)「 高槻 城主領 土記録」 （横 山家文書)に よ り作成。

は
、

「
こ
こ
に
壱
軒
、
あ
れ
ニ
一

軒
、
其
あ
い
＜

菜
畑
ニ
仕
置
」
と
い
う
光
景

で
あ

っ
た
。
ま
た
行
政
機
構
の
面
で
も
、
慶
安
二

（
一
六四
九
)
年
永
井

直

清

が

入
部
し
た
こ
ろ
に
は
、
高
槻
村
に
は
庄
屋

一
人
、
年
寄
四
人
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
み
で
、
ほ
か
の
農
村
と
な
ん
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
か

っ
た

近
藤
家

文
書

い
ま
年
次
は
未
詳
で
あ
る
が
、
町
会
所
が
設
け
ら
れ
、
町
年
寄
が
置
か
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
の
は
、
そ
の
後

の
市
街
化
の
進
展
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
結

果
、
行
政
機
構
お
よ
び
そ
の
運
用
は
、
事
実
上
町
と
村
と
に
分

化

し

た
。
し

か

し
、
町
は
高
槻
藩
内
部
に
お
い
て
の
み
存
在
が
認
め
ら
れ
る
も

の

で
あ

っ
て
、

「
御
公
儀
様

ニ
テ
ハ
高
槻
村

一
本
」
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
表
向
き
は
高
槻
村

の
う
ち
に
あ
る
町
で
し
か
な
く
、
高
分
け
も
行
わ
れ
ず
、
市
民
権
を
得
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
の
触
書
の
順
達

は
村
方
が
受
け
取

っ
て
町
の
惣
年
寄
が
そ
れ
を
写
し
と
る
手
順
が
と
ら
れ
、
質
屋

株

・
古
道
具
屋
株

・
絞
油
屋
株
の
下
付
、
他
領
村

々
と
の
訴
訟

な
ど
、
幕
府
権
力
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と
接
触
す
る
場
合
は
す
べ
て
、
高
槻
村
と
し
て
こ
と
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
太
閤
検
地
で
「村
」

と
し
て
把
握
さ
れ
た
こ
と
が
発
端
と
な

っ
て
、

一
農
村
の
内
部
に
城
下
町
が
含
ま
れ
る
と
い
う
奇
妙
な
状
態
が
な
が
く
存
続
し

た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
ほ
か
の
藩
の
城
下
町
の
よ
う
に
、
地
子
免
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
け

っ
し
て
な
か
っ
た
。

村
々
の
年
貢

大
坂
周
辺
地
域
は
、
所
領
構
成

・
支
配
体
系

・
直
轄
諸
都
市
の
存
在
な
ど
の
要
因
に
規
定
さ
れ
た

「
非
領
国

地
域
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

藪

田
貫
「
近
世
畿
内
所
領

構
成

の

特
質
」
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
七
三

高
槻
藩
の
場
合
も
、
小
藩

で
あ
り
、
所

領

分

布
も
わ
ず
か
に
島
上

・
島
下
両
郡
に
お
い
て
ま
と
ま
り
が
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
ず
、

一
円
的
な
形
で
領
国
大
名
支
配
権
を
貫
徹
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、高
槻
藩
の
独
自
性
が
皆
無
で
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
藩
政
は
近
世
前
期
積
極
性
が
み
ら
れ
た
の
に
た
い
し
、

後
期
に
は
消
極
的
な
様
相
を
呈
し
た
が
、
周
辺
部

の
幕
府
領

・
大
名
飛
地
領

・
旗
本
知
行
所

・
社
寺
領
な
ど

と
比
較
す
る
と
、

相
対
的
に
強
力
な
在
地
支
配
が

一
貫
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
領
内
の
労
働
力
を
確

保

す

る

た

め
、
他
領
村

々
へ
奉
公
に
出
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
寛
政
三

（
一
七
九
一
)
年
そ
の
禁
令
が
反
復
さ
れ
た
と
き
に
は
、

そ
れ
が
実
効
力
を
持
ち
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
同
年
秋
に
は
、
大
不
作

の
た
め
減
免
歎
願
の
寄
り
合

い
が
芥
川
の
川
原

で
行
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
が
た
だ
ち
に
藩
役
人
に
捕
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た

池
上
家

文
書

こ
の
よ
う
な
在
地
支
配

の
強
さ
は
、
村
々
の
年
貢
の
う
え
に
も
投
影
さ
れ
て
い
た
。
高
槻
藩
領
村
々
の
年
貢
免
定
の
定
式
化

さ
れ
た
記
載
内
容
は
、
村
高
か
ら
諸
色
引

・
見
捨
引
そ
の
ほ
か
の
引
高
を
控
除
し
て
残
高

（毛
付
高
)
が
算
出

さ

れ
、
そ

れ
に

た
い
す
る
取
米
が
記
さ
れ
た
の
ち
、
村
に
よ
り
異
な
る
が
、
山
高

・
新
開
高

・
葭
島
高

・
川
中
畑
高
な
ど
の
取
米
や
各
種
の
小

物
成
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

い
ま
、
本
年
貢
に
限
定
し
て
述
べ
る
と
、
取
米
を
毛
付
高
で
除
し
た
毛
付
免

は
、
元
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

禄

年

間

の
前

半

ま

で
村

ご

と

に

、

ま

た
年

ご

と

に
変

動

し

て

い
た

。

い
ま

に
残

さ

れ

た
免

定

に

み

る
か

ぎ

り

、
東

天

川
村

は
寛

文

六

（
一
六
六
六
)
年

の

三

五

・
四
パ

ー

セ

ン
ト

か

ら

貞

享

三

（
一
六
八
六
)
年

の
八

六

・
八
パ

ー

セ

ン

ト

ま

で
、

柱

本

村

は
延

宝

二

（
一
六
七

四
)
年

の
四
〇

・
六
パ

ー

セ

ン
ト

か
ら

慶

安

二

（
一
六
四
九
)
年

八

八

・
○
パ

ー

セ

ン
ト

ま

で
の
ば
ら

つ
き
が
そ
れ
ぞ
れ

み

ら

れ

た

森
田
家
文
書

・

葉
間
家
文
書

こ
の
毛
付
免
の
年
次
的
変
化

の
激
し
さ
は
、
年
々
の
作
柄
に
応
じ
て
租
率
を
決
め
る
検
見
取
法
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。

元
禄
年
間
の
後
半
か
ら
は
、
数
年
ご
と
に

一
定

の
租
率
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
こ
ろ
定
免
制

へ
の
移
行
が
み
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
租
率
は
い
ま
だ

可
変
的
で
あ
り
、
か
つ
正
徳
三

（
一
七
一
三
)
年
の
よ
う
に
、
豊
作
に

つ
き

当
年
の
み
三

パ
ー
セ
ン
ト
の
引
き
上
げ
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
所
領
村

々
す
べ
て
を
対
象
と
し
た
露
骨
な

年
貢
増
徴
策
も
と
ら
れ
た

毛
付
免
が
村
ご
と
に
固
定
し
た
の
は
、
享
保
十
九

（
一
七
三
四
)
年
か
ら
で

あ

っ
た
。

こ
の
と
き
、藩
は
先
納
銀
二
九
九
貫
目
の
古
証
文
を
召
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、あ
ら
た
に

一

五
〇
貫
目
の
先
納
銀
を
命
じ
た
。
そ
の
代
償
と
し
て
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
免
引
き
が
行
わ

れ
、
以
後
幕
末
ま
で
租
率
の
上
下
が
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る

同上

若
干
未
詳

の
村
も
残

さ
れ
て
い
る
が
、
同
年
固
定
し
た
高
槻
藩
領
村

々
の
毛
付
免
を
表
示
す
る
と
、
表

一
四
の

写６０　柱本村年貢免状 （葉間家文書)
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第二章　町と村の形成と展開

表 １４　高槻藩領村 々の毛付免

注)史 料 は表１ に同 じ。

と

お

り

で

あ

る

横
山
家

文
書

村

に

よ

っ

て

は

、
単

一

の
租
率
が
適
用
さ
れ
ず
、
そ
れ
が
株

・
字
地

・
田
畑

な
ど
で
異
な
る
場
合
も
み
ら
れ
た
。
算
術
平
均
で
組

ご
と
の
お
お
ま
か
な
比
較
を
し
て
お
く
と
、
高
槻
組

が
も

っ
と
も
高
い
値
を
と

っ
て
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を

上
回
り
、

つ
い

で
上

郷
組

・
冠
組
が
七
〇
パ
ー
セ

ン
ト
弱
と
な

っ
て
い
る
。
以
下
、

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト

弱
の
鳥
飼
組

・
五
箇
庄
組
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
の

丹
波
組
の
順
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
租
率

の
高
下
は
年
貢
負
担
の
寛
厳
を
意

味
す
る
も
の
で
な

く
、
同
じ
組
の
村
々
の
あ
い
だ
に
も
大
き
な
差
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
村
々
の
個
別
的
な
土
地
柄
や
検
地

の
実
態
な
ど
と
関
係
を
有
し
て
い
た
。
同
表

の
一
連

の
数
字
は
、
近
世
前
期
、
各
村
の
現
実

の
生
産
力
を

掌
握
し
て
、
そ
れ
を
封
建
地
代
と
し
て
吸
収
し
よ
う

と
し
た
、
領
国
経
営
の
形
跡
を
如
実
に
示
す
も
の
で

あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

な
お
、
享
保
十
九

（
一
七
三
四
)
年
か
ら
租
率
が
固
定
し
た
た
め
、
年

々
の
豊
凶
は
引
高

の
う
ち
の
見
捨
引

の
高

が
唯

一
の

直
接
的
指
標
と
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
水
損

・
旱
損
な
ど
に
よ
る
不
作
年
に
お
い
て
、
課
税
対
象
外
に
控
除
さ
れ

た
そ
の
年
か
ぎ
り

の
引
高
で
、

「
毛
見
之
節
、
壱
合
毛

・
弐
合
毛
ニ
而
も
見
捨
ニ
相
成
」

る
も

の

で
あ

っ
た

。
壱

合

毛

・
弐

合

毛

と

は

一

坪
あ
た
り
の
籾
の
量
を
意
味
し
、

一
反
あ
た
り
の
収
量
は
三
〇
〇
歩
に

一
合
な
い
し
二
合
を
乗
じ
た
三
斗

・
六
斗
で
あ

っ
た
。

水
損
で
は
、
前
島
村
・
野
中
村

・
大
塚
村

・
大
塚
町
を
は
じ
め
淀
川
右
岸
の

随
所
で
堤
防
が
決
壊
し
た
享
和
二

（
一
八
〇
二
)
年
、
東
天
川
村
は
村
高
六
五

三
石
八
斗
八
升
の
う
ち
五
三
三
石
二
斗
六
合
が
見
捨
引
と
な

っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る

森
田
家

文
書

ま

た

旱

損

に

か

ん

し

て

は

、
明

和

七

（
一
七
七
〇
)
年

、

真
上
村
が
村
高
六
二
八
石
二
斗
六
升

の
う
ち

一
一
三
石
四
斗
六
升
の
見
捨
引

と

な

っ
て

い

る

収

納

米

の

推

移

真
上
区

有
文
書

高
槻
藩
の
年

々
の
収
納
米
に

つ

い

て

は
、

「
郡
秘
録
」

に

よ

っ
て

、
慶

安

二

（
一
六

四
九
)
年

か

ら

天

保

八

（
一
八
三
七
)
年
ま
で
の

一
八
九
年
間
に
わ
た
る
時
系
列
デ
ー

タ

が

得
ら

れ
る
。

一
八
九
年
間
の
収
納
米
の
平
均
を
算
出
す
る
と
二
万

一
、
三
七
五
石

と
な
る
。
こ
れ
は
、
寛
文
九

（
一
六
六
九
)
年
以
後
の
所

領

高
三
万
八
、
七

五
六
石
の
五
五

・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
。

郡
秘
録
に
は
、
こ
の
収
納
米
が
ど
の
よ
う
な
数
字
で
あ
る
の
か
は
注
記
さ

写６１　住吉郡刈 田旧村付 近 （大阪市住吉区)
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第二章　町と村の形成と展開

表 １５　寛文９年 の収納米

注)「 覚」 （仏 日寺文書)に よ り作成 。

れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
、御
用
金

の
強
制
的
借
り
上
げ
や
貸
付
銀
の
利

子
な
ど
の
臨
時
収
入
を
含
ま
ず
、
封
建
領
主
と
し
て
の
土
地
所
有
に
基

づ
く
年
貢
収
入
を
意
味
し
た
。
い
ま
寛
文
九
年
を
例

に
と
り
、
そ
の
具

体
的
内
容
を
み
る
と
、
表

一
五
の
と
お
り

で

あ

る

仏
日
寺

文
書

所
領
高

に
二
石
弱
の
相
違
が
み
ら
れ
る
理
由
は
明
ら
か
で
な

い
が
、
同
年
は
そ

れ
か
ら
各
種
の
引
高
を
控
除
し
た
残
高
が
二
万
九
、

六
三
七
石
四
升

一

合
と
な

っ
て
い
る
。
収
納
米
は
、
上
記
の
残
高
に
た

い
し
て
六
三

・
八

パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合

の
本
年
貢
の
ほ
か
、
小
物
成

・
口
米

・
夫
米
か
ら

な

っ
て
い
た
。
口
米
は
本
年
貢

一
石
に
つ
き
三
升
ず

つ
の
付
加
税
で
あ

り
、
夫
米
は
領
主
的
夫
役
が
租
税
化
し
た
も
の
で
、
高

一
〇
〇
石
に
つ

き

一
石
二
斗
ず
つ
賦
課
さ
れ
た
。
な
か
に
は
、
年
貢

の
す
べ
て
あ
る
い

は

一
部
を
銀
納
す
る
村
も
あ

っ
た
か
ら
、
こ
の
収
納
米
は
計
算
上
の
数
字
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
同
年
の

収
納
米
の
所
領
高
に
た
い
す
る
割
合
は
五

一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
残
高
に
た
い
す
る
割
合
は
六
七

・
七
パ
ー

セ
ン
ト

で
あ

っ

た
。図

一
八
は
、
こ
れ
ら
の
時
系
列
デ
ー
タ
に
よ
り
、
収
納
米
の
趨
勢
線
を
九
年
移
動
平
均
で
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
々
の

変
動
は
九
年
移
動
平
均
に
よ

っ
て
も
消
去
さ
れ
て
い
な
い
が
、
収
納
米
の
推
移
に
か
ん
す
る
お
お
ま
か
な
趨
勢
を
知
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。
ま
ず
、

一
八
世
紀
中
期
ま
で
の
時
期
は
、
上
下
の
振
幅
の
著
し
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
間
、

一
七
世
紀
後
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

半
に
は
延
宝
年
間
ま
で
低
落
傾
向
が
続
き
、
同
五

（
一
六
七
七
)
年
を
底
に
以
後
反
転
し
て
、
貞
享
年
間
に

一
度
ピ

ー

ク

に
達

し
、
元
禄
年
間
に
再
び
低
落
し
て
同
七

（
一
六九
四
)
年
の
ボ
ト
ム
に
い
た

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
八
世
紀

に
は

い
る
と

急

激
な
上
昇
が
み
ら
れ
、
宝
永
年
間
か
ら
享
保
年
間
前
半
に
か
け
て
、
以
後
再
現
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
高
い
水
準
が
暫
時
保
た
れ

て
い
る
。

図１８　高槻藩収納 米の趨勢線 （９年移動平均)

注)近 世（二）17により作成 。

こ
の
状
態
は
、
享
保
年
間
後
半
に
崩
壊
し
て
激
し
い
下

降

を

た

ど

り
、
元
文
五

（
一
七
四
〇
)
年
に
お
け
る
図
示

の
範

囲

内
で
の
最
低
の

ボ
ト
ム
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
、
享
保
十

九

（
一
七
三
四
)

年
領
主
財
政
窮
迫

の
糊
塗
策
と
引
き
か
え
に
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
免
引

き
の
う
え
毛
付
免
が
固
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
で

あ
る
。
そ
の
後
、
す
な
わ
ち

一
八
世
紀
中
期
以
後
に
な
る
と
、
従
来
と

は
明
ら
か
に
異
な
る
様
相
が
う
か
が
い
し
ら
れ
る
。
そ
こ
で
の
ト
レ
ン

ド
は
、
寛
保

・
寛
延
年
間
に
復
元
さ
れ
た
そ
れ
ま
で
と
は
若
干
低
い
水

準
を
中
心
と
し
て
、
上
下
の
振
幅
が
小
さ
く
な
り
、
停
滞
的
な
も
の
と

化
し
て
い
る
。

こ
の
趨
勢
線
を
規
定
し
た
要
因
は
、
も
と
よ
り
多
元
的
で
あ
り
、
水

損

・
旱
損
な
ど
の
自
然
的
要
因
の
ほ
か
、
定
免
制
の
採
用
に
代
表
さ
れ

る
徴
租
法
の
変
更
、
領
主

・
農
民
間
の
対
抗
関
係
の
動
向
な
ど
の
基
礎
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第二章　 町 と村の形成 と展開

的
条
件
の
変
化
に
基
づ
く
側
面
も
含
ま
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
い
ま
自
然
的
要
因
に
よ
る
変
動
と
基
礎
的

条
件
の
そ
れ
と
を
峻
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た

だ
、
収
納
米
の
高
い
水
準
と
そ
の
安
定
と
が
二
律
背

反
の
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
激
し
い

上
下
の
振
幅
を
描
き
な
が
ら
も
、

一
八
世
紀
初
期
に

頂
点
に
達
す
る
収
納
米

の
ト
レ
ン
ド
は
、
当
時
の
領

国
経
営
の
積
極
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
理
解

し
て
お
き
た
い
。

淀
川
低
地
村
々

の

水

利

整

備

写６２　新在家旧村の井路

（摂津市新在家一丁目)

 

近
世
前
期
に
お
け
る
高
槻
藩
の
積
極
的
な
領
国
経
営
の

一
環
と
し
て
、
淀
川
低
地
の
村

々
を
対
象
と
す
る

水
利
整
備
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
同
時
に
相
対
的
に
強
力
な
在
地
支
配

の
展
開
を
可
能
と

し
た
前
提
で
も
あ

っ
た
。
淀
川
と
そ
の
諸
支
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
に
位
置
し
た
高
槻
藩
領
の
村
々
は
、
六
組
の

行
政
組
織
の
う
ち
高
槻

・
上
郷

・
冠

・
鳥
飼
の
四
組
に
分
属
し
た
が
、
そ
の
石
高
は
藩
領
全
体

の
半
分
近
い
比
重
を
占
め
る
も

の
で
あ

っ
た
。
水
利
整
備
は
、
年
貢
収
取
基
盤
の
安
定

・
拡
大
策
と
し
て
の
本
質
を
有
し
、
か
つ
支
配
の
道
具
と
し
て
の
領
主

的
恣
意
に
い
ろ
ど
ら
れ
て
い
た
が
、
他
方
で
は
、
近
世
小
農
民
の
自
己
保
有
地
に
か
け
る
生
産
力
発
展

の
利
害
関
係
と
も
合
致

す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
地
域
に
は
、
中
世
末
か
ら
郷
境
に
縄
手
と
呼
ば
れ
る
小
堤
防
が
設
け
ら
れ
、
郷
内
の
毛
細
管
的
な
水
路
と
と
も
に
、
三
島
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Ⅵ　近世 の 高 槻

江
の
奥
田
氏
、
柱
本

の
柱
本
氏
、
鳥
飼
の
鳥
養
氏
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
在
地
土
豪
に
よ

っ
て
維
持

・
管
理
が
図
ら

れ

て

い
た

第

一
巻
Ｖ
第

二
章
参
照

こ
の
よ
う
な
形
で
の
各
郷
間
の
水
利
秩
序
は
、
統

一
権
力
で
あ
る
豊
臣
政
権
の
成
立
に
伴
う
近
世
村
落
形
成

の

過
程
に
お
い
て
、
新
た
な
展
開
を
示
す
こ
と
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
天
正
十
六

（
一
五
八
八
)
年
に
は
、
豊
臣
秀
吉

の
代

官

安
威
摂
津
守
の
裁
許
を
得
て
、
三
箇
牧
組

（柱
本
村
・
西
面
村

・
三
島
江
村
・
唐
崎
村
)
の
悪
水
を
排
出
す
る
た
め
の
井
路
が
鳥
飼

郷

（現
摂
津
市
)
の
領
内
に
開
削
さ
れ
た
。
従
来
、
そ
の
悪
水
は
直
接
淀
川
に
落
と
さ
れ
、

一
部
は
郷
境

の
縄

手
の
樋

か

ら

鳥

飼
郷
の
用
水
と
し
て
も
排
出
さ
れ
て
い
た
が
、
井
路
の
開
削
に
よ

っ
て
、
悪
水
は
新
在
家
浦
と
呼
ば
れ
る
葭
地
の
沼
地
に
導
か

れ
、
そ
こ
で
鳥
飼
郷

の
悪
水
と
合
流
し
て
、
安
威
川

へ
排
出
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た

『神
安
水
利

史
』史
料
編
上

永
井
直
清
が
高
槻

へ
入
部
し
た
翌
年

の
慶
安
三

（
一
六五
〇
)
年
、
畿
内
は
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
高
槻
藩
領
の
村
々
も
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
柱
本
村
を
例
に
と
る
と
、
村
高
七
六
八
石
二
斗
三
升
の
う
ち
五
〇
九
石
八
斗
三
升
五
合
が
水
損
に
よ
る

見
捨
引
で
あ

っ
た

葉
間
家

文
書

ま
た
、
同
年
の
藩
収
納
米
は
所
領
高
の
四

一
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る

一
万
五
、

一
一
九
石
で
し

か
な
く
、
対
前
年
比
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
落
ち
こ
み
が
み
ら
れ
た

幕
府
は
、
先
手
頭
石
谷
貞
清
、
大

番

組

頭

中
山
信
良
、
勘
定
組
頭
佐
野
正
周
、
上
方
の
国
郡
奉
行
小
出
吉
親
、
郡
代
で
京
都
奉
行
の
五
味
豊
直
、
郡
代

で
伏
見
奉
行
の
水

野
忠
貞
ら
に
水
害
地
を
巡
見
さ
せ
た
。
こ
の
巡
見
の

一
行
に
た
い
し
、
鳥
飼
村

の
農
民
か
ら

「
新
井
路
を
望
、
絵
図
を
以
」
訴

願
が
行
わ
れ
た
。
い
ま
述

べ
た
経
路
で
の
鳥
飼

・
三
箇
牧
両
組
の
悪
水
排
出
が
、
安
威
川
川
床
の
上
昇
に
よ
り
困
難
と
な

っ
た

た
め
、
同
川
を
伏
せ
越
し
て
神
崎
川
に
い
た
る
井
路
の
開
削
が
目
論
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
訴
願
は
、
上
記
六
人
の
処
理
に
よ
り
、

「
鳥
飼
之
た
め
面
々
之
田
地
掘
わ
ら
れ
、
何
共
迷
惑
」
と
す

る
水
下
部
の
他
領

村
々
の
反
対
を
受
け
て
、
ひ
と
た
び
不
認
可
の
結
論
が
だ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
永
井
直
清
の

「
八
人
衆
」

第

一
章
第

一
節
参
照

の

一
員

と
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第二章　町と村の形成と展開

表１６　鳥飼井路の潰地

注)「 新井路 ニ付 、味舌 村 ・吉志部 村 ・別府村 ・一 ツ屋 村 ・新在家村 ・三 ケ牧 互ニ取

替 シ証文之写」 （今井家文 書)に よ り作成。

し
て
の
地
位
を
利
用
し
た
領
主
間
の
個
別
折

衝

に

よ

っ

て
、
水
下
部

の
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
領
、
大
和
国
式
上

郡
戒
重
居
住

の
織
田
長
政
領
の
村
々
に
お
け
る
反
対
運
動

が
抑
圧
さ
れ
、
井
路
開
削
の
は
こ
び
と
な

っ
た
。
着
工
は

慶
安
四

（
一
六五
一
)
年
、
完
成
は
翌
承
応
元
年

で
あ

っ

た

『
新
修
神
安
水

利
史
史
料
』

鳥
飼
井
路
開
削
に
伴
い
、
他
領
村
々
に
お
い
て
四
町
七

反
三
畝

一
四
歩

の
潰
地
が
発
生
し
た
。
表

一
六
に
示
し
た

と
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
安
威
川
の
伏
越
樋
尻
か
ら
吉
志

部
村
領

（現
吹
田
市
)
の
神
崎
川
出
口
ま

で
の
井

路

床

三

町
三
反
九
畝

一
〇
歩
、
別
府

・
一
津
屋

・
新
在
家
三
カ
村

井
路

の
掘
替
分

一
町
三
反
四
畝
四
歩
に
区
分
さ
れ
、
全
体

の
ほ
ぼ
半
分
に
あ
た
る
二
町
三
反
五
畝

一
歩

に

つ
い

て

は
、
い
っ
た
ん
高
槻
藩
領
の
吉
志
部
村
で
代
替
地
が
与
え

ら
れ
、
そ
の
耕
地
を
保
有
し
た
農
民
に
対
し
て
は
鳥
飼
西

之
村
で
代
替
地
が
与
え
ら
れ
た

今
井
家

文
書

な
お
、
同
表
は
他
領
村
々
と
の
代
替
地
の
授
受
関
係
を
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

示
す
も
の
で
、
高
槻
藩
領
内
部
の
関
係
村
々
の
あ
い
だ
で
は
、
さ
ら
に
細
分
化
し
た
分
担
が
と
り
き
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

表

一
六
に
お
い
て
鳥
飼
西
之
村

・
同
八
坊
村
が
負
担
し
た
代
替
地

の
う
ち
、鳥
飼
諸
村
で
は
上
之
村
が
七
反

一
畝
、中
之
村
が
五

反
四
畝
、
下
之
村
が
八
反
八
畝
二
三
歩
、
八
町
村
が
三
反

一
畝
二
二
歩
、
野
々
村
が
三
反
七
畝
七
歩
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
、
ま

た
、
こ
の
井
路
に
は
三
箇
牧
井
路
の
悪
水
が
合
流
し
た
た
め
、
同
組
も
柱
本
村
四
反
四
畝
二
歩
、
西
面
村
六
反
九
畝
二
七
歩
、

三
島
江
村
三
反
八
畝
二
五
歩
、
唐
崎
村

一
反
四
畝

一
一
歩
を
分
担
し
た

葉
間
家

文
書

高

槻
藩

は

、
鳥

飼

井

路

の
普

請

と

時

期

を

同

じ

く

し

て

、
番

田
井

路

を
開

削

し

た
。

そ

れ

ま

で
、

番

田
組

（
東
天
川
村

・
野
田

村

・
野
中
村

・
中
小
路
村

・
大
塚
村

・
大
塚
町

・
西
天
川
村

・
辻
子
村

・
番
田
村

・
西
冠
村

・
下
田
部
村

・
土
橋
村

・
高
槻

村

・
安

満

村
)

の

悪

水

は

、
番

田
村

に

お

い
て
直

接

淀

川

に
排

出

さ

れ

て

い
た
が

、
淀

川

川
床

の
上

昇

に

よ

っ
て
そ

れ

が

困

難

を

き

わ

め

て

い
た

。

番

田

井
路

は

、
芥

川

を

伏

せ
越

し

て

ほ

ぼ

一
里
先

の
柱

本

村

に

お

い

て
淀

川

に

つ
な

が

る
も

の

で
、
慶

安

四

（
一
六
五

一
)
年

に

着
工
さ
れ
、
承
応
二

（
一
六
五
三
)
年
に
完
成
し
た

『新
修
神
安
水

利
史
史
料
』

こ
の
井
路
は
、
鳥
飼
井
路
と
異
な
り
、
高
槻
藩
領

の
内

部

で
完
結
し
た
。
い
ま
詳
細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
村

々
の
あ

い
だ
で
井
路
床
潰
地
の
代
替
地
の
授
受
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
述

べ
た
代
替
地
は
、
す
べ
て

「
免
定
引
」
と
な
り
、
課
税
の
対
象

外
と
な

っ
た
。

承
応
二
年
に
完
成
し
た
番
田
井
路
は
、
淀
川
川
床

の

一
層

の
上
昇
に
よ
っ
て
永
く
そ
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ほ
ぼ
半
世
紀
後
の
元
禄
年
間
に
は
新
井
路

の
開
削
が
必
要
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
元
禄
十

一
（
一
六九
八
)
年
河
村

平

太
夫

（瑞
賢
)

・
目
付
中
山
時
春

・
小
姓
組
永
井
直
又
ら
に
よ
る
二
度
目
の
淀
川
治
水
工
事
に
あ
た

っ
て
、
同
年
六
月
番
田
組

一
四

カ
村
か
ら
出
願
が
行
わ
れ
た
の
が
、
そ
の
発
端
で
あ

っ
た
。
十
二
月
に
は
上
記
の

一
行
に
よ
る
見
分
が
実
施
さ
れ
、
翌
十
二
年

正
月
に
は
普
請
所
に
榜
示
杭
が
打
た
れ
た
が
、
水
下
部

の
村

の
抵
抗
に
遭
遇
し
、
着
工
は
延
期
さ
れ
た
。改
め

て
、
同
十
三
年
高
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第二章　 町 と村 の形成 と展開

図１９　元禄年 間淀川右岸の水利体系

槻
藩
主
の
永
井
直
達
か
ら
幕
府
老
中
に
出
願

の
手
続
き
が
と
ら
れ
、
同
年
末
か
ら
普
請
が

開
始
さ
れ
た
。
こ
の
井
路
は
、従
来
の
淀
川

へ

の
悪
水
排
出
経
路
が
玉
川

・
安
威
川
を
経
て

神
崎
川
に
い
た
る
経
路
に
変
更
さ
れ
た
点
に

特
徴
が
あ

っ
た
。
翌
十
四
年
、
大
塚
村
の
西

で
新
川
お
よ
び
芥
川
を
伏

せ
越
し
て
、
芝
生

村
か
ら
西

へ
玉
川
ま
で
、
ほ
ぼ
三
里
に
及
ぶ

新
井
路
が
完
成
し
た
。
な
お
、
こ
の
と
き
安

威
川

・
玉
川
の
川
幅
拡
張

の
普
請
が
、
新
井

路
開
削
に
付
随
し
て
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら

の

一
連
の
普
請
に
よ
り
井
路
床

・
川
床
と
な

っ
た
潰
地
は

一
八
町
六
反
五
畝
二
一

歩
に
達

し

た

中
川
家

文
書

そ
の
代
替
地
授
受

の
概
要
に

つ
い
て
は
、
第
四
章
第
二
節
に
譲
り
た
い
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
水
利
普
請
に
よ

っ
て
、

図

一
九
の
と
お
り
、
元
禄
年
間
に
は
長
距
離
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に
わ
た
る
諸
井
路
が
出
揃

い
、
高
槻
藩
領
の
み
な
ら
ず
、
淀
川
右
岸
中
流
地
域

一
帯
に
お
け
る
、
井
路
の
存

在
に
規
定
さ
れ
た

水
利
体
系

の
基
本
的
枠
組
が
で
き
あ
が

っ
た
。
そ
れ
は
、
地
域

一
帯
の

「
近
世
水
利
秩
序
」
の
確
立
を
意
味

し
た
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
普
請
は
、
天
正
年
間
の
三
箇
牧
井
路
を
除
く
と
、
す
べ
て
高
槻
藩
の

「
入
用
普
請
」
で
あ

っ
た
。
そ
の
具
体
的
内
容
は

判
明
し
な
い
が
、
例
え
ば
番
田
新
井
路
開
削
、
安
威
川

・
玉
川
広
げ
の
普
請
は
、

「
夥
敷
物
入
を
以
」
て
実
施
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る

森
田
家

文
書

領
内
村

々
か
ら
は
夫
役

の
徴
発
も
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

近
世
後
期
、
領
主
財
政
の
悪
化
が
常
態
化
し
、
年
貢
収
取
の
停
滞
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
水
利
行
政
は

一
転
し
て
消

極
化
し
た
。
水
利
整
備
は
、
村
落
ま
た
は
水
利
組
織
ご
と
の

「
自
普
請
」
に
転
嫁
さ
れ
、
元
禄
年
間
に
確
立

さ
れ
た
水
利
秩
序

の
枠
内
に
お
け
る
局
地
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
。

土
砂
留
制
度

と

高

槻

藩

淀
川
低
地
の
村
々
が
長
距
離
の
井
路
を
開
削
し
て
、
悪
水

の
排
出
場
所
を
可
能
な
か
ぎ
り
水
下
部
に
求
め
た

の
は
、
淀
川
を
は
じ
め
と
す
る
諸
河
川
の
川
床

の
上
昇
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
諸
河
川

の
川
床
の
上
昇
は

近
世
初
頭
か
ら
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
水
利
の
み
な
ら
ず
通
舟

・
防
災
な
ど

の
面
で
も
放
置
で
き
な
い
状
況
が
み
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
幕
府
が

「
山
川
掟
之
覚
」
を
達
し
て
、
山
々
の
草
木
の
根
を
掘
り
取
る
こ
と
や
、川
筋
の
新
田
開
発
、山
中
に
お
け

る
焼
畑
な
ど
を
禁
止
し
、
山
地

へ
の
植
林
を
命
じ
た
の
は
、
寛
文
六

（
一
六
六
六
)
年

の
こ
と
で
あ

っ
た
が

『御
当
家

令
条
』

土
砂
留

め

（砂
防
)
の
必
要
性
が
ひ
ろ
く
認
識
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

一
片
の
触
書
に
よ

っ
て
そ
の
実
効
力
を
期
待
す
る
こ
と
は
、

と
う
て
い
不
可
能
で
あ

っ
た
。

じ
じ
つ
、
延
宝
年
間
に
は
淀
川
筋
で
洪
水
が
頻
発
し
た
。
ま
ず
同
二

（
一
六七
四
)
年
六
月
に
発
生
し
た
洪
水

の
模
様

を
み

る
と
、

「
摂
州
高
槻
領

一
万
石
程
永
代
の
川
と
な
り
、
大
坂
に
て
は
京
橋

・
天
神
橋
落
ち
る
、
外
に
小
橋
二
箇
所
落
ち
る
、
天
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満
橋
は
破
損
計
り
な
り
、
且
又
、
野
田
と
い
ふ
所
の
町
屋
悉
く
流
る
、

尤
も
溺
死
夥
し
」

『
玉
露

叢

』

と

い
う

あ

り

さ

ま

で
あ

っ
た

。

さ

ら

に

同

四

年
五
月
に
も
、
番
田
村
な
ど
で
堤
防
が
決
壊
し
、
大
き
な
被
害
が
も
た

ら
さ
れ
た

『
西
成

郡
史
』

こ
れ

ら

の
洪
水

は

、

い
ず

れ

も

一
過

性

の
天
災

と

は
見
做
し
え
な
い
側
面
を
含
む
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
幕
府
は
、
天
和
三

（
一
六八
三
)
年
、
若
年
寄
稲

葉

正

休

・
大
目
附
彦
坂
長
紹

・
勘
定
頭
大
岡
清
重

・
河
村
瑞
賢
ら
を
畿
内
に
派

遣
し
、
諸
河
川
を
見
分
さ
せ
た

『徳
川

実

紀
』

見
分
の
結
果
、

河

村

瑞

賢

は
、
淀
川
川
口
の
開
削
と
山
地
で
の
植
林
に
よ
る
土
砂
留
め
と
を
献
策

し
た
。
幕
府
は
彼
に
治
水
工
事
を
命
じ
、
翌
貞
享
元
年
か
ら
同
四
年
に

か
け
て
、
新
川

（元
禄
十
一
年
安
治
川
と
命
名
)
の
開
削
を
は
じ
め

と
す

る
重
点
的
な

一
連

の
工
事
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
と
き
同
時
に
、
土
砂
留
め
に
か
ん
し
て
も
河
村
瑞
賢

の
献
策
に

写６３　写本 「玉露叢」 （府立図書館所蔵)

 

し
た
が
い
、
制
度
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
幕
府
は
、
ま
ず
貞
享
元

（
一
六八
四
)
年
三
月
、
寛

文

六

（
一
六六
六
)
年

の

「
山
川
掟
之
覚
」
を
五
畿
内
を
対
象
と
し
て
再
び
触
れ
出
し
、
八
月
に
は
、
淀
川

・
大
和
川
に
落
ち
合
う
枝
川
沿
い
の
山
々

に

つ
い
て
、
林
地
化
を
命
じ
、
御
料

・
私
領
と
も
に
地
域
割

の
う
え
奉
行
役
を
設
定
し
て
、

一
年
に
二
、
三
度
ず

つ
山
見
分
を

実
施
さ
せ
る
旨

の

「
覚
」
を
、
畿
内
に
所
領
を
有
す
る
諸
大
名

・
旗
本
に
達
し
た
の
で
あ
る

『御
触
書
寛

保
集
成
』
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高
槻
藩
に
割
り
当
て
ら
れ
た
土
砂
留
奉
行
の
担
当
区
域
は
摂
、津
国
の
島
上

・
島
下

・
東
成

・
西
成
四
郡
で
あ

っ
た
。
当
初
、

そ
の
任
務
は
京
都
町
奉
行
所
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
が
、
元
禄
二

（
一
六八
九
)
年
に
は
、
五
畿
内
の
う

ち

摂

津

・
河
内
両
国

の
土
砂
留
め
が
同
奉
行
所

の
支
配
か
ら
は
ず
さ
れ
、大
坂
町
奉
行
所

の
支
配
下
に
移
さ
れ
た
。
大
坂
町
奉
行
所
で
は
、与
力
四
人

・
同
心
八
人
か
ら
な
る
川
奉
行
が
土
砂
留
支
配
の
任
に
あ
た

っ
た

『
大
阪
市

史
』
第
五

高
槻
藩
が
担
当
し
た
郡
に

つ
い
て
は
、

そ
の
後

若
干
の
変
化
が
み
ら
れ
、
元
禄
十
四

（
一
七
〇
一
)
年
ご
ろ
に
は
島
上

・
島
下
両
郡
と
河
内
国
茨
田

・
讃
良
両
郡
の
四
郡

で
あ

っ
た
が
、文
化
六

（
一
八
〇
九
)
年
に
は
摂
津
国
豊
島
郡
も
加
え
ら
れ
た

水
本
邦
彦
「
土
砂
留
役
人
と

農
民
」
『史
林
』
六
四
｜
五

「当
家
古
分

限

帳
」

横
山
家

文
書

に
よ

る
と

、

元

禄

・
宝

永
年

間

、

一
〇

〇

石
と

五
〇

石

の
給

人

二
人

が

「
土

砂
留

役

」

と

な

り

、

天

保

十

二

（
一
八
四

一
)
年

の

「
役
録
」

吉
田
家

文
書

で
も

、
同

役

は

二
人

で
勤

め

て

い
た

こ
と

が

知

ら

れ

る

。

島
上

・
島
下
両
郡
に
は
高
槻
藩
領
の
村
々
も
多
く
存
在
し
た
が
、
こ
の
土
砂
留
制
度
は
藩

の
主
体
的
な
農
村
支
配
策
で
は
け

っ
し
て
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、
各
村
に
お
け
る
個
別
的
な
領
主
支
配
権
を
超
越
し
た
も
の
で
、
大
河
川
を
支
配
す
る
幕
府
の
地

位
、
ひ
い
て
は
幕
藩
体
制

の
も
と
で
の
幕
府
の
絶
対
的
な
力
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
制
度
の
発
足
と
と
も
に
、
高

槻
藩
に
は
土
砂
留
役
遂
行

の
行
政
負
担
が
も
た
ら
さ
れ
、
村
々
に
も
土
砂
留
役
人
か
ら
指
示
を
受
け
て
山
普

請

を

行

う
、
夫

役
の
負
担
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
山
林
の
入
会
慣
行
に
た
い
す
る
権
力
的
規
制
も
無
視
で
き
な
い
側
面
で
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
「
御
入
用
ヲ
以
、
土
砂
留
御
普
請
」

『
枚
方
市
史
』

第
八
巻

が
行
わ
れ
る
箇
所
は
、
山
城
国
木
津
川

へ
落

ち
合
う
山
川
の
う

ち
の

一
部
に
限
定
さ
れ
、
淀
川

へ
流
出
す
る
山
川
沿
い
は
、
す
べ
て
農
民
の

「自
普
請
」
で
あ

っ
た
。
高
槻
藩
の
土
砂
留
役
人

や
大
坂
町
奉
行
所

の
川
奉
行
ら
に
よ
る
見
分
の
ほ
か
、
大
坂
町
奉
行

の
見
分
も
と
き
に
は
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
入
用
も
ま
た

村

々
の
経
済
的
負
担
と
な
っ
た
。
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在
町
富
田
の

発

達

第
三
節
　
在
町
富
田
の
形
成
と
商
工
業

高
槻
市
域
の
南
西
部
、
富
田
台
地
の
南
東
端
に
位
置
す
る
富
田
が
都
市
的
集
落

へ
の
歩
み
を
開
始
し
た
の
は

城
下
町
高
槻
よ
り
古
く
、
戦
国
時
代
は
じ
め
の
文
明
八

（
一
四
七
六
)
年
頃
に
創
建
さ
れ
た

一
向
宗

の
富

田

道
場
を
核
と
し
て
形
成
さ
れ
た
寺
内
町
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
状
況
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
の
後
天
文
元

（
一
五
三
二
)
年
十
二
月
に
は
、
一
向
宗
信
徒
を
掃
討
し
よ
う
と
す
る
摂
津
国
島
上
郡
内
の
武
士

達
に
よ

っ
て
富
田
道
場
を
は
じ
め

一
向
宗
信
徒

の
家

々
は
残
ら
ず
焼
き
払
わ
れ
、
富
田
道
場
が
教
行
寺
と
し
て
再
興
さ
れ
た
の

は
五
年
後
の
天
文
五
年
秋
以
降
で
あ

っ
た
。

永
禄
十
二

（
一
五
六
九
)
年
三
月
二
十
六
日
、

和

田
惟
政
の
招
き
を
受
け
て
堺
か

ら
都
に
向
か

っ
た
パ
ー
ド
レ

・
ル
イ
ス

・
フ
ロ
イ
ス
は

「
同
日
午
後

一
向
宗
派
の
ト
ン
ダ
ジ
ナ
イ
と
称
す
る
地
に
着
き
た
り
。

坊
主
の
僧
院
な
る
が
、
同
所
に
て
は
短
日
内
に
生
命
を
消
耗
す
る

一
種

の
疫
病
の
為
め
千
人
余
死
し
た
る
を
以
て
、
我
等
は
僧

院
外
の
旅
館
に
宿
泊
せ
り
」
と
記
し
て
い
る

『
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
』
一
九
六
九

年

六
月

一
日
附
。
中
世

五
二
〇

こ
の
記
事
は
、
教
行
寺
の
再
興

か
ら
三
〇
余
年
を

経
た
永
禄
十
二
年
に
は
、
富
田
寺
内
が
疫
病
に
よ

っ
て
千
余
人
も
の
死
者
を
出
す
ほ
ど
多
く
の
人
口
を
有
す

る
都
市
に
ま
で
成

長
し
て
い
た
こ
と
、
寺
内
の
外
部
に
も
旅
館
を
有
す
る
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

高
山
右
近
が
明
石

へ
転
封
と
な

っ
た
天
正
十
三

（
一
五
八
五
)
年
頃
に
は

「
冨
田
宿
久
」

と
呼
ば
れ
、

羽
柴
秀
勝
か
ら
次
の

よ
う
な
禁
制
が
出
さ
れ
た

羽
柴
秀
勝
禁
制

中
世
六
三
一
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掟

冨
田
　
宿
久

一
　
無
座
無
公
事
之
事

但
此
方
自
拝
領
之
内
越
候
者
ハ
諸
役
可
為
如
有
来
事

一
　
国
質
所
質
停
止
之
事

一
　諸
事
宿
久
中
可
為
年
寄
次
第
之
事

一
　
陣
取
免
許
之
事

一
　
理
不
尽
之
催
促
停
止
之
事

一
　
徳
政
停
止
之
事

一
　
武
士
家
停
止
之
事

右
如
件

天
正
拾
三
年
九
月
吉
日

羽
柴
小
吉

秀

勝

（
花
押
)

債
権
者
が
債
務
者
の
財
産
を
没
収
し
た
り
差
し
押
え
た
り
す
る

こ
と
を
禁
止
し
た
第
二
条
、
軍
勢
が
陣
地
を
構
え
る
場
合
に
は
許

可
を
必
要
と
す
る
と
定
め
た
第
四
条
、
借
金
な
ど
の
理
不
尽
な
催

促
を
禁
止
し
た
第
五
条
、債
権
・債
務
を
破
棄
す
る
徳
政
が
出
さ
れ

て
も
富
田
宿
久
に
は
適
用
し
な
い
と
い
う
第
六
条
な
ど
は
、
当
時

各
地
の
大
名
が
城
下
や
宿
場

・
市
場
な
ど
を
保
護
す
る
た
め
に
出

し
た
多
く
の
禁
制
と
同
じ
内
容
で
あ
り
、
座
の
禁
止
と
公
事
の
免

写６４　羽柴秀勝禁制 （清水家文書)
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表１７　富田村 の屋敷地 （文禄３年)

 

た

注)　 「文禄３ 年富 田村検地帳」 （市 役所文書)に よる。

除
を
規
定
し
た
第

一
条
も
ま
た
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
も
の

で

あ

っ
た

が
、
羽
柴
氏

の
領
内
か
ら
あ
ら
た
に
移
住
し
て
き
た
者
は
従
来
と
同
様

に
諸
役
を
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
但
し
書
き
は
、
羽
柴
氏
の
領
内

か
ら
富
田

へ
の
移
住
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

第
三
条
は
富
田
宿
に
お
け
る

一
般
的

・
日
常
的
な
行
政
や
取
締
り
を

宿
の
年
寄

（宿
老
衆
)
に
ま
か
せ
て
自
治
を
認
め
た
も

の
で
、
す
で
に
寺

内
町
以
来
の
伝
統
を
有
し
、
商
工
業
の
発
達
し
た
町
場
と
し
て
都
市
的

成
長
を
達
成
し
て
い
た
富
田
の
実
態
に
即
応
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。
し

か
し
、
町
場
が
武
士
や
牢
人
を
住
ま
わ
せ
て
領
主
に
反
抗
す
る
こ
と
は

堅
く
禁
止
し
た
の
で
あ
り
、
第
七
条
は
こ
の
点
に
関

す
る
規

定

で
あ

る
。そ

の
後
文
禄
三

（
一
五
九
四
)
年
に
は
富
田
村

の
検
地
が
実

施

さ

れ

こ
の
検
地
帳
は
九
冊
か
ら
な
る
大
部
な
も

の

で
、
そ

の
中
か
ら
屋
敷
地

の
み
を
集
計
し
て
表
示
し
た
の
が
表

一

七
で
あ
る
。
登
録
さ
れ
た
屋
敷
地
の
合
計
は
、

「
い
や
し
き
」
と
肩
書
き
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
三
六
八
筆
、
七
町
五
反
六

畝
二
歩
に
達
し
、
こ
の
他
に

「畠

（
い
)
や
し
き
」
と
書
か
れ
た
も
の
が
六
八
筆
、

一
町

一
反
六
畝
二
五
歩

で
あ

っ
た
。
後

者

の
実
態
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
が
、
こ
れ
を
も
屋
敷
地
に
含
め
て
考
え
る
と
、
こ
の
年

の
富
田
に
は
四
三
六
筆
と

い
う
多
数
の
屋
敷
地
が
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
面
積

は
八
町
七
反
二
畝
二
七
歩
に
も
達
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

176



Ⅵ　近 世 の 高 槻

こ
の
集
落
規
模
は
、
同
年
の
高
槻
村
検
地
帳
に
登
録
さ
れ
た
屋
敷
が
二
六
八
筆
、
五
町

一
反
四
畝
八
歩
だ

っ
た
の
と
比
べ
る

と
、
屋
敷
数
で
は

一
六
八
筆
、
屋
敷
地
の
面
積
で
は
三
町
五
反
八
畝

一
九
歩
も
富
田
の
方
が
大
き
く
、
富
田
の
繁
栄
ぶ
り
を
示

す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
｡

と
は
い
え
文
禄
検
地
帳
は
、
表

一
七
に
示
し
た
よ
う
に
、
四
三
六
筆

の
屋
敷
地
を
六
冊
に
分
け
て
登
録
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が

必
ず
し
も
単

一
の
集
落
を
形
成
し
て
い
た
の
で
は
な
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
は
、

「
四
番
」
の
ハ
リ
紙

を
有
す
る
帳
簿
に
記
さ
れ
た

「
い
や
し
き
」
二
〇
八
筆
と

「
畠

（
い
)
や
し
き
」
六
八
筆
が
最
大
の
集
落
で
、
教
行
寺
を
中
核

と
す
る
寺
内
町
の
後
裔
と
し
て
筒
井
池
南
側
の
台
地
上
に
位
置
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に

つ
ぐ
の
が

「
九
番
」

の
帳
簿
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
新
家
屋
敷
」
の

一
〇
九
筆
で
、
小
字

「新
家
町
」
を
中
心
に
筒
井
池
の
北
側

に
形

成

さ

れ
、

「
一
番

」

の

「
東

岡

い
や

し

き
」
一
五
筆

と
も

連

な

っ
て
、

「
冨

田

東

岡
宿

」

の

で
あ

ろ

う

。

中
世

五
七
六

と
呼
ば
れ
た
集
落
を
形
成
し
て

い
た

も

こ
の
二
集
落
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て
在
町
富
田
を
形
成
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
残
る
三
集
落
は

い
ず
れ
も
小
規
模
で
、
上
記
の
二
集
落
か
ら
は
や
や
離
れ
て
、
富
田
台
地

の
中
央
部
近
く
や
縁
辺
部
に
小
集
落
を
形
成
し
て
分

散
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
前
期

の
富
田
の
景
観

江
戸
時
代
前
期
の
富
田
に

つ
い

て

は
、
富

田

（東
岡
宿
)
絵
図

三
～
八
一
年
)
の
元
絵
を
写
し
た
も
の
と
伝
え
る
「
冨
田
庄
内
古
来
之
絵
図
面
」

り
、
ま
た
延
宝
五

（
一
六
七
七
)
年
の
富
田
村
検
地
帳
も
高
槻
市
役
所
に
所
蔵
さ

れ
て

い
る

や

延

宝
年
間

（
一
六
七

坂
田
家

所
蔵

が
伝
え
ら
れ
て
お

図
二
〇
は

「
冨
田
庄
内
古
来
之
絵
図
面
」
を
も
と
に
、明
治
前
期
の
地
籍
図
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
。図
の
南
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第二章　 町 と村の形成 と展開

東
部
に
は
富
田
寺
内

の
中
核
と
な

っ
た
教
行
寺
が
東
西
三
〇
間

（約
五
四
メ
ー
ト
ル
)
、
南
北
二
五
間

（約

二
五
メ
ー
ト
ル
)

の
敷
地
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
南
と
西
に
は
御
坊
内
町
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
に
隣
接
す
る
南
岡
町

・
ヨ

コ
町

・
西
之
町
を
含

む

一
画
は
、
台
地
縁
辺
部
の
地
形
に
制
約
さ
れ
て
若
干
の
ひ
ず
み
を
示
し
つ
つ
も
、
他
の
地
区
に
は
見
ら
れ
な
い
直
交
状
街
路

を
呈
し
て
お
り
、
そ
の
北
辺
に
は
東
町

・
中
之
町

・
西
之
口
町
の
三
町
が
東
西
に
続
い
て
、
全
体
と
し
て
は
ほ
ぼ
方
二

・
五
町

（七

・
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
)
の
地
区
が
比
較
的
整

っ
た
街
路
網
を
作

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
地
区
が
、
天
文
五

（
一
五
三
六
)
年

秋
以
降
に
教
行
寺
が
再
興
さ
れ
た
の
と
並
行
し
て
計
画
的
に
造
成
さ
れ
た
寺
内
町
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
地
籍
図
上
に
町
場

の
特
色
で
あ
る
典
型
的
な
短
冊
型
宅
地
割
を
と
ど
め
て
い
る
東
町
か
ら
西
之
口
町
に
至
る

街
区
は
、
寺
内
町
の
商
業
地
区
と
し
て
賑
わ

っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
地
区
の
西
に
続
く
西
富
田
町

・
西
垣
内
町
地
区
で
は
正
興
寺
薬
師
と
宝
積
寺

・
八
幡
が
不
整
形
の
敷
地
を
占

め

て
お

り
、
不
規
則
に
屈
曲
す
る
街
路
と
ブ

ロ
ッ
ク
型
の
宅
地
割
が
、
農
村
地
帯
に
順
次
民
家
が
建
て
ら
れ
て
い

っ
て
市
街
化
し
た
地

区
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
旧
寺
内
町
地
区
の
北
側
に
は
、
寺
内
町
建
設
以
前
か
ら
鎮
座
し
て
い
た
富
田
庄

の
氏
神
三
輪
神
社
や
、
臨
済
宗
妙
心

寺
派
の
普
門
寺
が
大
き
な
境
内
を
有
し
て
お
り
、
筒
井
池
の
西
岸
に
は
本
照
寺
が
こ
れ
ま
た
広
大
な
敷
地

を
占
め
て
、
そ
の
周

囲
に
は
吹
屋
町
の
町
屋
が
連
な

っ
て
い
た
。

筒
井
池

の
北
側
は

「
冨
田
東
岡
宿
」
の
地
で
、
そ
の
中
心
を
な
す
北
口
町

・
中
之
町

・
南
之
口
町
の
街
路
は
直
交
し
、
周
辺

部

の
岡
前
町

・
柚
木
町

・
久
保
町
や
、
裏
町

・
西
之
口
町

・
勘
蔵
町
の
屈
曲
し
た
街
路
と
き
わ
だ

っ
た
対
照
を
示
し
て
い
る
。

「
富
田

（東
岡
宿
)
絵
図
」
は
こ
の
地
区
を
中
心
に
描
写
し
、
直
交
街
路
に
沿

っ
た
三
町
の
町
屋
を
白
壁

・
瓦
葺
き
で
描
い
て
い
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

図２０　江戸時代前期 の富 田

る
の
に
対
し
、
周
辺
部
の
家
屋
は
い

ず
れ
も
わ
ら
葺
き
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
絵
図
は
ま
た
、
北
口
と
西
口

・

南
口
に
そ
れ
ぞ
れ
門
が
あ
り
、
町
の

周
囲
に
は
薮
の
生
え
た
土
塁
が
め
ぐ

ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
町
の
中
央
部

に
は

「
新
家
町
」
と
記
入
し
て
、
こ

の
地
区
が
文
禄
検
地
帳
第
九
番
に
集

約
さ
れ
て
い
る

「
新
家
屋
敷
」
に
由

来
す
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
東
岡
町

は
こ

の
地

区

の

北
辺
沿
い
を
東
か
ら
西

へ
細
長
く
伸

び
、
西
方

へ
の
延
長
上
に
は
跡
坂
町

の
集
落
が
続
い
て

い
た
。

こ
の
よ
う
な
景
観
を
呈
し
て
い
た

在
町
富
田
で
実
施
さ
れ
た
の
が
延
宝

五
年
の
検
地
で
、
そ
の
検
地
帳
に
は
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第二章　 町 と村の形成 と展開

五
〇
二
筆
の
屋
敷
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
文
禄
検
地
帳
の
屋
敷
数
四

三
六
筆
に
比
べ
六
六
筆
の
増
加
で
あ
り
、
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
富
田
の

戸
数
＝
人

口
の
増
加
が
か
な
り
著
し
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
延
宝
検
地
帳
は
、
田
畠
や
屋
敷
を
、
例
え
ば
、

西
川
し
り

古
検
中
田
九
畝
歩

一
下

々
田

五
拾
七
間
半
壱
尺
五
寸

五
間

古
検
屋
鋪
三
畝
壱
歩

一
屋
敷

拾
間
半

六
間

九
畝
拾
九
歩

此
分
米
六
斗
七
升
四
合

弐
畝
三
歩

此
分
米
弐
斗
七
升
三
合

あ
い
川

彦
右
衛
門

但
七
斗
代

下

ノ

九
郎
兵
衛

但
壱
石
三
斗
代

の
よ
う
に
登
録
し
て
お
り
、
右
肩
に
注
記
さ
れ
て
い
る
古
検
は
文
禄
検
地
帳

に
お
け
る
地
目
と
面
積
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
を
手
懸
り
に
、
延
宝
検
地
の
屋
敷
地
が
文
禄
検
地
＝
古
検
で
は
ど
の

写６５　東 岡 町 の 風 景 （市内富田町五丁目)

 

よ
う
な
地
目
で
あ

っ
た
か
を
比
較
対
照
し
た
の
が
表

一
八
で
、
文
禄
検
地
の
屋
敷
地
が
そ
の
ま
ま
延
宝
検
地
で
も
屋
敷
地
と
し

て
受
け
継
が
れ
た
の
が
三
八
四
筆
と
最
も
多
か

っ
た
の
は
当
然
と
し
て
も
、
文
禄
検
地
の
畠
が
延
宝
検
地
で
は
屋
敷
地
に
な

っ

た
ケ
ー
ス
が
八
九
筆
に
の
ぼ
り
、
畠
地
の
宅
地
化
が
著
し
か

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
し
か
し

一
方
で
は
、
文
禄
検
地
の

屋
敷
地
が
延
宝
検
地
で
は
畠
地
に
な

っ
た
も
の
も
四
六
筆
を
数
え
た
。
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い
ま
、
こ
れ
ら
の
う
ち
田
畠
か
ら
屋
敷
地
に
変
わ

っ
た
も
の
の
分
布
を
み
る
と
、
田
か
ら
屋
敷
地
に
変
わ

っ
た
四
筆
は
す
べ

て
小
字

「
か
わ
た
」
に
含
ま
れ
、
畠
か
ら
屋
敷
地
に
変
わ

っ
た
も
の
も
三
六
筆
は
小
字

「
か
わ
た
」
に
属
し
て
い
た
。
こ
れ
に

つ
ぐ
の
は
跡
坂
の

一
一
筆
と
東
岡
町
の

一
〇
筆
で
、
以
下
所
在
町
名
が
わ
か
る
の
は
岡
崎

の
三
筆
、
西
口

・
長
福

寺

の
各

二

筆
、
柚
木
・
御
坊
の
内
の
各

一
筆
の
み
で
あ

っ
た
。
所
在
町
名
不
明
の
地
筆
に
つ
い
て
も
、
検
地
帳
の
登
録
順
か
ら
お
お
よ
そ

の
所
在
は
推
測
で
き
る
わ
け
で
、
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
文
禄
検
地
か
ら
延
宝
検
地
に
い
た
る
近
世
初
頭

に
お
け
る
富
田
の

集
落
発
達
は
、
筒
井
池
北
東
方
の
富
田
東
岡
宿
の
地
区
で
著
し
く
、

「
か
わ
た
」
地
区
で
も
顕
著
で
あ

っ
た

一
方
、
筒
井
池
南

方
の
寺
内
地
区
で
は
停
滞
的
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

延
宝
検
地
帳
は
ま
た
、
屋
敷
地
名
請
人
の

一
部
に
屋
号
を
肩
書
き
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
業
種
に
関
す
る
も
の

一
六
種
、
地
名
に
関
す
る
も

の
七
種
、
そ
の
他

一
九
種
の
合
計
三
二
種
を
数
え
（表
一
九
)、多
様
な
商
工
業
が
活
況
を
呈
す
る
町

場

で

あ

っ
た

こ
と

が
推

測

さ

れ

る
。

富
田
村
酒
造

業

の

展

開

さ
き
に
み
た
と
お
り
、
文
禄
三

（
一
五
九
四
)
年
お

よ

び

延

宝
五

（
一
六七
七
)
年
の
各
検
地
帳
に
記
載

さ

れ

た
農
民
の

肩
書
か
ら
、
富
田
村
に
お
け
る
諸
営
業
の
早
期
的
展
開
を
推
察
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
同
村
が
中
世
末
に
寺
内
町
と
し
て
建
設
さ
れ
た
こ
と

に
起
因
す
る
も

の
で
あ

っ
た
が
、
直
線
的
な
形
で
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
中
世
末
以
来
の
寺
内
町

・
宿
町

・
市
町
と
し
て
の
複
合
的
な

町
場
的
側
面
は
、
文
禄
三
年
の
太
閤
検
地
に
よ
り

一
農
村
と
し
て
再
編
さ
れ
た

表１８　文禄検地 と延宝検地 との間に

おける屋敷地 の地 目変更

注)近 世（一)１-5・ １１に よ る。
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第二章　町と村の形成と展開

表１９　在町富田の屋号 （延宝５年)

１．近 世（一)1-11に よる。

２．(　 )内 の数字 は同 じ屋号 を有す る名請人 の数。　　　

注)

の
を
契
機
に
、
大
き
く
変
容
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
寺
内
町
の
特

権
喪
失
に

つ
い
て
は
い
う
を
ま
た
な
い
が
、
宿
町
と
し
て
の
機
能
は
西
国
街
道

の

整
備
と
と
も
に
芥
川
宿

へ
移
行
し
、
市
町
と
し
て
の
側
面
も
内
容
的
変
化
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

近
世
初
期
富
田
村

の
商
工
業
を
代
表
し
た
の
は
、
紅
屋
を
中
心
と
す
る
酒
造
業

の
展
開
で
あ

っ
た
。
そ
の
直
接
的
契
機
は
、

つ
ぎ
の
二
点
に
求

め

ら

れ

る
。
ま

ず
、
文
禄
年
間
に
は
、
こ
こ
に
二
万
石
御
蔵
が
設
置
さ
れ
、
豊

臣
直
轄
領
の
貢
租

米

の
集
散
地
と
な

っ
た

天
坊
幸
彦

『
富
田
史
談
』

こ

の

蔵

は
、

元

和

元

（
一
六
一
五
)
年

高

槻
城
の
築
造
と
と
も
に
高
槻
村

へ
移
さ
れ
た
が
、
そ
の
間
、
酒
造
業

の
原
料
的
基

盤
の
面
で
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
さ
ら
に
、
関
ケ
原
の
役
や
大
坂

の
陣
に
は
、

紅
屋
が
い
ち
は
や
く
徳
川
権
力
と
結
び
つ
い
て
、
香
物
を
献
上
し
た
り
、
兵
糧

・

竹
束

・
薪
な
ど
の
軍
用
を

つ
と
め
た
由
緒
に
よ
り
、
特
権
的
な
酒
造
株
が
認
め
ら

れ
た

近
世

二
〇

一

酒
造
業
は
、
貢
租
米
の
商
品
化
と
密
接
に
関
連
し
、
石
高
制

に
依
拠
す
る
幕
藩

体
制

の
存
続
と
か
か
わ

っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
幕
府
は
、
近
世
初
期
か
ら
酒
造

業

の
掌
握
を
意
図
し
て
、
明
暦
三

（
一
六五
七
)
年
に
酒
造
株
を
設
定
し

た

の
を

は
じ
め
、
以
後
株
改
め
を
く
り
か
え
し
実
施
し
た
。
近
世
前
期

の
富
田
村
に
お
け
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る
酒
造
家
は
、
表
二
〇
の
と
お
り
で
あ

っ
た

中
部
よ
し
子
「封
建
都
市
酒
造
業
の
展
開
」

大
阪
歴
史
学
会
編
『封
建
社
会
の
村
と
町
』

酒
造
米
元
高
は
、
明
暦
三
年

の
酒
造
株
設

定
時
の
株
高
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
数
字
に
よ
る
と
、
二
四
人

の
酒
造
家
の
う
ち
紅
屋
市
郎
右
衛
門

・
同
仁
左
衛

門
の
二
人
が

一
、
○
○
○
石
を
越
え
る
卓
抜
し
た
規
模
を
も
ち
、
合
計

の
米
高
は
八
、
二
七
〇
石
に
も
達
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、

富
田
村
酒
造
業
が
も

っ
と
も
さ
か
ん
で
あ

っ
た
こ
ろ
の
姿
を
示
す
唯

一
の
指
標
で
あ
る
が
、

「
酒
屋
昔
に
百
倍
し
、
水
に
な

っ

て
捨
て
た
る
米
数
知
ら
ず
」

『
大
学

或
問
』

と

い
う
状

況

が

こ

こ

で
も

み

ら

れ

た

こ

と

は

、
想

像

に

か

た
く

な

い

で
あ

ろ
う

。

し
か
し
、
万
治

・
寛
文
年
間
以
後
減
醸
令
が
反
復
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
富
田
村
酒
造
業
は
萎
縮
せ
ざ

る
を

え

な

か

っ

た
。
同
表
で
は
、
減
醸
規
制
に
よ
り
、
延
宝
八

（
一
六八
〇
)
年
に
は
元
高
の

一
六
分
の

一
造
り
、
翌
天
和
元
年
に
は

三

二

分

の
一
造
り
、
同
三
年
に
は
さ
ら
に
そ
の
二
分
の

一
造
り
と
な

っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
価
格
機
構

・
技
術
的
条
件

・
地
理

的
条
件
な
ど
に
規
定
さ
れ
た
内
的
要
因
は
、
い
ま
述
べ
た
統
制
強
化
の
外
的
要
因
を
克
服
す
る
も
の
で
な
か

っ
た
ら
し
く
、
表

示
の
範
囲
内
で
は
他
村
か
ら
の
酒
造
株
取
得
は
な
く
、
逆
に
他
村

へ
の
株
譲
渡
や
醸
造
の
中
断
が
散
見
さ
れ
る
。
い
ま
、
酒
造

米
元
高

一
、
八
○
○
石
の
紅
屋
市
郎
右
衛
門
を
例
に
と
る
と
、
天
和
二

（
一
六八
二
)
年
に
は
酒
造
を
せ
ず
、
翌

三
年
に

は
二
八

石

一
斗
二
升
五
合
の
酒
造
米
高
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
従
来
酒
造
業
に
投
下
さ
れ
て
い
た
資
金
は
土
地
集
積
に
向
け
ら
れ

た
と
判
断
さ
れ
、
文
禄
三

（
一
五
九
四
)
年

の
検
地
帳
に
お
け
る
保
有
反
別

一
七
町
三
反
あ
ま
り
が
、
延

宝

五

（
一
六七
七
)
年

の
検
地
帳
で
は
四
〇
町
六
反
あ
ま
り
に
増
加
し
て
い
る

中
部
よ
し
子
『近
世
都

市
の
成
立
と
構
造
』

そ
の
ほ
か
の
酒
造
家
も
、
延
宝
検
地
時
に

は

お

お
む
ね
村
内
最
上
層
の
保
有
反
別
で
あ

っ
た
か
ら
、
す
で
に
天
和
年
間
に
は
、
同
村
の
酒
造
業
は
地
主
作
徳
米

の
加
工
業
と
実

質
上
変
わ
ら
な
い
形
に
転
化
し
て
い
た
。
元
禄
八

（
一
六九
五
)
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
本
朝
食
鑑
』
に
、

「
和
州
南
都

造

酒

第

一
而
、
摂
津
伊
丹
、
鴻
池
、
池
田
、
富
田
次
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
富
田
村
は
江
戸
積
銘
醸
地
の

一
つ
で
あ
り
、
そ
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第二章　町と村の形成と展開

表２０　近世前期富 田村の酒造家

注)中 部よし子 「封建都市酒造業の展開」 （大阪歴史学会編 『封建社会の村と町』)。
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

の
酒
は
名
声
を
得
て
い
た
。
し
か
し
、
富
田
酒
は
江
戸
に
お
い
て
早
晩
忘
れ
さ
ら
れ
る
運
命
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と

が

で

き

る

。紅

屋

酒

造

株

の

動

向

元
禄
二

（
一
六八
九
)
年
刊
行
の
貝
原
益
軒

『
南
遊
紀
行
』
は
、

「富
田
。
道
ば
た
に
は
あ

ら
ず
。
道
の
東
二

十
町
計
に
有
。
町
広
し
。
茨
木
よ
り
狭
し
。
酒
家
多

し
。
紅
屋
と
て
大
百
姓
あ
り
。
其
宅
瓦
屋
甍
を
並
べ
作

り
重
て
大
な
る
こ
と
山
の
如
し
。
目
を
驚
か
す
。
未
だ
か
か
る
大
農
を
見
ず
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
当
時
、
紅
屋
市
郎
右
衛
門

の
酒
造
業
は
極
度
に
縮
小
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
元
禄
九
年
お
よ
び
十
年
の
酒
造
米
高
は
、
わ
ず
か
に
八
石

九

斗

で
あ

り
、

「
献
上
物
扣
漬
粕
」
の
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
十
年
に
は
、
幕
府
に
よ

っ
て
運

上
銀

の
賦
課
を
中

心
的
内
容
と
す
る
株
改
め
が
実
施
さ
れ
、
近
世
前
期

の
酒
造
政
策
の
集
大
成
が
図
ら
れ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
同
家
は
三
〇
石

の
増
造
を
京
都
町
奉
行
所
に
出
願
し
、酒
造
米
高
が
三
八
石
九
斗
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
紅
屋
の
株
は
、
同
村
の
菊
屋
三
郎

兵

衛

に
貸

し
付

け

ら

れ
、

明

和

年

間

（
一
七
六
四
～

七

一
)

の

は
じ

め

ご

ろ

か

ら

は

休

株

と

な

っ
た

明
和
年
間
は
、
享

保
年
間

（
一
七
一
六
～
三
五
)
以
来
の
統
制
緩
和

・
酒
造
奨
励
策

の
も
と
で
、
自
由
競
争
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
き
で
あ

っ
た
。

紅
屋
の
事
例
は
た
し
か
に
個
別
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
富
田
村

の
酒
造
業
全
体
が
他
地
域
と
の
競
合
関
係
の
も
と
に

発
展
的
契
機
を
も
ち
え
な
か

っ
た
と
類
推
す
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
許
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

紅
屋
の
酒
造
株
は
、
そ
の
後
も
酒
造
統
制
が
強
化
さ
れ
る
た
び
に
封
建
的
特
権
関
係

の
確
認
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
休
株
の

直
後
、
幕
府
の
酒
造
政
策
が
寛
政

の
改
革

の
一
環
と
し
て
統
制
の
方
向
に
復
古
し
た
と
き
に

は
、
天

明

八

（
一
七
八
八
)
年
に

株
改
め
が
実
施
さ
れ
、
同
五
年

の
実
醸
高
で
あ
る

「
只
今
迄
造
来
候
酒
造
米
高
」
と
株
高
が
調
査
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
寛
政
元
年

に
は
、

こ
の
酒
造
米
高
が

「
永

々
之
株
」
に
設
定
さ
れ
、
そ
れ
を
分
割

し
て
譲
渡
す
る
こ
と
が
禁
止

さ

れ

た

『日
本
財
政
経

済
史
料
』巻
二
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第二章　町と村の形成と展開

寛
政
七

（
一
七
九
五
)
年
、
紅
屋
は
休
株
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
永
々
之
株

の
下

付
を
願
い
出
、

「
格
別
之
訳
」
を
も

っ
て
明
暦
三

（
一
六五
七
)
年
当
時

の

一
、

八
〇
〇
石
の
株
が
認
可
さ
れ
た

清
水
家

文
書

同

家

は

、

こ

の
酒

造

株

で

も

っ

て
、

享
和
二

（
一
八
〇
二
)
年
豊
島
郡
池
田
の
大
和
屋
要
助
方
、
同
四
年
川

辺

郡

伊

丹
の
大
和
田
屋
平
右
衛
門
方
な
ど
で
出
造
り
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

同上

こ
れ

ら

は
、
事

実

上

の
貸

株

で
あ

っ
た
と

考

え

ら

れ

る
。

文
化
年
間
に
は
い
る
と
、
酒
造
業
は
米
価

の
下
落
と
と
も
に
あ
ら
た
な
局
面

を
迎
え
た
。
文
化
三

（
一
八
〇
六
)
年
、
「米
穀
山
之
時
節
に
付
、
諸
国
酒
造
人
共

は
不
及
申
、
休
株
之
者
其
外
是
迄
渡
世
に
不
仕
も
の
に
て
も
、
勝
手
次
第
酒
造

渡
世
可
致
候
、
勿
論
酒
造
高
是
迄
之
定
高
に
拘
は
ら
ず
仕
入
相

稼

可

申

候
」

『
日
本
財
政
経

済
史
料
』
巻
二

写６６　貝原益軒 「南遊紀行」

（府立図書館所蔵)

 

と
触
れ
出
さ
れ
、
株
高
は
も
と
よ
り
、
株
の
有
無
を
も
問
わ
な
い
徹
底
的
な
酒
造
奨
励
が
図
ら

れ

た
。
こ

の
自

(文
化
三
)

由
営
業

の
時
期
は
、
文
政
八

（
一
八
二
五
)
年

「
右
寅
年
よ
り
相
始
候
休
株
并
渡
世
不
致
者
酒
造
之
儀
は
、
追

而
及
沙
汰
候

迄
、

急
度
可
為
無
用
候
」
と
の
触
が
出
る
ま
で
続

い
た
。
同
十
年
こ
の
触
は

一
度
撤
回
さ
れ
た
が
、
翌
十

一
年
に
再
度
、
文
化
三
年

令
に
基
づ
い
て
新
規
参
入
し
た
酒
造
家
の
存
在
が
否
定
さ
れ
た

同上

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、文
政
十
二
年
に
は
、紅
屋
所
持
の

一
、
八
〇
〇
石
の
酒
造
株
が
分
割

の
う
え
貸

し
付
け
ら
れ
た
。

こ
の
措
置
も
、古
来
か
ら
の
由
緒
に
よ
り

「
家
名
相
続
」
の
た
め
に
認
可
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
分
割

・
貸
付
け
の
内
訳
は
、

表
二
一

の
と

お

り

で
あ

っ
た

清
水
家

文
書

い
ず
れ
も
文
化
年
間
以
降

の
自
由
営
業
期
に
、
飛
躍
的
な
発
展
を
示

し
て
江
戸
市
場
で
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Ⅵ　近 世 の 高 槻

表２１　紅屋酒造株の貸付状況

注)「 御免酒造株貸附名前帳」 （清水家文書)に より作成。

独
占
的
な
地
位
を
占
め
る
に
い
た

っ
た
灘
目

の
酒
造
家
と
、
零
細
規
模

の
地
売
型
と
し
て

簇
生
し
た
北
在
の
在
郷
町

・
農
村
の
酒
造
家

と
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
と
に
北
在
と
称
さ
れ
た
地
域
の
借
受
人
の

う
ち
に
は
、
文
化
三
年
令

に
よ
り
無
株
の
ま

ま
酒
造
業
を
開
始
し
、
文
政
八
年
お
よ
び
十

一
年
に
営
業
が
禁
止
さ
れ
て
、

「
酒
道
具
も

有
之
、
年

々
酒
造
仕
来
り
候
所
、
相
止
メ
候

テ
者
極
難
渋

ニ
御

座

候
」

清
水
家

文
書

と

い
う

も
の
が
多
数
に
お
よ
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
北

在
酒
造
家
の
広
範
な
存
在
と
、
江
戸
市
場

の

独
占
を
図
る
う
え
で
株
高
と
実
醸
高
と
の
あ

い
だ
に
乖
離
を
生
じ
つ
つ
あ

っ
た
灘
目
酒
造

家

の
存
在
と
が
、
紅
屋
酒
造
株
の
分
割

・
貸

付
け
の
前
提
で
あ

っ
た
。貸
付
料
は
、株
高

一

石
に

つ
き
灘
目
が
銀
八
匁
、
北
在
が
同

一
〇
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匁
で
あ

っ
た
。

な
お
、
表
二
一

に
み
ら
れ
た
貸
付
状
況
は
、
そ
の
後
、
酒
造
統
制
や
減
醸
規
制
の
強
化
に
伴
い
、
き
わ
め
て
流
動
的
な
様
相
を

呈
し
た
。
株
の
貸
付
け
は
少
数
の
酒
造
家
に
集
中
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、北
在

の
農
村
部

の
酒
造
家
が
多
く
姿
を
消
し
て
い
る
。

酒
造
統
制

・
減
醸
規
制
が
強
化
さ
れ
た
た
め
、

一
〇
石
前
後

の
小
規
模
な
株
高
は
現
実
的
意
味
を
も
ち
え
な
か

っ
た
た
め
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
安
政
元

（
一
八
五
四
)
年
に
は

一
、
八
〇
〇
石
の
う
ち

一
、

一
四
〇
石
が
二
〇
人
に
貸
し
付
け
ら
れ
て
、
六

六
〇
石
が
紅
屋
の
手
許
に
残
り

い

る近
世
後
期
富
田

村

の

商

工

業

清
水
家

文
書

慶
応
二

（
一
八
六
六
)
年
に
は

一
、
八
〇
〇
石
す
べ
て
が
三
五
人
に
貸
し
付
け
ら
れ
て

近
世
後
期

の
富
田
村
は
、
米
作

・
綿
作

・
菜
種
作
な
ど
を
中
心
と
す
る
地
域
的
分
化
と
農
民

的

商

品

生

産

・
流
通
の
進
展
と
を
基
盤
に
、
在
郷
町
と
し
て
存
続
し
た
。
高
槻
地
方
の
結
節
点
の

一
つ
と
し
て
機
能

し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
諸
営
業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
史
料
上
知
り
う
る
と
こ
ろ
は
き

わ
め
て
乏
し
い
。

ま
ず
酒
造
業
に
つ
い
て
、
近
世
後
期
の
動
向
を
管
見
し
て
お
き
た
い
。
さ
き
に
述
べ
た
文
政
十

二

（
一
八
二
九
)
年

の
紅

屋

酒
造
株

の
分
割

・
貸
付
け
の
と
き
に
は
、村
内
に
お
い
て
七
人
が
合
計
九
三
石
を
借
り
う
け
た
。
天
保
二

（
一
八
三

一)
年
に
は
、

そ
れ
が
五
人

・
四
八
石
に
減
少
し

清
水
家

文
書

同
十
年
に
は
皆
無
と
な

っ
て
い
る

吉
田
家

文
書

一
方
に
お
い
て
、
先
掲
表

二
〇

に

み
た
と
お
り
、
近
世
前
期
の
同
村
に
は
数
多
く
の
酒
造
家
が
存
在
し
た
。
そ
の
後
、
衰
退
傾
向
と
と
も
に
、
地
域
的
市
場
に
依

拠
す
る
地
売
型

へ
の
転
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
天
明
年
間
に
は
打
ち
こ
わ
し
の
対
象
と
も
な

っ
た
が
、
近
世
前
期
以
来
の

酒
造
業
の
伝
統
は

一
応
継
承
さ
れ
て
い
た
。

天
保
十

（
一
八
三
九
)
年
に
醸
造
を
行

っ
た
酒
造
家
は
、
表
二
二

の
と
お
り
六
人
で
あ

っ
た

同上

株
高
合
計
は
二
、○
○
○
石
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で
あ
る
が
、
同
年
は
三
分

一
造
り
の
減
醸
規
制
の
た
め
六
六
六
石
六
斗
六
升
五
合

の
酒
造
米
高
と
な
っ
て
い
る
。
原
料
米
は
、

自
家
米
の
ほ
か
、
村
内
の
米
商
人
角
屋
太
兵
衛

・
樽
屋
伊
兵
衛
な
ど
か
ら
購
入
さ
れ
た
。
な
お
、
同
表
に
お
け
る
減
醸
規
制
の

基
準
で
あ
る
株
高
は
、
天
保
五
年
に
全
国
的
調
査
が
行
わ
れ
た

「
天
保
四
巳
年
已
前
迄
之
造
高
」
を
意
味
し

『日
本
財
政
経

済
史
料
』
巻
二

先

掲
表
二
〇
の
数
字
と
の
関
連
は
な
い
。

い
ま
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
酒
造
業
の
原
料
米
需
要
や
村
内
に
滞
留
し
た
下
層
民
の
飯
米
需
要
な
ど
に
対
応
し
て
、

局
地
的
な
米
穀
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
定
さ
れ
る
。
幕
府
領
に
お
い
て
、
本
年
貢
の
三
分
の

一
に
相
当

す
る
米
高
が
銀
納
さ
れ
る
と
き
の
公
定
の
石
代
値
段

（三
分

一
値
段
)
は
、
享
保
十
九

（
一
七
三
四
)
年
、
摂
津
国
で
は
そ

れ

ま

で
山
城
国
上
京
に
お
け
る
米
価
を
基
準
と
し
て
い
た
の
を
改
め
、
大
坂

・
高
槻

・
富
田

・
尼
崎

・
三
田
に
お
け
る
十
月
十
五
日

表２２　天保１０年富田村の酒造家

注)「 当亥歳酒造買入米届 書扣」（吉田家文

書)に よ り作成 。

み
そ
か

か
ら
同
晦
日
ま
で
の
上
新
米

の
平
均
相
場
に
六
匁
増
と
規
定
さ

れ

た

同
上

巻
五

こ
の
よ
う
に
富
田
村
が
摂
津
国
に
お
け
る
石
代
値
段
の
指
定
相
場
地
の

一
つ
と

な

っ
た
ゆ
え
ん
は
、
文
化
五

（
一
八
〇
八
)
年
に
摂
津

・
河
内
両
国
の
幕
府
領
村

々
か
ら
出
さ
れ
た
石
代
値
段
の
建
て
方
に
か
ん
す
る
歎
願
書

に
、
「
右
村
々

（注

｜

摂
津
国
富
田
、
河
内
国
枚
方

・
八
尾
寺
内

・
久
宝
寺

・
国
分

・
富
田
林
)

者
、

酒

造

人

并
米

商

人
有

之

、

外

村

々
♭

者
米

売

買

数

多

候

故

、

前

々
♭

米

直

段
書

上

ケ

場
所

ニ
被
為
仰
付
候
儀
与
奉
存
候
」
『布
施
市
史
』

第
二
巻

と

記

す

と

お

り

で

あ

る
。

そ
の
ほ
か
、
い
ず
れ
も
村
内
上
層
農
民
に
よ
る
諸
営
業
に
限
定
さ
れ
る
が
、

文
化
十
三

（
一
八
一
六
)
年
に
は
一
三

人
の
質
屋
、
天
保
年
間

に
は
六
人

の
絞
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油
屋
の
存
在
が
知
ら
れ
る

前
者
は
村
内
に
お
け
る
階
層
分
化
の
激
し
さ

を
、後
者
は
周
辺
農
村
で
菜
種
作

の

の
盛
行
を
、
そ
れ
ぞ
れ
反
映
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
農
業
経
営
以
外
に
諸
営
業
を
多
角
的
に
兼
営
し
て
い
た
個
別
事
例

と
し
て
は
、
糀
屋
七
郎
兵
衛
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
人

は
、
文

政

十

（
一
八
二
七
)
年
か
ら
庄
屋
を

つ
と
め
た
が
、
酒

造
・醤
油
造

・質
屋
な
ど
に
も
携
わ

っ
て
い
た
。
酒
造
業
に
か
ん
し
て
は
、
天
保
七

（
一
八
三
六
)
年
か
ら
大
坂

町
奉
行
所
に
よ

る

摂
津

・
河
内

・
播
磨
三
カ
国
の

一
元
的
支
配

の
体
制
が
確
立
さ
れ
、
富
田
村

の
酒
造
家
が
摂
津
国
七
郡
か
ら
な
る
北
在
組
に
属

し
た
の
に
伴
い
、
糀
屋
七
郎
兵
衛
は
、
同
組

の
大
行
司
の
補
佐
役
と
し
て
の

「
添
行
司
」
を

つ
と
め
、
主
と
し
て
島
上

・
島
下

両
郡
の
酒
造
取
締
に
あ
た
っ
た

吉
田
（泰
)

家
文
書
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